
        
            
                
            
        

    

































お兄ちゃんだけど愛さえあれば関係ないよねっ③






鈴木大輔




ＭＦ文庫Ｊ







本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　最初に断ことわっておきたい。

　この物語は、





『とある事情でしばらく離れ離れになっていたものの、ゆえあって再び一つ屋根の下で暮らすようになったふたりの兄妹きようだいが、特に波乱もない平和な日常をのんべんだらりと送っていく様子を、これといった起承転結もなくつづっていくだけの単調な物語』





　……のつもりだったのに、そうは問とん屋やが卸おろさなかった成れの果てである。

　たぶん、とても騒がしくて賑にぎやかな、明るい物語になっていくだろう。

　兄妹ふたりが慎つつましく暮らしていくはずだった学生寮に、華やかな生徒会の面々が引っ越してきた以上、平穏な日々など望むべくもない。

　もとよりそういう日常を望んだからこそ、僕は妹とまたいっしょに暮らせるよう、いろいろ苦心を重ねてきたのだけど──こうなってはもう後の祭りだ。

　大事件が起きてもおかしくないし、意外な展開になっても驚かないし、場合によってはド派手なアクションが繰り広げられるかもしれない。

　兄妹きようだいふたりだからお色気シーンとは無縁だと思ってたけど、引っ越してきた連中は揃そろいも揃って美人ばかり。結果、男一人女四人がひとつ屋根の下に暮らすことになるわけで、そうなればむしろ何も起きない方が不自然だろうし。

　でもまあいい。

　望んでいた形とはまったく逆になってしまったけど、これはこれで決して悪いことじゃないはずなのだ。

　もとより親友だった銀ぎん兵べ衛えは言うに及およばず、生徒会長の二に階かい堂どうさんにせよ、副会長の那な須す原はらさんにせよ、紛れもなく一流の人材であり、扱あつかいにくさを別にすれば常に良質の刺激を与えてくれる貴重な同僚でもある。望んでいた形と真逆になってしまったとはいえ、望むべくもない環境とも言えるわけだ。

　僕のみならず、妹の秋あき子こにとっても、この環境は自みずからを切せつ磋さ琢たく磨まするにおいてベストと言えるだろう。

　だったら不ふ貞て腐くされることはない。

　望みどおりにならなかった、と不平を口にすることもない。

　降って湧わいたこの機会を前向きに受け止とめ、明るく楽しく元気よく、素す敵てきな学園生活を送るとしようじゃないか──





「無理です」

　……という僕の主張は、残念ながら即座に却きやつ下かされた。

「無理ですし、有りえないし、考えられません。この寮りようはわたしとお兄ちゃん専用の、ふたりだけの愛の巣なんです。新聞の勧誘の人が来るとか、宗教の勧誘の人が来るとか、そういうのならまだしも、ひとつ屋根の下でいっしょに住むだなんて。それもあの生徒会の人たちと一緒に？　だめです無理です、やっぱり有りえません。わたしはとてもそんな状況に耐えられません」

　聖せいリリアナ学園の運営する学生寮の管理人室、つまりは僕と妹のふたりが寝起きする部屋において。

　その妹であるところの姫ひめの小路こうじ秋子がまなじりを吊つり上あげ、憤ふん懣まんやるかたないという顔で、現在僕たちが置かれている状況に対して真っ向から異を唱えている。

「いいですかお兄ちゃん。たったの一ヶ月にも満たないんですよ？」

「うん。そうだね」

「離れ離れに暮らしていたわたしたち兄妹きようだいが、ようやくいっしょに住めるようになって、まだたったの一ヶ月なんです。そんな短い時間しかふたりだけの甘い生活を送っていないのに、早くもその生活が崩れ去るなんて、そんな不条理なことがあってはならないんです。だって六年ですよ？　六年も待って、我慢して、ようやく手に入れた兄妹水入らずの時間なんですよ？」

「うん。確かにそうだ」

「六年間、わたしは耐えに耐えてきました。ふたりきりの兄妹なのに離れ離れにさせられて、だけどお兄ちゃんの言いつけを守ってずっといい子にしてて、いつお兄ちゃんとまたいっしょに暮らせるようになっても大丈夫なように、しっかり自分を磨みがいて、そのご褒ほう美びとしてようやく今の生活があるんです。そうでしょうお兄ちゃん？」

「うんうん。お前の言うとおりだよ」

「聖せいリリアナ学園という名門校にトップクラスの成績で入学して、入学したあとも三本の指に入る成績をキープして。今では責任と栄誉ある生徒会において、書記という重要な仕事を務めてもいるんです」

「うんうん。立派だよほんと」

「それだけじゃありません。華道とか茶道とかのお稽けい古こごとも一通りこなしてきましたし、料理も掃そう除じも洗濯もばっちりだし、何よりもお兄ちゃん好みの可愛かわいい女の子になれるように努力してきました。その努力の結果については、お兄ちゃんも認めてくれますよね？」

「あーうん、確かに。お前はホントいい子に育ってくれたよ。どこへ出しても恥ずかしくない、僕の自慢の妹だ」

「しかしながら現在の状況を鑑かんがみるに、その実績に比してあまりにも報われないことが多いように思えます。こんなに可愛い妹であるわたしに対して、お兄ちゃんは頭も撫なでてくれないし、抱っこもしてくれないし、キスのひとつもしてくれないし。本来ならわたしたちの同居生活は、もっとスイートでラブラブなものになっていいはずなんです。それを何ですかお兄ちゃんは。あたかも修道院で禁欲生活を送っている修道僧みたいに、わたしに指一本触れてくれないなんて。据すえ膳ぜん食わぬは男の恥はじ、という言葉がありますが、お兄ちゃんはまさしくそれです。お兄ちゃんがちゃんとした男の人であることを証明するためには、可か及きゆう的てき速やかにわたしに手を出す必要があります」

「……そろそろ話が脱線してきてないか？」

「とにかく！」

　声を荒らげて、秋あき子こはなおも主張する。

「わたしたちが住んでるこの寮りようは、断固として部外者お断ことわりです。引っ越してきた人たちには悪いですけど、一刻も早く部屋を引き払ってもらうべきです」

「いや、そうは言うけどねえ」

　二に階かい堂どう嵐あらし。

　那な須す原はらアナスタシア。

　猿さ渡わたり銀ぎん兵べ衛え春はる臣おみ。

　この三人の引っ越しはもうおおむね完了しているし、今さら追い出すなんて話は現実的じゃない。

　というかそもそも僕にはその権限がない。取り壊しが決まっていたこの寮りように、僕は管理人兼居住者としての立場をどうにか確保しているだけなのだから。

「あの三人はちゃんと学園側に交渉して、この寮に住む権利を手に入れてきたんだから。今さら僕が口を挟めるとも思えないよ。それにあの三人だって、それぞれ事情があってここに引っ越してきたんだから。この段階になって『出て行け』っていうのは、さすがにどうかと思わない？」

「それはそうですけど、やっぱり納得いきません」

「そう毛け嫌ぎらいするものじゃないぜ？　あの三人はそれぞれ生徒会のメンバーなわけで、つまり僕たちの仲間じゃないか。仲間はもっと大事にしようよ」

「事が今回の件でなければいくらでも大事にします。でも今回だけはダメです」

「もしくは考え方を変えてみようよ。あの三人が引っ越してきたということは、生徒会のメンバー全員がこの寮に集まる、ってことで。そうなれば四六時中ずっと顔を合わせることになるし、自然に仲間意識も育っていくだろうし、生徒会の打ち合わせなんかも自由にやれたりするわけだ。ほら、けっこう良いことずくめだろ？」

「メリットがあるのは認めます。でもお兄ちゃんとふたりきりで暮らすメリットを犠ぎ牲せいにするほどじゃありません」

「いやまあ、そう言わずにさ──」

「お兄ちゃん。何だかちょっと変じゃありませんか？」

　ジト目で僕を見る妹。

「何だかあの三人に対して、妙に肩入れしているように見えるんですが」

「そうか？　いや別にそんなことないけど」

「いいえ秋あき子この目はごまかせません。そもそも兄妹きようだいふたりきりで暮らせるように手配してくれたのはお兄ちゃんだし、そのために努力してくれたのもお兄ちゃんじゃないですか。わたしよりむしろ、お兄ちゃんの方が今の状況に対して異を唱えてもいいはずです。ちがいますか？」

「いやいや、僕はそんなに器うつわの小さい男じゃないぜ？　確かにふたりきりの生活は大事だけど、生徒会の仲間たちの生活だって同じくらい大事だろ？」

「いいえ納得いきません。やっぱり今日のお兄ちゃんはちょっと変です。いつものお兄ちゃんはそんなセリフを口にしたりはしないはずです」

「そんなこと言われてもなあ……じゃあ一体どう言えばお前は納得するんだ？」

「はい。いつものお兄ちゃんであればこう言ってくれるはずです。『安心して秋あき子こ。僕はお前のことが世界でいちばん大事だからね。あの三人をこの寮りようから追い出すためには手段を選ばない。必ずお前との甘い生活を取り戻してみせる。愛してるよ秋子、今すぐ結婚してくれ』って」

「いつもの僕はそんなセリフ言わないはずだけど？」

「そうしてお兄ちゃんは、そっとわたしを抱きしめて口づけを……うひゃ～、そんなダメですお兄ちゃん！　わたしにも心の準備というものが！」

「…………
 」

　もじもじと身体をくねらせる妹を、僕は無視することにした。なんかこいつ、日に日にアレな感じになっていくような……一度きっちり話し合いをした方がいいのかな？

　まあでもアレな言動はともかくとして、妹の指摘は外れてない。確かに僕は、寮に引っ越してきた三人に対して一定の肩入れをしている。

　理由は明白。

　あの三人の今回の行動は、妹のブラコン対策を兼ねているからだ。

　僕の言いつけをちゃんと守って、立派なお嬢さんに育ってくれた秋子だけど、長年の離別が影響してブラコン度合いが悪化している。有あり栖す川がわ家預かりの子女として、あるいは聖せいリリアナ学園生徒会の一員としてせっかく築き上げた地位や名声、その他諸もろ々もろも、度を越えたブラコンっぷりのせいで消し飛びかねない。

　そこで緩衝材としての役を担うべく、あの三人はこの寮に引っ越してきた、というわけなのだ。

　そりゃ僕としてもね、決して歓迎してるわけじゃないんですよ？

　せっかく妹との静かな生活を取り戻すことができたんだから、その生活を少しでも長く続けたいと思うのは人情ってもんですよ。

　とはいえあの三人には、ブラコン対策という大義名分があるわけで。僕は僕で兄として、いや保護責任者として、妹を立派に育て上げる義務があるわけで──

「おーいおふたりさん。ちょっといいかい」

　と、そこで廊下の方から声がした。

「とりあえずあらかた引っ越しは終わったからよ。今後の寮りよう生活を送るにあたってミーティング的なことをやっておきたい。ちっと顔を貸してくんねえかな」






　　　　＊







「こらこら。そんなむくれた顔するもんじゃないぜ？」

　寮の一階にある会議室兼食堂にて。

　生徒会長・二に階かい堂どう嵐あらしは、椅い子すに腰かけつつ肩をすくめた。

「こうしてひとつ屋根の下で暮らす仲間が増えたんだ。せめて形だけでも笑顔を作ってくれていいんじゃないのかい？　ん？」

「嫌です」

　たしなめられた秋あき子こは、よりいっそうブンむくれた顔をする。

「わたしとお兄ちゃんの愛の巣に断ことわりもなく侵入してきた人に対して、どうして愛あい想そよくしなくちゃいけないんですか」

「それが大人ってもんだからさ」

「だったらわたしは子供のままで十分です」

「かかか、いやあ嫌われちまったもんだねェ。でもあたしゃ、お前さんの無邪気な笑顔が大好きなんだけどなあ。ほれ、ちょっとでいいから笑ってみせてくれんかね？」

「わたしの笑顔を取り戻す唯一の方法は、わたしとお兄ちゃん以外の人が今すぐ荷物を纏まとめてここを出て行くことです」

「んーそうかい？　そいつァ残念だ。でもま、あたしらがこの寮に住むことについては理事会からの正式な許可も下りてるし。お前さんがどれだけ駄だ々だをこねたところで、この決定は覆くつがえらんぜ？」

「む……ぐう……っ」

「あたしらにこの寮を出て行かせる方法はただひとつ。お前さんがあたしの愛人になって、めくるめく快楽を夜な夜な共有してくれることだけだ」

「ぜったい嫌です！」

「何なら愛人じゃなくて、あたしンところにお嫁さんに来てくれてもいいんだぜ？」

「冗談は眼帯と日本刀だけにしてください！」

「そうぶりぶり怒るものではないわ」

　と、そこで副会長の那な須す原はらさんが口を挟んだ。

「でないと、ただでさえ大したことのない見た目が、より一層みじめなものになってしまうわよ？　あたかもエサをねだって媚こびへつらう犬のように、もっと愛あい想そよくしていなさいな。そうすればくしゃみをしているブルドッグにも似たあなたの顔も、かろうじて見み栄ばえのするものになるでしょうから」

「ぶ、ぶるどっぐ!?
 　わたしそんな変な顔してません！」

「あらそうかしら？　ごめんなさいね、このあいだ催もよおされた聖せいリリアナ学園恒例のミスコンにおいて、見事わたくしに敗北した姫ひめの小路こうじ秋あき子こさん」

「くっ……またそういう上から目線なことを言って！　ミスコンの投票だって一票とか二票とかしか変わらなかったのに！」

「たかが一票や二票の差が勝者と敗者を決定的に分かつのもまた、事実だわ」

「だからといって、ここまで悪口を言われる筋合いもありません！」

「ええそうね、確かにそうかもしれないわ。ごめんなさいね姫小路さん、心無い言葉であなたを傷つけてしまって。わたくしって、自分より格下の存在に区別がつけられないという悪い癖があるものだから。実を言うと、あなたの顔とブルドッグの顔にどの程度の差があるのかも、正直あまりわかってないのよ。本当にごめんなさい。この通り、頭を下げて謝罪するから許して頂ちよう戴だい」

「うう……へりくだった態度に見せかけて、また悪口を言うし！」

「まあまあふたりとも。ケンカは止よしたまえよ」

　と、今度は会計の銀ぎん兵べ衛えが割って入り、

「姫小路秋子くん。確かに君の了解を得ずしてこの寮りように引っ越してきたことについては、ちょっと配慮が足りなかったかもしれない。すまなかったね」

「まったくです！　わたしとお兄ちゃんの愛の巣に勝手に入り込んで……大いに反省してください！　そして反省した上でここから出て行っていただけると嬉うれしいです！　今すぐ！　Just now!」

「そうしてあげたいのは山々なんだけどね。会長や副会長はいざ知らず、僕は赤せき貧ひん洗うがごとしの暮らしをしている。今回の引っ越しのおかげで、僕の懐ふところ具合は文字通りのすかんぴんだ。正直なところ、ここを出て行くだけのお金さえないんだよ」

「うっ……それは……」

「ほんの数人しか暮らしていないこの寮だけど、学園はちゃんとお金を出してくれてるから、食べることと寝る場所には困らない。ほとんど一文無しの僕が生活していけるのはこの寮だけ……ここを追い出されると、僕は肌寒い四月の空の下、あてどもなくさまようことになるだろう。京都から引っ越してきたばかりで頼れる友人も少ないしね」

「……うう～」

「で、その数少ない友人が君の兄上というわけさ。憚はばかりながら京都に住んでいたころ、僕と秋あき人とは親友同士だった。事あるごとにお互い助け合ってきたし、この学園においてもできればそういう関係でありたいと思う。今回苦しい立場にある僕としては、この寮りようの責任者である秋人の温情にぜひとも頼りたいところでもある」

「……ううう～」

「秋あき子こくん。君はほんとうに良くできた妹だと秋人から聞かされていたし、僕も君を見ていてそう思う。できれば兄の交友関係についても寛大でいてもらえると、君に対する秋人の評価がもっと上がると思うのだけど」

「……うううう
 ～」

「血の繋つながった妹である君が、秋人を何かと心配してくれてるのはわかる。かく言う僕もそれは同じさ。君にも心当たりがあると思うが、姫ひめの小路こうじ秋人という男は秘密主義なところがあるし、時にひとりで突っ走るところもある。そうだよね？」

「……ええ、それは確かに、そうですけど」

「そうだろう？　実際問題、京都にいたころの秋人はその性格が災わざわいしたことがしばしばあった。僕としてはね、そういう秋人のブレーキ役になってやりたいと思うんだよ。この寮でいっしょに住むことで、秋人のサポートをしてやりたい、ってね」

「……そのためにわたしの協力が必要だと？」

「呑のみ込みが早くて助かるよ。秋人をもっともよく知る君と、京都時代の秋人をもっともよく知ってる僕。ふたりで力を合わせれば万全を期すことができると思うんだけど、どうかな？」

「……ううううう
 ～っ」

　秋子、反論できず。

　正論を述べ、情に訴えかけ、利害の一致を説く。銀ぎん兵べ衛えの弁舌は相変わらずソツがない。ここまで理り路ろ整せい然ぜんとやられたら、あとはもう感情にまかせて逆ギレするぐらいしか反撃の手はなくなっちゃうよな。

「ううう……お、お兄ちゃん……？」

「ま、そんな感じだから」

　最後の頼みの綱つな、とばかりに僕を見上げてくる妹へ、きっちりトドメを差す。

「こうなった以上、流れに身を任せるしかないんじゃないかな。僕にとってもお前にとっても決して悪いことばかりじゃないんだし、もっと前向きに考えようぜ？」

「はうう……」

　秋子はがっくり肩を落として、

「嗚あ呼あ……ようやく手に入れたお兄ちゃんとふたりきりの生活が、早くもうたかたの夢と消えてしまうのでしょうか。沙さ羅ら双そう樹じゆの花の色、諸行無常の響きあり──組み立てては崩される積み木のように、波打ち際に建てた砂のお城のように。幸せな時間というものは、かくも長続きしないものなんですね……」

「大げさだなあ」

「あ。ひょっとしてこれ、夢オチだったりしません？」

「残念ながら現実だよ。疑いの余地なく」

「そうですかー。現実ですかー」

　ふたたび大きく肩を落とす秋あき子こ。

「──だがしかーし！」

　すぐに背筋を伸ばし、コインの裏を表にするみたいに復活する。

「こんなことでめげるわたしではありません！　六年ものあいだ耐えに耐え続けてきたわたしからすれば、この程度の試練は恐るるに足りず！」

「おー。頼もしいじゃないか」

「そうです頼もしいんです！　そしてこのわたし、姫ひめの小路こうじ秋子はここにあらためて宣言します！　わたしとお兄ちゃんの絆きずなは絶対であり、永遠に不滅であると！」

「うんうん。その通りだ」

「むしろこの試練を乗り越えて初めて、わたしたち夫婦は本当の意味で結ばれるのだと思います！　来きたるべき初夜を万全の態勢で迎えるべく、これまで以上に兄妹きようだいの結びつきを強めていきましょうね、お兄ちゃん!?
 」

「いや。そこはちょっと素直には頷うなずけないかな」

　相変わらず僕と妹の認識には、若干では済まない食い違いがあるようだけど。まあ深く突っ込むのはやめておこう。せっかくノリのいい感じで丸く収まりそうなんだし。

「うっし。じゃあそんなわけで、ひとまずよろしく頼むぜお前さんたち」

　頃ころ合あいを見計らって、二に階かい堂どうさんが纏まとめに入る。

「何はともあれ、縁あってここに五人の人間がそろったわけだ。皆それぞれに思うところはあるだろうが、こうなったからには各人が協力し合って、よりよい暮らしを送れるよう努力していこうじゃないか」

　大概な発言も多いけど、そこは名門・聖せいリリアナ学園の生徒会長。何気なく口にするありきたりなお題目ながら、その一語一語は重い。

「さて、今後におけるこの寮りようの運営についてだが。寮長である姫小路秋あき人とに知らせておきたいことがある」

「ん？　僕にですか？」

「おうよ。実はな、この寮りようがまだ現役で使われてたころの資料が出てきたのよ」

　と言って二に階かい堂どうさんは一冊のファイルを取り出し、

「こいつにはな、この寮で暮らしていく上での寮規寮則がズラッと書かれている」

「ほほーう」

「昨日までは事実上、ここは姫ひめの小路こうじ兄妹きようだいふたりだけのものだったわけだが、今日からはそういうわけにはいかねえ。あたしらが共同生活を送っていく上でのルールが必要になってくるよな？」

「まあそうですね、そうなりますね」

「前例主義ってわけじゃないが、かつてこの寮に住んでいた先輩方が知ち恵えを絞しぼって作り上げていったルールだ。一定以上に有益なのは間違いないだろう。それに実を言うとだな、この寮を復活させるにあたって、理事会がひとつの条件を出してきてよ」

「ふむ。そのファイルに書かれてるルールに従うように、みたいな感じですかね？」

「おうよ。まあそういうこった」

　まあ妥だ当とうなところだろう。

　そして妥当である以上に、むしろ望むところでもある。共同生活のルールを一から作り直すなんて面倒極まりない。この寮に集まってるメンバーは個性のありすぎる連中ばかりだから、なおさらルール作りは難航するだろうし。

「もとよりあたしらは、生徒たちのお手本になるべき生徒会の一員でもある。生徒の自主自律がウチの学園の方針とはいえ、理事会のメンツを潰つぶすわけにもいかねえ」

「なるほど。そこまで条件がそろってるなら、従わない理由もないですよね」

「ま、そういうこった。誰だれか反対意見のあるやつはいるかい？」

　二階堂さんが場にいるメンツをざっと見渡すけど、特に誰からも異論はないようだ。

「うっし、じゃあこのファイルはあとでコピーして全員に配るから、きっちり読み込んでおいてくれや。何か質問のあるやつは？　……オーケー、じゃあとりあえずはそういうことで、今日のところは解散だ。あたしらはまだ荷物の整理が残ってるし、細かい話はそれが一段落してから、ってことにしようや」
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　というわけで。

　生徒会メンバーが勢ぞろいした初日は、まずまず大きな波乱もなく終わることとなった。

　もちろんこの時の僕は気づいてなかったのである。

　二に階かい堂どうさんが発掘し、僕ら全員が従うことになった『ルール』が、この先々ボディブローのようにじわじわ影響を及およぼしていくことを。





四月十三日（ＡＭ５：00
 ）（学生寮りよう・管理人室）









「お兄ちゃーん。朝ですよー？　起きてくださーい」

　姫ひめの小路こうじ家の朝は早い。

　朝の五時、まだ太陽が頭を出していないこんな時間から僕らの一日は始まる。

「お兄ちゃーん？　聞こえてますかー？」

「ん～？　んん～……」

　部屋の外から妹の呼び声が聞こえるけど、僕は僕の部屋で布団ふとんに包くるまったまま、なかなか動けずにいる。

「お兄ちゃーん。お兄ちゃんお兄ちゃんお兄ちゃーん。朝です朝です朝ですよー。今日もとってもいい天気になりそうですよー？」

「ん……うん……」

「お兄ちゃーん？　寝てるんですかー？　起きてるなら返事してくださーい。おーい、やっほー。おーい」

「…………
 」

　僕こと姫ひめの小路こうじ秋あき人とは、残念ながら朝の強い方ではない。今日みたいな休日で、それも仕事の締め切りをひとつ片付けたばかりという状況にあっては、とても素直に起きられるものではないのだ。

「寝てるんですか？　寝てるんですね？」

「…………
 」

「そういうことなら、じゃあ失礼して」

　がらがらがら。

　ぴしゃり。

　妹が部屋の中に入ってくる気配がするけど、夢うつつの僕はまったくの無反応。

「うふ。すっかり熟睡してますね」

　声がさっきよりもずいぶん近い──ということは認識できるんだけど、あくまでもそれはスタンバイ中の脳内で行われている活動であって、表層意識とは別個のもの。相変わらず僕は眠ったままである。

「うふ。お兄ちゃん」

「…………
 」

「くすくす。お兄ちゃん♪」

「…………
 」

　どうも妹のやつは、耳元のすぐそこでささやいてるようだ。

　なんか近くないか？　と僕は意識の片隅のそのまた奥で疑問に思うけど、あくまでもそれは僕とは別の（以下略）。

「ふふ。いつもは可愛かわいい妹であるわたしに対して徹底的に、犯罪的なまでに冷たいお兄ちゃんですから、本来ならこんな傍そばにまでは近づけないんですけど……こういうのはやっぱり役得ですよね。お兄ちゃんの寝顔をここまで近くから見られる権利は、妹であるわたしにだけ与えられたものというわけです。この権利は有効に、かつ最大限に活用しないといけませんよね？」

「…………
 」

「というわけで、わたしはしばらくここで、お兄ちゃんの寝顔をひとり占めします。他ほかの生徒会のみなさんには縁遠いこの光景を、心ゆくまで堪たん能のうするべく、ひたすらじっと見ていることにしましょう」

「…………
 」

「じーっ」

「…………
 」

「じじーっ」

「…………
 」

「じじじーっ」

「…………
 」

「…………
 」

「…………
 」

「…………
 」

「……………………………………
 んーっ」

「待て」

　身の危険を感じて瞬時に目を覚ますと、そこには薄くまぶたを閉じ、控ひかえめにくちびるを突き出している妹の姿が。

「秋あき子こ。そこで何をしようとしてる？」

「…………
 。はっ」

「もういちど訊きく。何をしようとしてた？」

「ええとはい、これはつまりその」

「目を閉じてくちびるを前に突き出してたよな？」
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「し……してた、かも？」

「僕の寝込みを襲おうとしてたな？」

「ちがいます誤解です。あれはその……そう、ひょっとこのモノマネをしていたんです。本当です信じてください」

「嘘うそだよね？」

「……はい。ごめんなさい」

　布団ふとんから半身を起こし、やれやれと首を振る僕。

「朝に弱い僕も悪いとはいえ、こんなアクシデントが起こるようだとちょっと考えなきゃいけないな」

「か、考えるって、何を？」

「まあ目覚まし時計を一ダースぐらいセットしておけば、さすがの僕もびっくりして跳び起きるだろうから。今後はそのやり方を採用しようかな、ってね」

「待ってくださいお兄ちゃん！　わたしは断固として反対です！　お兄ちゃんを朝起こしに行くのは、わたしにだけ許された特権なんですから！」

「んー。とは言ってもねえ」

「わたしだって朝は弱い方なのに、このイベントのために頑張って早い時間に起きてるんです！　それもすべては早朝の甘いひと時を味わうため……そのご褒ほう美びがなくなってしまったら、わたしは早起きするモチベーションを失ってしまいます！」

　まあ確かに。

　この妹も本来であれば、僕に負けず劣おとらず朝は弱いのである。それが曲がりなりにも早起きしていろいろな家事をこなしてくれるのは、彼女の言う『ご褒美』があってこそなのだろう。

「むしろお兄ちゃん、ここは考え方を変えてみましょう」

「ほう。というとつまり？」

「はい。時間になっても起きられない場合は、お仕置きとしてわたしにキスされてしまう──と考えれば、お兄ちゃんは今よりもスムーズに目を覚ますことができるんじゃないでしょうか」

「なにが楽しくて妹から襲われることに怯おびえながら朝を迎えなくちゃいけないんだ。嫌だよ僕はそんな人生」

「そもそもですね、元はといえばお兄ちゃんが悪いんですよ？」

「何がだよ」

「だって今回の件は、お兄ちゃんのわたしに対する愛の足りなさに原因があるんです。わたしいつも言ってますよね？　朝起きたらおはようのキス、お出かけの時は行ってらっしゃいのキス、帰ってきたらお帰りのキス、寝る前にはおやすみのキス──これだけのことをやって初めて一人前の男といえるのだと」

「妹に対してその条件を満たせる一人前の男って、この世界にひとりもいないと思うんだけど」

「とにかく！」

　妹は床をばんばん叩たたきつつ、

「わたしはお兄ちゃんの愛に飢えているんです！　六年ぶりにまたいっしょに暮らせるようになったというのに、頭も撫なでてくれないし抱っこもしてくれないし──これではわたしの欲求不満が溜たまってしまうのも無理のないことです！　このもやもやした気持ちを解消するべく、お兄ちゃんに協力を要請します！」

「協力って、どうすりゃいいのさ」

「まずは可愛かわいい妹であるこのわたしをメロメロにする、とびきりスウィートな言葉をささやいてください！」

「うん。愛してるよ秋あき子こ。世界の誰だれよりも──いや、世界中でただお前ひとりだけを愛してるよ、僕は」

「うひぃ!?
 」

　奇声を上げ、僕の布団ふとんを奪って丸まってしまう妹。

「どう？　これで満足した？」

「…………
 はぅぅ」

「おーい？　秋子ー？」

「ど、どうしてお兄ちゃんはそう──」

　布団から顔だけ出し、ほっぺたを真っ赤に染めて、

「遠えん慮りよとか手加減というものがカケラもないんですか!?
 」

「いやだって、お前がリクエストしたんだろ？　とびきりスウィートな言葉をささやけ、ってさ」

「確かにリクエストしましたけど、心からの純粋な笑顔といっしょに言うのは反則です！　わたしが冷静に受け止とめられる範囲を超えています！」

「注文の多いやつだなあ……じゃあアレか、もうちょっとソフトな感じで、ざっくばらんな感じで言えばいいのか」

「いいえそういうのもダメです！　それはそれでちょっと愛情が足りない感じがしますので！」

　ほんとに注文の多いやつである。

「まあ分かった、なるべく善ぜん処しよさせてもらうよ。……それで？　とりあえずこれで満足はしてもらえたのかな、お姫さま？」

「……うーっ」

　もぞもぞ布団ふとんから這はい出だしてきて、二度三度と深呼吸。

　赤くなっていた顔を通常状態に戻し、ひとつ咳せき払ばらいをしてから、

「ちょっと刺激が強すぎたことを除けば、大変に満足すべき結果だと言えます。率直に言って、わたしの機き嫌げんはものすごく良くなりました」

「そうかい。そりゃよかった」

「うふふ。やはりお兄ちゃんがいちばん大事にしてくれてるのは、このわたしなんですね。今でこそわたしのアプローチを無視してばかりいるお兄ちゃんですが、嫌よ嫌よも好きのうち、というやつです。この調子でいけば、わたしとお兄ちゃんが情熱的な一夜を過ごす日もそう遠くはないでしょう」

「いや、一生来ないよそんな日は」

「またまたお兄ちゃんってば。冗談ばっかりー」

「いや、僕は普通に真顔で言ってるんだけど」

「わたし一晩眠って考えたんです」

　僕のひかえめな抗議をスルーして、妹は目をキラキラ輝かせる。

「どう考えても、何度考えても、わたしとお兄ちゃんの絆きずなは固く、深く、とても強いものです。この絆の間に割って入るなんて何なん人ぴとたりとも不可能です。そう、たとえそれが神であろうとも」

「うんまあ。そうかな」

「だからたとえ生徒会の人たちがこの寮りように引っ越してきて、わたしたちの愛を引き裂こうとしたって無む駄だなんです。無駄だということは、それを気にしていたってしょうがないということでもありますよね？」

「うん。そうだよね」

「なのでわたしとしては、この寮の新しい仲間になる皆さんを歓迎するべきだという結論に至ったわけなのです」

「おっ？　そっかそっか、そういう気持ちになってくれたか」

「はい。お兄ちゃんに言われたように、前向きに考えることにしました」

「うんうん。良い子だな秋あき子こは」

「えへへ。もっと褒ほめてください」

「うんうん。秋あき子こはほんとにえらいと思うよ」

「うふふ。もっと褒ほめてもらっていいですか？」

「いやー、もうびっくりするぐらい秋子は大した妹だよね。僕はお前のことをほんとに誇りに思ってるよ」

「にゅふう。もっともっと褒めていただけると、わたしはとても嬉うれしいです」

「秋子はやっぱり世界一の妹だよな。もしも妹選手権みたいなのがあったら、確実にチャンピオンになれるくらい素す敵てきな妹だよ」

「もっともっと、もっともっと褒めてください」

「……ええと、そろそろ褒め言葉もネタ切れになってきたんだけど」

「いいえまだまだです。言語野の隅々までほじくり返して褒め言葉を探してください。日本語の可能性は無限大ですから、その気になればいくらでも応用が利きます」

　そりゃ理論上はそうかもしれないけど、寝起きの僕の頭ではこのくらいが限度である。というかそこまで言葉を尽くして褒ほめ称たたえるほどのことを、この妹はしてないように思うわけで。

「さて。時間の無む駄だづかいはこのくらいにして、そろそろ朝の支度を始めるとしようか」

「むう。可愛かわいい妹を褒め称えるという重大な仕事を、お兄ちゃんはちょっと軽く見すぎているような気がします。わたしは褒められれば褒められるほど育つ子なのに」

「いやいや、何事もほどほどが一番だよ。花とか野菜とかって、栄養を与えすぎると腐っちゃうだろ？　それと同じことだよ」

「まあ確かに、それも一理ありますけど……」

「そんなことよりお腹なかが空いてきた。そろそろ朝ごはんにしたいな」

「そうですねえ……朝ごはんを作りたいのは山々なんですが、せっかくの褒められタイムが中途半端に終わってしまったので、秋子のモチベーションは若干下がり気味なのを否定できません。このままでは朝ごはんのレベルまで下がってしまう可能性も……場合によってはレトルトで済ませてしまうとか……」

「そうか。それは残念だな。秋子の作った料理はいつ食べてもほんと美お味いしいから、僕はいつも楽しみにしてるのに」

「了解です！　三十分で作るので、ちょっと待っててくださいね！」

　たちまち満面の笑顔になり、台所へ駆けていく秋子。

　ま、あんまり甘やかしすぎても、とは思うけど。あれだけ嬉しそうに働いてくれるなら、ちょっとぐらいやりすぎても構わないだろう。

　妹が無邪気に笑う姿を毎日、いちばん近いところから見ることができる──そのために僕はいっぱしの努力をしてきたんだから。

「さーて、今日も張り切ってごはんを作りますよっ。お兄ちゃん、今日はどんなものが食べたいですか？」

「うーんそうだなー……」

　昨日は無む発はつ酵こうパンとバターたっぷりのオムレツ、それに自家製ヨーグルトという組み合わせだった。どれもとても美お味いしかったけど、順番としてはやはり和風で──

「おーい。起きてるかな？」

　とその時。

　ノックの音と共に聞き馴な染じんだ声が。

「銀ぎん兵べ衛えか。どうした？」

「やあ、おはよう秋あき人と。朝が早いのは相変わらずだね」

　管理人室のドアを開けると、親友がうっすら微笑ほほえみながら立っていた。

「……割かつ烹ぽう着ぎじゃん」

　銀兵衛が身に纏まとっている服を目にして、僕はちょっと驚く。

「君が着てるのを見るのは初めてだなあ」

「そうだね、僕もこの姿を君に見せるのは初めてだと記憶しているよ。どうだい秋人、似合ってるかな？」

「うんそうだね。似合ってるよ」

　銀髪に緑色の瞳ひとみという北欧系の人種ながら、中身は生きつ粋すいの日本人、という彼女に、この国の伝統的な料理着はとてもよくハマっている。

「ええとそれで？　そんな服を着て朝一番から何をしてるわけ？」

「割烹着はこの国の女性にとって古来より、料理をする時の正装だよ。そして僕にコスプレの趣味はない」

「はあ。そりゃまあそうだね」

「朝ごはんを作ったから、君たち兄妹きようだいをご招待しようかなと思ってね。まだ何も食べてないだろう？　それとももう朝ごはんを作ってる最中かい？」

「ああいや、お腹なかは空いてるし秋あき子こもまだ何も作ってないはずだけど」

「それはよかった。勝手ながら、すでに君たちの分も作ってあるから。食材を無む駄だにしないためにも顔を出してもらえるとありがたい。ちなみに会長さんと副会長さんも、すでに起き出してきて食堂で待ってるよ」






　　　　＊







　そこまで言われてお呼ばれしないわけにはいかない。

　不満顔の妹が「ごはんはお兄ちゃんとふたりで食べたいのに……」と不平をこぼすのをなだめつつ食堂に向かうと、朝食の準備はあらかた済んでいるようだった。

　二に階かい堂どう嵐あらし、那な須す原はらアナスタシアのふたりも、なるほどそれぞれの席についてスタンバイしている。

「おはようございます。ふたりとも朝は早いんですね」

「あたしゃ朝の稽けい古こが日課だからな」

　愛刀を傍らに置いて会長が笑う。

「毎朝一時間から二時間ぐらいは刀を振ってないと、すぐに腕が鈍っちまう。二階堂を名乗る人間としては、そいつだけは避さけたいんでね」

「なるほど。じゃあ那須原さんも何か稽古とか？」

「そういうのは特にないけれど」

　金髪の副会長さんは、相変わらず表情の読めない顔で、

「勉強に読書、それに生徒会の仕事。やるべきことはいくらでもあって、割くべき時間はいくらあっても足りないのだから。早起きは三文の得という言葉を持ち出すまでもなく、そもそもこの時間には起きていないと生活が立ちゆかないわ」

　ふーむ。

　さすがというか何というか、できる人たちってのは惰眠を貪むさぼる贅ぜい沢たくからは縁遠いものらしい。昔からよく知る銀ぎん兵べ衛えもそうだし、秋あき子こにしたって朝は早いし。彼女たちと比べれば数段落ちるにしても、憚はばかりながらこの僕も兼業学生であるからして、なるべく睡眠時間を抑えて原稿の執筆にあてたりしている。

　そっかそっか。

　特に示し合わせるまでもなく、この寮りようの住人の生活時間は共通していたんだな。共同生活を送る上ではとても大事なことである。朝型の人間と夜型の人間がいっしょに暮らしてプラスになることなんて、基本的には何もないわけだし。

「お集まりのみなさんは、好き嫌いなど特におありではないかな？」

　厨ちゆう房ぼうから顔を覗のぞかせて、銀兵衛が訊きいてくる。

「料理は基本的に僕の好みで作ってしまってるから、苦手なものがあれば遠えん慮りよなく言ってほしい。可能な範囲で対処させてもらうよ」

　と言いつつ、親友はテーブルに料理を並べていく。

　ご飯に味み噌そ汁しる、豆腐の冷ひや奴やつこと焼き海の苔り。

　魚の煮つけに生卵、お漬け物が少々。

　とてもオーソドックスな、ニッポンの朝の献こん立だてである。

「さあ。温かいうちにどうぞ」

「じゃ、お言葉に甘えて。いただきます」

　とりあえずお漬け物からいってみる。キャベツと人にん参じんのぬか漬け。色合いからしてほどよく漬かってるようだ。

　箸はしでひとつまみ口に運ぶ。

　……おいしい。

　塩加減も発はつ酵こうの度合いも僕好み。凝ぎよう縮しゆくされたうま味にほどよい酸味が加わって、素材の良さを存分に引き出してる。秋あき子この作るぬか漬けとはまた別の感じだな……いわゆる京風、ってことになるんだろうか、これは。つい最近まで僕も京都に住んでたわけだし、なんだか馴な染じみ深い味な気がする。

　お次はお味み噌そ汁しるのお椀わんを手に取った。

　控ひかえめな出だ汁しの香りを鼻先で楽しみつつ、一口すすってみる。

　……これもうまい。

　白しろ味み噌その溶け込み方がきめ細かくて、何の抵抗もなくスッと喉のどを下っていく。お出汁は昆布がメインに魚系の何かが少々。強い主張はないながらもバランスよく纏まとまった感じが、いかにも銀ぎん兵べ衛えらしい。

　しかし何だろ、この味噌汁に入ってる野菜は。見た目は菜の花と水菜を足して割ったような感じで、口に含むとほんのり上品な香りがする。あまりポピュラーな食材ではないはずだけど……。

「花わさびだよ」

　僕の考えが読めたのか、親友はクールに微笑ほほえみながら、

「名前そのまんま、わさびの花の部分。この時期限定の旬しゆんの食材さ」

「へえ……そんな食べ物があるのか」

「たまたま手に入ってね、せっかくだから今日の朝ごはんに使うことにした。ここに並べた食事はあいさつ代がわり、引っ越し蕎そ麦ばの代わりみたいなものだからね。高いお金は掛けられないけど、それ相応のものは出しておきたくて」

「そっかそっか。いや、でもこんなのは東京の都内にそうそう出回るものじゃないだろ？　よく手に入ったね」

「僕のコネクションを甘く見てもらっては困る。すでに知り合いのツテを頼って、行きつけにするべき店はいくつも確保してあるのさ」

「ほほー。さすが、抜け目がない」

「まあ運が良かったのも事実だけどね。こんな食材を扱あつかってる店が近所にあったのは、純然たるラッキーだし。今朝連絡を取ったらたまたま仕入れていたのもラッキーだった。傷いたみの早い食材だから、買ったらすぐに食べてしまいたいし、それで今回のご登場となったわけさ」

　蘊うん蓄ちくを語る親友の顔は、無邪気で楽しそうである。

　会長さんも「へえ、こりゃ大したもんだねェ」と感心しているし、那な須す原はらさんも無反応ながら箸はしを動かす手が滑らかだ。『引っ越し蕎そ麦ば代がわり』という銀ぎん兵べ衛えの狙ねらいは、十分に達成されたというべきだろう。

「いやしかし驚いたな。ほんとにおいしいよこの料理」

「ん。気に入ってもらえてうれしいよ」

「というか知らなかったよ。銀兵衛ってこんなに料理が上手だったのか」

「まあね。僕はひとり暮らしが長かったし、基本的に凝こり性しようだからね。料理に関しては割と向いてる方だと自負しているよ」

「ふむふむ」

「まあもっとも？　君が僕の家に遊びに来てくれることは滅めつ多たになかったから、これまで腕前を披露する機会には恵まれなかったというわけさ。君がちゃんと友とも達だち甲が斐いのある男であれば、今よりもはるかに早い段階で、僕の料理を味わうことができていたはずなんだけどね？」

「そう皮肉を言ってくれるなよ。君はともかく君の実家のほうは、あまり僕を歓迎してない様子だったしさ。正直なところ、君と友達づきあいすることでさえ結構な苦労はあったんだ」

「ふふ、まあいいさ。これからはひとつ屋根の下、共に暮らす同居人になるわけだから。僕の料理を味わってもらう機会なんていくらでもあるだろうしね」

「そうだね、よろしく頼むよ。……ところで秋あき子こ」

　あまり箸はしの進んでない様子の妹に声を掛ける。

「どうだい銀兵衛の料理の味は？　お前も料理は上う手まい方だし、感想を聞いてみたいんだけど」

「むむむ……」

　妹は箸を握りしめたまま、献こん立だての数々を睨にらみつつ、

「とても美お味いしいです。素そ朴ぼくで丁寧で、奇をてらわない真まっ直すぐな……それでいてお金をあまり掛けてないあたり、わたしの料理と方向性も似通っています」

「なるほどそうだね。確かに秋あき子この料理に近いものがあるかも」

「ちなみに銀ぎん兵べ衛えさん」

「ん？　なんだい？」

「このお米ってたぶん、銀兵衛さんが自分でブレンドしたお米ですよね？」

「ご名答。何をどうブレンドしてるかは分かる？」

「いいえ、わたしにはちょっと。ハツシモ、ひとめぼれあたりはどうにか分かりますけど、あとは……これっていくらぐらいお金を掛けてます？」

「そうだね、キロあたり五百円ぐらいかな」

「うっ。その値段でこの味って……正直わたしより上手……いいえ、むしろわたしの師し匠しようのお米屋さんより上かも？」

「まあ貧びん乏ぼう暮らしが長いからね。低いコストから価値の高いものを生み出すのは、割と得意なんだよ」

「むむう……」

　その後もいくつかの料理について質問していた妹だけど、答えを得る度にうなり声を上げていた。どうも銀兵衛の方が、この道に関しては一歩も二歩も先を行ってるらしい。

「ふーう。ごちそうさん」
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　そんな秋あき子こを尻しり目めに、会長さんはぺろりと朝食を平らげて、

「いや、ほんと美お味いしかったぜ銀ぎん兵べ衛えさんよ。お前さんアレだな、今すぐこの道でも食っていけるな」

「おそまつさま。お褒ほめに与あずかり光栄だよ」

「ところでちと良いことを思いついたんだが。お前さん、この寮りようの食事を任されてくれねえかい？　でもって今日からこの先は、お前さんの作った料理を寮のみんなで食べることにしようや」

「えっ!?
 」

　と反応したのは秋子である。

「それってどういうことですか!?
 」

「どういうことも何も、言ったまんまの意味だぜ姫ひめの小路こうじ。猿渡さわたり銀兵衛春はる臣おみにこの寮の食事当番を任せて、みんなでそいつを食おうぜ、って話だ。もちろんお前さんとお前さんの兄貴も一緒にな」

「そっ──反対ですそんなの！」

「なんでだい？」

「だって、それだとお兄ちゃんの食事をわたしが作れないことに──それだけじゃなくて、わたしとお兄ちゃんのふたりきりの食事タイムが──」

「もともと寮生活ってのはそういうもんだ。多少の不都合があってもひとつ屋根の下に暮らし、同じ釜かまの飯を食う。そうすることで他人との価値観の差を知り、その差を埋めていくやり方を学んでいく──だろ？」

「そ、それは確かにそうですけど」

「ついでに言うとだな、この寮に台所はふたつしかねえ。お前さんたち兄妹きようだいが住んでる管理人室と、それとこの食堂だ。これがどういう意味か分かるよな？」

「うっ」

　まあ考えてみればそうである。

　僕と秋子は好きな時間に好きなものを作って食べればいいけど、他ほかのみんなはそうもいかないわけだ。でもって限られた調理スペースで各人が料理を作るより、誰だれかがみんなの料理を纏まとめて作った方が効率がいいだろうし。

「で、でもわたしは反対です！」

　しかしながら妹も折れようとはしない。

「もちろんそうした方がメリットがたくさんあるのは分かりますけど──でもわたしが作った料理をお兄ちゃんといっしょに食べるのは、わたしたち兄妹にとって大切なことですから！　それをないがしろにするわけにはいきません！　わたしは断固として反対します！」

「いやいや、何も一日三食ぜんぶ、ってわけじゃねえから。朝飯だけってことにしてもいいし、一週間に何回か、ってことでもいいし」

「でも、それでもわたしとお兄ちゃんの大事な時間が減ってしまうのは事実です！　せっかく六年ぶりに、兄妹きようだい水入らずの時間を取り戻せたのに！　そんなのってあんまりじゃないですか!?
 」

「まあ、お前さんの言いたいことも分かるけどねぇ……」

「無む駄だよ会長。この人には何を言っても」

　黙々と箸はしを進めていた那な須す原はらさんが、そこで口を開いた。

「彼女は他人が困っていてもまったく気に留めない、協調性が皆無な人間なのだから。むしろ自分の部屋に台所のひとつもないわたくしたちを見下して、ひとりで悦に入っている節さえあるわ」

「なっ──そんなことありません！　根も葉もないことを言うのはやめてください！」

「だけどあなたがあくまでも自みずからの主張を曲げようとしないことは確かだわ。わたくしたちが何をどう訴えかけても、いかなる苦境に喘あえいでいようと、あなたは決して手を差し伸べてくれないのでしょう？　むしろ暴君ネロもかくやの冷血無比を誇るあなたからしてみれば、これはわたくしたちを地獄の釜かまの底に叩たたき落とす千載一遇のチャンスですらあるに違いないわ。その頭の中でどれほど残ざん忍にん非ひ道どうな策略を練っているか、知れたものではないわね」

「ちょっと！　それはあまりにあまりな言い方じゃありませんか!?
 　わたしそこまで言われるほどひどいことしてるとは思わないんですけど！」

「だったら行動で示して頂ちよう戴だい。あなたが協調性のある人間であり、自分さえよければ他人はどうなっても構わない自己中な人間とはちがう、ということを。この寮りようにおける共同生活を、寮に住んでいるみんなでより良いものにしていく意志があることを、今ここで証明してもらえるかしら」

「うぐうっ……！」

「秋あき子こくん。協力してはくれないかな？」

　と、今度は銀ぎん兵べ衛えが間に入って、

「見たところ、僕と同じくらい料理ができるのは君だけのようだ。僕ひとりで五人分の料理を賄まかなうのは一苦労だし、できれば手を貸してほしい。君に仕事の半分を任せられればとても助かるだろうしね」

「……うにゅう」

「それにこれは、君にとってもメリットがあると思うな」

「む？　メリットといいますと？」

「君も認めてくれた通り、僕もいささか料理の腕には自信がある。特に少ない予算で美お味いしいものを作るテクニックに関しては、いずれ一冊本を書いてもいいと思うくらいだ。僕といっしょに料理をするということは、そのテクニックをいつでも盗める、ということだろう？」

「む……」

「もちろん僕にもメリットはあるけどね。君の料理の腕前は秋あき人とからよく聞かされてるし、君のテクニックを僕が盗むこともできるわけだから、まあ切せつ磋さ琢たく磨まというやつだね。お互いに刺激を受け合って腕を磨みがいていけば、日々の食卓もより豊かになるだろう。それは君の兄貴にとっても決して悪いことじゃないと思うよ」

「む……むむむ……」

　くちびるを引き結び、うなり声を上げる秋あき子こ。言われてることはもっともだけど、素直に従うのもシャクに障さわる、という顔だ。

　そういや基本、妹が銀ぎん兵べ衛えを相手にする時はいつもやりにくそうにしてる気がする。銀兵衛ってやつは、いつだって相手が反論しづらい正論を持ち出して、しかもそれを無理なく理り路ろ整せい然ぜんと主張してくるからなー。僕も彼女のそういうところに何度も閉口させられてきたものだし。

「うう……お、お兄ちゃん？」

　最後の頼みの綱つな、とばかりに僕の様子をうかがってくる妹だけど。

「まあいいんじゃない？　というか、この流れで強しいて反対する理由も見つからないと思うよ僕は」

「ぐっ。それはそうですけど……でもお兄ちゃんとふたりきりで過ごす時間が……」

「いっしょに過ごす時間が減るわけじゃないだろう？　みんなでいっしょにごはんを食べる、ってだけで、僕とお前もいっしょに食べるわけだから。むしろ食事の時間が賑にぎやかになっていいんじゃない？」

「ううう……」

「もうひとつ付け加えるとさ、この寮りようのルールでもそうなってるだろ？『寮生は皆、すべからく手を取り合い、互いの利をもって尊たつとしとするべし』ってね、会長さんが持ってきたファイルのいちばん最初に書いてある」

「むぐっ」

「あのルールに従うって決めたのは昨日のことだし、昨日の今日でいきなりそれを無視するってのも、さすがにまずいんじゃないかな」

「はうう……」

　がっくり肩を落とす妹。

「お兄ちゃんとふたりきりで暮らす権利を奪われただけでなく、ふたりきりでごはんを食べる権利まで……ああ悲劇です悪夢です世も末です。神も仏もないこの世界のいったいどこに、救いの手を差し伸べてくれる救世主は舞い降りてくれるのでしょうか？」

「相変わらず大げさだな秋あき子こは」

「そう。わたしにとって救世主とは、愛するお兄ちゃんに他ほかなりません。もしもお兄ちゃんがわたしと情熱的な一夜を過ごしてくれるというのなら、この世せ知ち辛がらい逆境に耐えることも可能──」

「わかってると思うけど。やらないよ？」

「じゃあせめて、情熱的なディープキスを」

「やりません」

「ごめんなさいディープキスは言いすぎでした。普通のキスで大丈夫です。くちびるとくちびるがそっと触れ合う、ポップでキュートなやつで」

「どっちにしたってやらないよ」

「じゃあほっぺたで！　ほっぺたならいいですよねっ!?
 」

「よくありません」

「わかりました、百歩譲っておでこでお願いします！」

「お願いされません」

「ええいこの際です、身体のどこでも構いませんから！」

「身体のどの部分だろうとアウトだよ僕的には」

「がっくり」

　生徒会の面々が呆あきれる中、再び肩を落とす妹。

「……だがしかーし！」

　と思ったらすぐに凛り々りしく顔を上げて、

「こんなことでへこたれるわたしではありません！　お兄ちゃんとまたいっしょに暮らせるようになってからこの方、わたしの猛烈なアタックをお兄ちゃんはことごとくスルーしてきて、わたしはその悲しみにずっと耐えてきたんですから！　ちょっとやそっとの障害があったって、必ずわたしは乗り越えてみせます！」

「大した根性だ、って褒ほめてあげたいね。相手が僕でなけりゃ」

「たとえ今ここでお兄ちゃんにキスしてもらえたとしても、しょせんそれは最終的な目標にたどり着くための通過点に過ぎませんから！　お兄ちゃんのお嫁さんになるという夢を叶かなえるまで、わたしの戦いが終わることはない──そのことをあらためてここに宣言します！」

「……できればもうちょっと世せ間けん体ていのいい夢を持ってもらえるとうれしいんだけど」

「さあ銀ぎん兵べ衛えさん！」

　妹は僕のクレームをスルーして、

「さっそくわたしに料理を教えてください！　銀兵衛さんのテクニックを盗んで、お兄ちゃんに喜んでもらいたいので！」

「……君のそういう前向きなところは僕も見習いたいね。じゃあ後でお昼ご飯の仕込みをいっしょにやろうか。僕たちふたりで」

「はい！　よろしくお願いします！」






　　　　＊







　そんなこんなで。

　この寮りようにおける食生活の大部分は、秋あき子こと銀兵衛の手に委ゆだねられることとなった。

　食費をみんなで出し合えば節約にもなるし、けっして豊かとはいえない姫ひめの小路こうじ家の家計にとっても悪い話じゃない。この一件を経て秋子の料理の腕前が上がってくれるなら、なおさら言うことはないだろう。

　秋子とふたりで過ごす時間は減ってしまうかもしれないけど……生徒会のみんなが引っ越してきたことによるプラスの効果が早くも出始めた、ってことで。





同日（ＡＭ６：15
 ）（学生寮りよう・食堂）









　さて。

　朝食の時間を終えたところで、会長さんからひとつの提案があった。

「料理を作ってくれるやつはこれで決まったとして、それ以外の役どころもぼちぼち考えなくちゃいけねえ。──なあ姫ひめの小路こうじ秋あき人と」

「はい？」

「この寮の寮長はお前さんだ。あたしらが共同生活を送る上での仕事の振り分けを、お前さんに考えてもらおう。何事も全員で協力し合っていくのは当然としても、それぞれの仕事における責任者ってやつは決めといた方がいい」

「なるほどそうですよね。特に掃そう除じ当番とかは早めに決めておくべきですよね」

　これまでは僕と妹だけで使っていたこの寮だから、僕らが使うところだけ掃除するだけで済んだけど、これから先はそうもいかないだろう。

　風ふ呂ろとか洗せん濯たく機きとかは基本的に共用になるから、誰だれがいつそれを使うのかも決めとかなきゃいけないし。これまで放置したままだった二階の部分とか、雑草が伸び放題になっている庭とかも、ぼちぼち手入れを始めなきゃいけない。

「ここにいる全員が共同生活に慣れてないやつらばっかりだし、そういうことにくわしい先輩がいるわけでもねえし。あたしが持ってきた資料に書かれてる情報にも限界があるしな。とにかく何事も手探りでやっていくことになるだろうが──最終的な判断はお前さんに任せるのが筋ってもんだ。頼りにしてるぜ姫小路秋人」

「は、はあ」

　どっちかというと、管理とか運営とかのノウハウは会長さんの方が持ってる気がするんだけど。立場的にはやっぱり僕の役回りってことになるのかな。生徒会長の彼女とちがって、生徒会における僕の役割は微々たるものだし。

「迷ってるんだったら、ここはひとつ大掃除でもやってみねえかい？」

「はあ。大掃除ですか」

「おうよ」

　にやりと笑いつつ、こちらに流し目をくれる会長さん。

　ちなみにこの人の普段着は、いわゆる着流し姿というやつである。胸元をかなり大胆に開け、裾すそ口ぐちに両手を突っ込んでる姿は、さながら吉よし原わらあたりの小こ粋いきな遊び人、といった風情ふぜいだ。

「お前さんたち兄妹きようだいだけが使ってた間はいざ知らず、今日からこの寮りようでの共同生活が本格的に始まるわけだ。てことはつまり、ここはれっきとした聖せいリリアナ学園の施設になるわけで、そうであるからにはそれなりの体てい裁さいを取り繕っておかなきゃなんねえ。今みたいに庭が雑草だらけ、みたいな状態じゃご近所さんへの印象もよくねえし、理事会にも顔が立たねえ」

「はあ、まあそうですよね」

「寮規寮則にもこう書いてある。『寮生諸君はよろしく清掃に励はげみ、常つね日ひ頃ごろから寮を清せい潔けつに維持すべし』『寮生諸君は、すべからく近隣地域の住人と良好な関係を作るべく、鋭意努力すべし』ってな」

　なるほど仰おつしやる通りだ。

　これまでは事実上、僕と秋あき子こが借りてるアパートみたいなものだったし、引っ越しや仕事の都合もあっていろいろサボってた面があるけれど。この先々はそういうわけにもいかないよな。

「それに昨日と今日であたしがチラッと見た限りでも、ガタのきてるところがいくつもありやがったからな。建てつけが怪しくなって隙すき間ま風かぜが吹いてるところとか、サビついて開かなくなってるドアとか」

「あーそれはそうですよね、なんせ古い建物なんで。でも壊れたところを修理しようにも、とにかく先立つものがなくて」

「心配すんな、理事会に話はつけといた。この寮を維持管理する費用については、学園からちゃんと予算が下りることになってんぜ」

「おお？　ほんとですか？」

「おうよ。でもってリフォームの業者を呼ぶ手はずをもう整えてあるんだが、あらかじめガタのきてるところをリストアップしておいた方がいいだろう？　予算は下りるが無制限じゃねえし、どこを優先して修理するかも考えておかなきゃならん」

「ふむふむ」

「で、この建物を隅々まで掃そう除じすれば、ついでにリストアップも済ませられるだろう、って寸法よ。付け加えて言うと、そもそもこの建物のどこを重点的に掃除するべきか、その掃除にはどの程度の時間が掛かるのか、ってなこともこれで大体わかるだろうから。後々で掃除当番なんかを決める時の役に立ちそうだわな」

「なるほど確かに」

　さすがは生徒会長、このあたりの根回しのよさは見事なもんだ。これで無む駄だに性欲が強かったり、大概なファッションセンスをしてなきゃ、もっといいんだけどねえ。






　　　　＊







　というわけで。

　今日は丸一日をかけ、寮りようの大おお掃そう除じである。

　なお、全員で一箇所の掃除を順繰りにやっていくのは効率が悪かろう、ということで、生徒会のメンバー五人がそれぞれに担当を受け持つ運びになった。

　風ふ呂ろや洗い場などの水回りを秋あき子こが。

　玄関および廊下は会長さんが。

　使っていない空あき部屋は銀ぎん兵べ衛えの受け持ち。

　荒れ放題の庭は那な須す原はらさんにお任せ。

　さしあたりは後回しにしてよさそうな二階部分を除いて、清掃すべき箇所はこれで概おおむねカバーできるはずである。

　ちなみに僕は全体の進しん捗ちよく状況を監督しつつ、状況が遅れてる場所や、ひとりでは難しそうな場所を手伝うことになっている。

　監督と言えば聞こえはいいが、まあ要するに雑用係の何でも屋であり、いちばん手間の掛る役どころになりそうだ。一応はこの寮の管理人であり、生徒会書記代理副補佐という肩書きからしても、まあ当然な役どころではあるけど。

　でもって余談ながら、これらの役割分担に際して秋子はゴネた。

　それはもう、ゴネにゴネた。

『わたしはお兄ちゃんといっしょの場所がいいです！』という、まあいつも通りの主張なのだけど、これについては会長さんと那須原さんと銀兵衛によって却きやつ下かされてしまった。

『兄妹きようだいだからといって特別あつかいは許されない』とか何とか言われて。





「……血の繋つながりをないがしろにされてると思うんです」

　共同浴場のタイルをごしごし磨みがきつつ、秋子はくちびるを尖とがらせる。

「わたしたちはふたりきりの兄妹であり、誰だれよりもお互いのことをよく知っていて、だからいっしょにいるのは当然なんです。コインの表と裏のように分かち難がたい、ふたりでひとりとも言うべき唯一無二の存在なんです」

「うんうん。そうだな」

「それを何ですか、二に階かい堂どう先輩も那須原さんも銀兵衛さんも。わたしがお兄ちゃんといっしょに居ることを、まるで犯罪か何かのように言い立てて。お掃除ぐらいはふたりでいっしょにやったっていいじゃないですか」

「ま、いいじゃんか。とりあえず僕は今こうして秋あき子こを手伝ってるんだから。誰だれの手伝いよりも真っ先にね」

「それはまあ、そうなんですけど……」

　妹はまだ納得してない顔で、ごっしごっしとタイルの壁を磨みがき続けている。あたかも憤ふん懣まんやるかたない気持ちをぶつけてるみたいに。

　まあ心情は分からなくもない。

　この寮りように新たに加わった三人が、スクラムを組んで秋子のブラコン対策に取り組んでいるのは事実なのだ。誰かが秋子に面と向かって言ったわけじゃないだろうけど、当の本人もそのことはひしひし感じているだろうし。

「納得いきません。ほんと納得いきません」

「……今日はまた、いつにもまして諦あきらめが悪いなあ」

「だって、今日は本来なら文句なしのハッピーな一日になるはずだったんですよ？　お兄ちゃんとふたりで街に出かけて、お買い物をして、ごはんを食べて、公園とかをお散歩して。やがてふたりの手と手が自然に絡み合い、身体と身体をすり寄せ合って、その流れのままふたりは甘い夜を過ごす──あの人たちが引っ越してこなければ、そういう予定になるはずだったんです」

「いや。僕にはそんな予定なかったけどね？」

　皮算用もいいところだ。

「ま、大おお掃そう除じはどっちにしたっていつかはやらなきゃいけなかったんだし。ここのお風ふ呂ろ場ばも最低限使えるようにしてただけで、ちゃんとした状態とはとても言えなかったわけだしさ」

「それはまあ、そうなんですけど」

　くちびるを尖とがらせる妹は、やっぱり納得のいってない様子。

「さて。とりあえずここの掃除についてはある程度めどがついたかな？　秋子ひとりで大丈夫そうなら、僕は他ほかの人たちの様子を見てくるけど」

「むうっ？　わたしの元を去って、他の女の人のところに行ってしまうというんですか、お兄ちゃんは」

「言ってることは間違ってないけど、言い方がいろいろおかしい」

「愛してる、と言ってくれたのは嘘うそだったんですか？」

「もちろん嘘じゃないよ。妹として、という前提はつくけど」

「ぶう」

　わかりやすい擬ぎ音おんを発して、妹はそっぽを向いてしまう。

「お兄ちゃんはいつもそうです。大いなる愛の前には血の繋つながりなんて些さ細さいなことなのに……つまらない固定観念にとらわれて、可愛かわいい妹であるわたしに悲しい思いをさせっぱなしなんです。女を泣かせるなんて、男の方にはあるまじきこと。猛烈に反省を促しつつ、可愛い妹に対する扱あつかいの改善を要求します」

「はいはい。ほんとそうだよね」

「むうううっ？　適当に聞き流してる感がありありとにじみ出るその言い方……秋あき子こはとてもショックです」

「実際問題、今でも十分すぎるほどべったりしてると思うんだよね」

　浴よく槽そうをごしごし磨みがきながら僕は言う。

「僕とお前がいっしょに暮らし始めてからこの方、ふたりで一緒にいない時間がどれほどあったと思う？　ほとんどなかっただろ？　学校ではクラスこそちがうけど、休み時間のたびにお前は僕に会いに来るし。授業が終われば今度は生徒会で顔を合わせるし。寮りように帰ったら帰ったで、当然ながら朝までお前といっしょに居るわけだし。この世界に存在するほとんどの兄妹きようだいより一緒に居る時間が長いと思うよ、僕らって」

　築七十年を数えるこの寮は、いったんは取り壊しが決まっていたけど、その文化的価値は決して低いものじゃない。当時はまだ珍めずらしかった鉄筋コンクリート構造を採用し、樫かしの木材をふんだんにあしらった造りは、そんじょそこらの重要文化財じゃ太刀打ちできないほどの重厚さを誇っている。権利関係のゴタゴタも絡んだ結果、この世から消え去ろうとしていたけど、まだまだ十分に現役を務められる立派な寮だ。

　この大浴場もまた、当時の技術と流行を凝ぎよう縮しゆくした造りになっている。

　蛇口や取水口は真しん鍮ちゆう製。

　床と壁を覆うタイルは、草花の意匠を瑠る璃り色いろであしらった瀟しよう洒しやなもの。

　いずれも古いには古いけど、取り壊されなくてよかったと心から思える逸いつ品ぴんぞろいだ。今も昔も潤沢な運営資金を誇る、聖せいリリアナ学園の底力の一端を垣かい間ま見みることができると言えるだろう。

「僕は十分に幸せだし、満足もしているよ」

　浴槽の継ぎ目にこびりついたカビをていねいに取り除きつつ、僕は言う。

「不自由だらけではあるけど、こうしてようやくお前といっしょに暮らせるようになった。僕にとっては何よりもそれが大事なことだ。多少の不都合があったって、その幸せを思えば何てことはないよ。秋子、お前はそう思わないのかい？」

「……ううううう
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 っ！」

　またしても不満げな唸うなり声ごえを上げ、秋あき子こはさっきより速いペースでごしごしとタイルをこする。

「そんなことは分かってます！　お兄ちゃんといっしょに暮らせることはもちろん最高に幸せです！　これまでのことを思えば、ぜいたくを言ったらバチが当たるとも思います！　思いますけど！」

　ごしごしごしごし。

　タイルを磨みがく手の動きがいよいよ速くなる。

「でもそうじゃなくてええと、これはぜいたくとかバチが当たるとかそういうことじゃなくて！　お兄ちゃんと可能なかぎり一緒にいることは、もはや基本的人権にも似た、世界に何億人もいるすべての妹に与えられるべき、当然の権利であるというか！　植物が水と太陽の光を必要とするのと同じぐらいのレベルで、わたしにはお兄ちゃんが必要というか……ええとうまく言えないけど、とにかくお兄ちゃんは一日も早くわたしと結婚してくれればいいと思います！」

「結局そこなのかお前は」

　呆あきれる僕だけど、まあ言わんとするところは何となく分かる。

「なあ秋子。お前は確かに僕の言いつけをよく守って、とてもいい子に育ってくれた。エリート校に入学して、そこでトップクラスの成績を取って、生徒会でも仕事をして──そのことは本当に喜ばしいと思ってる。すごいことだよ、ほんと」

「ふふん、当然です。わたしはお兄ちゃんの言うことをとてもよく聞く可愛かわいい妹で、お兄ちゃんただひとりにこの身を捧ささげているんですから。いわばお兄ちゃんの忠実なしもべ、もしくは奴ど隷れいとさえ言っても過言じゃありません」

「妹をそんなポジションに立たせる兄貴って、かなりどうかと思うけどね」

「奴隷というか、むしろわたしはお兄ちゃんの性奴隷になりたいです」

「そういう発言は会長さんとか那な須す原はらさんに任せておけよ。……とにかく、せっかく秋子が立派なお嬢さんに育ってくれたんだ。僕としてはできるだけお前の立場を守ってやる義務がある。それは分かるよね？」

「はい。分かります」

「でもさ、お前が今みたいにブラコンっぷりを隠そうともせずに、変態的な行動と発言を繰り返してるとさ。せっかく積み重ねてきたお前の努力もおしゃかになっちゃうわけだ。双子の兄貴に本気で恋をして、しかもそれを大っぴらにしてたら色々まずいことになる──そのことも分かるだろ？」

「いいえ。分かりません」

　どキッパリと断言する妹。

「わたしはお兄ちゃん一筋だし、わたしの人生はお兄ちゃんを中心に回っているんです。お兄ちゃんを好きであるこの気持ちは何物にも代かえられませんし、そもそもお兄ちゃんを好きであることを恥ずかしいとは思ってません。だからわたしは、誰だれに何と言われようとお兄ちゃんを好きであることをやめないし、何を失ってもお兄ちゃんを好きなままでいつづけます」

　……うーん。

　気持ちいいほど真まっ直すぐな宣言である。相手が僕でなけりゃ、の話だけど。

「弱ったなあ……せっかくいいお嬢さんに育ったんだから、お前にはできるだけそれにふさわしい人生を送ってもらいたいんだけどな」

「わたしにふさわしい人生ですか？　それは具体的にどういう？」

「僕以外のちゃんとした男を見つけて、そいつと結婚して、ちゃんとした家庭を持ってくれること──かな。例えば」

「むむむむむ
 うっ!?
 」

　妹はたちまち柳りゆう眉びを吊つり上あげ、

「信じられません。アンビリーバボーです。たった今、お兄ちゃんがとんでもない暴言を吐きました。お兄ちゃんの妹であり、愛する妻でもあるわたしは、今の発言を即座に撤てつ回かいしてもらえるよう要求します」

「いやいや。暴言どころか、一般常識から見てめちゃくちゃまっとうなこと言ってると思うんだけど？」

「一般常識なんてこの際は関係ありません。いつも言ってるじゃないですか、姫ひめの小路こうじ家には姫小路家のルールがあると」

「僕だっていつも言ってるはずだけどな、そんなルールを設定した覚えはないって。あとうっかり流しそうになったけど、僕がお前の配はい偶ぐう者しやになった事実はないからね？」

「とにかく！」

　妹は大声を張り上げ、ぷいっと明後日の方角を向いて、

「わたしの機き嫌げんはたった今、とっても悪くなりました。もうお兄ちゃんのことなんて知りません」

「今の流れで機嫌を悪くされてもなあ……びっくりするぐらい普通のことしか言ってないのに」

「大いなる愛の前には、普通かどうかなんて関係ないんです」

「というかさ、さっきも言ったけどさ。僕とお前が一緒にいる時間はめちゃくちゃ長いわけで、今もこうして一緒にいるわけで。その点はもっと評価してもらってもいいんじゃないかと思うんだけど」

「ええそうですね。いっしょにいる時間の密度さえ高ければ、わたしも文句は言わないんですけどね、ええ」

「む。僕は今、皮肉を言われてるね？」

「ええそーです、そーですとも」

　妹はそっぽを向いたまま、

「ただ一緒にいるだけでもぜんぜん幸せですけど、だけどわたしはそれだけじゃ足りないです。もっともっとお兄ちゃんに可愛かわいがってもらいたいです」

「可愛がってるじゃないか。今でも十分」

「いいえまだまだ全然です。わたしがこれだけ絶え間なくお兄ちゃん大好きオーラを放っているのに、お兄ちゃんはずっとスルーしてばかり……これではわたしの欲求不満は溜たまる一方です」

「へー。そうなんだー」

「ええい、またいい加減な返事になってますよっ!?
 　可愛い妹にそういうことをすると、いつか必ず天罰が下りますから！」

「ふーん。そうなんだー。へー」

「むきぃ！　度重なる忠告にもかかわらずこの態度──分かりましたよーっく分かりました！　こうなったらわたしにも考えもあります！　これまでは慎つつしみ深い妹として遠えん慮りよしてきましたが、今夜こそはお兄ちゃんのお布団ふとんに夜よ這ばいをか」

　早口でまくし立てていたセリフが不意に止とまった。まるで電池を抜いたラジオみたいに。

　原因は他ほかでもない僕にある。

「どう？　これで満足？」

「……………………
 」

「ふむ。返事もできないか」

　肩をすくめ、僕は妹から離れる──背後からギュッと抱きしめていた腕を解ほどいて。

「おーい。秋あき子こー？」

　前に回り込んで顔を覗のぞき込むと、『夜這いをか』と言いかけたところでピタリと時間が止まったままになっている。いわゆる石化というやつだ。

　言わんこっちゃない──と僕は肩をすくめる。口ほどにもないことが分かってるから、こっちだって遠慮してるんだけどな。僕の愛情がお前のそれに劣おとるとでも思っているのか、まったく。
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　　　＊





　さて。

　しばらく妹の硬直は解けそうもないし、お風ふ呂ろ場ばはこのへんにして別の場所の様子を見に行くとしようか。





同日（ＡＭ８：30
 ）（学生寮りよう・玄関前廊下）









　僕たちの生活の舞台となるこの寮について、ぼちぼち紹介していこう。

　木造二階建て、築七十年のオンボロ寮は、聖せいリリアナ学園にゆかりのある某ぼう建築家がデザインしたものであるという。

　歴史に名を残す著名な建築家、というわけではなかったようだけど、その腕前は確かなものだったらしい。長年にわたって使い込まれているし、一時は取り壊しも決まっていたものの、まだまだ十分実用に耐えるだけの保存状態を維持している。

　部屋数は二十一。

　そのうちのひとつは、住み込みの管理人にあてがわれていた大きめの部屋であり、ここは僕と秋あき子こが使っている。他ほかの住人が使っているのは、トイレ・バス・キッチンなしの、八畳ほどの小部屋だ。

　トイレは一階と二階に一カ所ずつ。お風ふ呂ろは一階に一カ所。数十名ぶんの食事をまとめて賄まかなえる厨ちゆう房ぼうと食堂が、これも一階に配置されている。

　さて。

　この寮をけっこう気に入っている僕なのだけど、中でも特に気に入っているポイントがいくつかある。廊下の床板がそのひとつだ。

　樫かしの木で張ってあると思おぼしきこの床板は、長年にわたって寮生たちに踏み込まれ、いい色いろ艶つやを放っている。まるで黒曜石か何かのような質感を持つ床板がズラリと並び、窓から入ってくる陽の光を照り返している様は、何やらとても心を落ち着けるものがある。

　そして今日この時間、僕のお気に入りの床板はいつにも増していい艶つや光びかりを放っていた。

「よう姫ひめの小路こうじ秋あき人と。いいタイミングで来たな」

　なぜなら生徒会長・二に階かい堂どう嵐あらしが、すでに床ゆか磨みがきの仕事を終えていたので。

「どうだい？　ちょうどいま仕上がったところなんだが」

「……いや、見事です。前よりぜんぜんぴかぴかしてますよ」

　幅二メートル、全長三十メートルほどの長廊下は、黒曜石どころか宝石みたいにしっとり美しく輝いている。

「いい仕事ですねえ……会長さんの実家ってひょっとして、先祖代々床磨きの専門家か何かだったりします？」

「そんなニッチな専門家は聞いたことがねェよ。あたしの実家は剣道とか武道とかでメシを食ってる家だって、前も言っただろうに」

「いや、それはそうなんですけど。それにしてもいい仕事だなと思って」

「まあ手慣れてるのは確かだぜ？」

　額にうっすら浮いた汗を拭ぬぐいながら、会長さんが笑う。

「お前さんも知っての通り、あたしの実家は古い武家屋敷だし、敷地の中には道場なんかもある。そういうのを掃そう除じするのも修行の一環だったもんだからさ、床ゆか磨みがきなんかはそれこそお手のもんだわな」

　なるほど納得の話だ。

　それにしたってこの短時間で、たったひとりでやった仕事にしては、ちょっと驚くべき成果なんじゃないか。

「あ、玄関の方の掃除はどうなってます？」

「とっくに終わっちまってるよ」

　そちらに目を向ければなるほど、ホコリっぽくてどこか煤すすけた印象のあった玄関まわりもまた、見事な艶つや光びかりを放っていた。まるで古い蔵に打ち捨てられていた骨こつ董とう品ひんが、しっかり手入れされて博物館の一隅に並んでいる、みたいな感じに。

「見事なもんですねえ……まさか会長さんにこんな得意技があったとは」

「ま、得意技っつーにはちょっとばかしシケてるけどな」
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「ひょっとして会長さん、掃そう除じだけじゃなくて家事全般が得意だったりします？」

「得意っつーほどじゃねえけど、炊すい事じ洗濯裁縫その他、ひととおりは仕込まれてるよ。その気になりゃ、いくらでも大和やまと撫子なでしこっぽく化けられらァな」

　ふーむ。

　確かにこの人の『おしとやかバージョン』を以前見せられた時は、僕もおったまげたものだけど。あれは外面だけの話じゃなくて、きっちり中身も伴ともなっていたのか。侮りがたし二に階かい堂どう嵐あらし。

「いや、しかし何かもったいないですね」

「何がでえ？」

「だって会長さんって、ちゃんとすれば普通に良い感じの女性じゃないですか」

「おっ？　ひょっとしてあたしを口説いてくれてるのかい？」

「ちがいます」

「あたしの部屋のドアはいつだってフルオープンだからよ。今日の夜にでも夜よ這ばいに来てくれていいんだぜ？」

「だからちがいますって。……ええとですね、とにかく会長さんって、美人で頭も良くて家事もできて、もうほとんど完かん璧ぺき超人じゃないですか。なのに何でいつもはアレな格好をしてアレな発言ばっかりしてるんです？」

「前にも言わなかったかい？　それはギャップ萌もえを演出して愛人を口説き落とすためだって。実際お前さんも先日、あたしの罠わなにハマりかけてただろ？」

「ええまあ、確かにすっかり騙だまされましたけど」

「でもってあの日、あたしのギャップにメロメロになったお前さんは、あたしの部屋で濃密な一夜を過ごしたわけだ。いやーあの時のお前さんはとっても激しかったぜ。不覚にもこのあたしが主導権を握られちまったからなあ」

「ウソ歴史を捏ねつ造ぞうしないでください。あの日は僕も会長さんもお互いに指一本触れてないでしょ」

「おっとそうだったかい？　いやはや、最近はどうも歳としのせいか記憶力が怪しくなってきてねェ」

　かっかっか、と大笑する会長さん。

　こういう人を食った態度もまあ、この人の持ち味なのかもしれないけど。

「そうだ思い出した。あの日はあたしの魅力に辛抱たまらなくなったお前さんが、あたしを無理やり押し倒したんだよな。あたしがどれだけ泣きわめいてもお前さんは決して許してくれなくて──」

「ウソ歴史にさらなる脚色を加えないでください。僕はあなたに指一本触れたことがない、って言ってるでしょうが」

「まあまあ、そういきり立ちなさんなって。いきり立つのはお前さんの股こ間かんだけにしておきねぇ──なんつってな。ぎゃはははは
 」

「…………
 」

　腹を抱えて馬ば鹿か笑わらいする会長さんの姿は、ちょっとでも褒ほめてしまったことを激しく後悔したくなるアレっぷりだった。

　つーか誰だれだよ、生徒会の選挙でこの人に投票したの。聖せいリリアナ学園の生徒会ってのは、エリートの集団じゃなくてアレな人の隔かく離り病棟か何かなのか？　我が不ふ肖しようの妹といい、那な須す原はらさんといい、大概なキャラばかりじゃないか。

　…………
 。

　いや。

　そんなわけはないよな。

　うっかり忘れそうになるけど、聖リリアナ学園が名だたる名門であり、その生徒会が確かな発言力を持っているのは歴然たる事実だ。現に二に階かい堂どう嵐あらしの口利きによって、この寮りようはすっかり様変わりしつつあるわけだし。

　会長さんのこのスタイルはたぶん、周囲を煙けむに巻くための方便であり、自分の真実の姿をぼやけさせるためのカムフラージュ。見かけに惑わされることなく、きっちり本質を見抜いていかないと、そのうち痛い目を見るかもしれないな。

「そう硬くなりなさんなって」

　僕の内心を見抜いたのか、おどけるように肩をすくめる会長さん。

「あたしゃ別に、お前さんを取って食おうとしてるわけじゃねえ。お前さんってやつは、生徒会においてはあたしの可愛かわいい部下であり、この寮においては可愛い同居人でもある。そんなお前さんと、あたしゃなるべく仲良くやっていきたいと思ってるんだよ。こいつはあたしの本音だぜ？」

「それはまあ、僕としても望むところですけど」

「ま、性的な意味で取って食おうとはしてるけどな」

「そのひとことが余計です」

「あ、硬くなるなとは言ったけど、股間の方はきっちり硬くなってもらわねえと困るぜ？　かっかっか」

「…………
 」

　僕の苦く言げんにびたいち耳を貸さない会長さんだった。

　まあ人望とか実力はともかく、二に階かい堂どう嵐あらしという人はワンマンなことでも有名らしいから、こういうゴーイングマイウェイ的な態度も当然といえば当然なんだろうけど。

「ほんと、その辺さえ何とかしてくれれば、頼れるいい人なのにな……」

「お、そうかい？　そこまでベタ褒ぼめされると、さすがのあたしも照れちまうぜ」

「ベタ褒めしてるんじゃなくて残念がってるんです」

「ま、いいじゃねえか。お前さんもこのあいだ言ってただろ？　お淑しとやかに畏かしこまったあたしよりも、今みたいなあたしの方がいい、みたいなことをさ」

「ええまあ、確かに言いましたけど」

「あたしがこの寮りように引っ越してきたのは、何もお前さんの妹のブラコン対策ってだけじゃねえ。あの堅ッ苦しい武家屋敷から外に出たい、ってのは前々から思ってたわけよ。あたしもあそこじゃそれなりに立場ってもんがあるから、きっちり折り目正しい女でいなきゃならんし」

「へえ。そうなんですか」

「おうよ。でもってこの寮に引っ越してきてようやく気楽にやれるってのに、わざわざお淑やかなあたしでいるってのは、本末転倒な話だと思わねえかい？」

「それはまあ、確かに分かりますけど」

　納得ではある。

　納得ではあるけど、何やらはぐらかされた気がしなくもない。

　どうにも近ごろは、

『二階堂嵐──たぶん味方だけど、要注意』

　という、この人と最初に顔を合わせた時の印象が、いよいよ強くなる一方だ。何を考えているかよく分からないという点では那な須す原はらさん並みだし、のらりくらりとした態度で底を見せないあたりは誰だれよりも始末に悪いし。

　まあこの人にもいろいろ微妙な事情がありそうだし、あまり詮せん索さくするのもよくないとは思うけど。

「あーそうそう。ところで物は相談なんだけどよ」

「はい？」

「この寮の掃そう除じについては、基本あたしに任せてくんねえか」

「掃除を？　会長さんに？」

「おうよ」

　会長さんは大きく頷うなずきつつ、

「あたしが調べたところによるとだな。この寮が現役だったころは、寮長がいろんな仕事の責任者を任命してたらしい。でもってそれぞれの仕事を担当したやつが、それぞれの仕事を責任もってこなしてたらしいんだな」

「ほほーう」

　この寮りようを運営していくにあたっては、ここを巣立っていった先輩がたのやり方を参考にする、ということで話が決まっているし。その話を別にするとしても、仕事を均等に割り振っていくのはごく自然な流れである。

　食事に関しては銀ぎん兵べ衛えに任せることになってるし、ここで会長さんが清掃に関する一切を引き受けてくれるなら、それはそれで助かるだろうけど。

「でもいいんですか？　仮にもあなたはこの学園の生徒会長で、しかも生徒会の運営に関してはけっこうなワンマンなんでしょ？　だったら相当に仕事は忙しいはずですけど、掃そう除じの責任者なんてやってる時間あるんですか？」

「忘れちまったのかい？　ここへ引っ越してきた理由のひとつは、片道二時間もかけて登校するのが面倒だったからだぜ？　今は多少なりとも時間に余裕ができてるし、まったく問題はないわな」

「それはまあ、そうかもしれませんが」

「それに何も、あたしひとりでこの寮の掃除をぜんぶやろうってわけじゃねえさ。あたしが請け負うのはあくまでも責任者だからな。お前さんたちにもちゃんと仕事は割り振るつもりだよ」

「なるほど。まあ現実的な話ですね、確かに」

「ついでに言えば、これはあたし自身のためでもある。さっきもチラっと言ったけど、これも仕事のうちなわけよ。特に床ゆか磨みがきなんかは、やり方次第でいい鍛たん錬れんになるしな。まあ一石二鳥ってやつさ」

「ふむふむ」

　そう言われてしまうと断ことわる理由が何もない。清掃に関する取り決めは早急に済ませておく必要があったし、会長さんが進んでやってくれるなら御の字である。しかもこの人、意外なほど掃除上手だし。

「わかりました。じゃあすいませんけど、会長さんが掃除に関することの責任者になるってことで」

「おうよ。引き受けた」

「いや、しかし助かりますよ、会長さんが自分から進んでそういうことやってくれて。何だかんだいってちゃんと頼りになりますよねえ」

「かかか。まあ可愛かわいい部下のためだ、そのくらいは何てことねェよ」

「またまたご謙けん遜そんを。廊下と玄関の掃そう除じをあっという間に終わらせちゃう手際もすごいし、いやほんと感心します。二に階かい堂どう嵐あらしという人がどうしてリリアナの生徒会長をやってるのか、その理由がちょっと分かった気がしますよ」

「うれしいこと言ってくれるじゃねェか。ともあれこの二階堂嵐は、いったん引き受けた仕事はきっちりこなすからよ。大船に乗った気持ちでいてくれていいぜ？　……さて、そんじゃ予定よりも早く仕事が終わっちまったし、どこかの手伝いにでも行くとしようかね。ああそうそう、お前さんの妹がやってる風ふ呂ろ場ばの掃除って、まだぜんぜん片付きそうにないんだったよな？」

「ええまあ。色々ありまして」

「そんじゃま、姫ひめの小路こうじ秋あき子こに掃除の極意ってやつを教えてやりに行くか」

　とか言いつつ、上じよう機き嫌げんで風呂場の方へ向かおうとする会長さんだけど。

「ちょっと待ってください」

「ん？　何でえ？」

「妹は今、ひとりで風呂場の掃除をしてるはずですけど」

「おうよ。まあそうなるだろうな」

「てことはつまり、妹と会長さんは狭い場所にふたりきりになるわけですが」

「おうよ。まあ普通に考えたらそうなるわな」

「まさかとは思いますけど、何かよからぬことを企たくらんでないでしょうね？」

「かっかっか。心配性だねお前さんは」

　会長さんはあっけらかんと一笑に付して、

「大丈夫さ問題ない。お前さんが考えてるようなことは起こらねェよ」

「そうですか。だったらいいんですけど」

「おうよ。まあ先っぽだけで済ませとくから安心してくんねェ」

「おいこら待て」

　うっかり素で返してしまう僕。

「なんかいま聞き捨てならない発言を聞いた気がするんですけど。なんて言ったのかもう一度」

「ん？　先っぽだけだから安心してくんねェ、って言ったんだぜ？」

「いや、ぜんぜん安心できないんですけど。むしろ思いっきり警けい戒かいしなくちゃいけなくなったんですけど」

「いやいや。先っぽだけだってマジで」

「いやいや。先っぽだけって何ですかマジで」

「大丈夫だって問題ないって。先っぽだけってことは、膜まくにまでは傷をつけねえ、ってこったろ？」

「膜がどうとかじゃなくて、それ以前のことを問題にしてるんです僕は」

「お堅い男だねえお前さんは。よし分かった、じゃあこうしよう。指テクを使うのは今回やめておくからよ。その代かわり舌テクを駆使して──」

「駄だ目めです」

「じゃ、道具を使うのはアリかい？」

「アリなわけないでしょ」

「よっしゃ分かった、あたしも数多あまたの愛人を悦よろこばせてきたテクニシャンだ、ケチくさいことは言わねえよ。性感帯を刺激するためには指も舌も道具も要いらねえ、息を吹きかけるだけでも十分に──」

「じゃ、呼吸するのも禁止しましょうかね」

「おいおい、それでも駄目だってのかい？　八はつ方ぽう塞ふさがりってのはこのことだぜ……まあいい、それでもまだ手はあらァな」

　ここまで制限だらけでもまだ、会長さんの飽あくなき性欲は止とどまるところを知らないようだった。

　そのモチベーションの高さには、もはや呆あきれを通り越して感心させられるけど──いずれにせよ僕がやるべきことはひとつ。色情狂の生徒会長の蛮ばん行こうを止とめ、妹の貞てい操そうを守るべく、僕にできる最大限のことを、

「おっと。余計な手出しは無用だぜ？」

　僕の考えを見抜いたらしい会長さんが、そこで「ちっちっち」と指を振り、

「あたしは自分の仕事を終えて、それでもまだ余裕があるから姫ひめの小路こうじ秋あき子こを手伝いに行くけどよ。お前さんはまだ別の仕事が残ってるよな？　この寮りようの管理人として、他ほかの連中の様子も見てきてもらわなきゃなんねえ」

「む」

「それにあたしはたった今、お前さんからこの寮の清掃責任者を任されたばかりだ。任されたからには、掃そう除じに関することの一切はあたしが仕切る。他人の仕事に余計な口出しをするのは、寮長のお前さんといえど感心できねえわな？」

「むむ」

　だんだん外堀を埋められていく僕である。

　というか会長さん、ひょっとして最初からこうなるのを見越して……？

「ま、お互いに筋ってやつはちゃんと通さねえとな。妹のことはあたしに任せて、お前さんは自分の仕事に専念してくれや。かっかっか」

　そう言い残し、会長さんは悠々と風ふ呂ろ場ばへ足を向けるのであった。

　ちなみに遠からずして判明することだけど。会長さんが後日取り決めた掃そう除じ当番のローテーションは、僕と秋あき子こが徹底して別々の場所を担当するようになっていた。どうやらこれもまた、会長さんが責任者を買って出た理由のひとつであるらしい。まったくもって油断も隙すきもない捕食者プレデターである。





同日（ＡＭ９：00
 ）（学生寮りよう・二階フロア）









　ともあれ、こういう流れになってしまったからには仕方ない。

　何だかんだ言って会長さんとの付き合いが長いはずの妹だけど、今のところ貞てい操そうは守れているようだし。ふたりきりになったところで対処はできるだろう。いざとなったら会長さんの股こ間かんを蹴けり上あげるぐらいの気概はあるはずだ。一抹の不安は残るものの、僕は僕の仕事を果たすとしよう。

　冬の名な残ごりを感じさせる冷たい廊下を渡り、階段を上って二階へ。

　ここでは僕の親友が、空あき部屋の掃除と片付けを任されている。

「やあ秋あき人と。来てくれたのか」

　割かつ烹ぽう着ぎ姿のままハタキを手にした銀ぎん兵べ衛えが、いつものシニカルな笑みで迎えてくれた。

「他ほかの連中の様子はどうだい？」

「ま、ぼちぼちだよ。秋子は手を動かすより口を開いてる時間の方が多いけど、それでもまあまあ仕事は進んでたし。会長さんに至っては、もう自分が担当した分を終わらせちゃってるしね」

「そうかい。そいつは重ちよう畳じようだ」

「銀ぎん兵べ衛えの方は？」

「こっちも順調だよ。ただ、何しろ部屋の数が多いものでね。いささか手こずっているのが現状さ」

「んーそっか。これはちょっと仕事の配分を間違えたかな？」

「まあしょせんは使ってない部屋だし、だいぶ手を抜いてやってはいるんだけどね。それでもこのペースじゃちょっと間に合いそうにない。できればお昼までに済ませたいところだし、手を貸してもらえると助かるな」

「よしきた」

　僕はさっそく腕まくりをして、

「何を手伝ったらいい？」

「そうだね──とりあえず、空あき部屋にもまだいろんなガラクタが残ってたりするから、それの運び出しをお願いしよう。運び出したあとは、寮りよう長ちようの君が不要と判断すれば廃はい棄きしてくれ。まだ使えそうなものがあれば、あとで再利用する形で」

「おっけー」

　そんなこんなで作業開始。

　ガラクタ類を運び出す力仕事を僕が担当し、ひとり暮らし経験を生かした銀兵衛の清掃技術を最大限に発揮してもらう作戦だ。

　なにせ付き合いの長さが六年になる友人だから、何をやるにしたってコンビネーションはバッチリである。それに彼女とは小学校でも中学校でもずっとクラスが同じで、教室の掃そう除じなんかは何度も何度も一緒にやってたりするから、僕の援えん護ごを得た瞬間から作業のペースが格段に上がった。

　働きアリか何かのように、僕らは自分の作業に集中。

　お互いにほとんど会話のないまま、黙々と時間が過ぎていく。

　──そうしてしばしの後。

「ふむ。とりあえずこれで目め処どは立ったかな」

　すべての空き部屋を、『廃はい墟きよ』から『薄汚れた部屋』ぐらいまでに回復させることができた。

「いいペースで進められたね。秋あき人とのおかげだよ」

「いやいや、僕は大したことしてないし」

「この調子でいけば、昼までには目標が達成できそうかな。もうひとふんばり、よろしく頼むよ」

「よしきた」

　あとは各部屋をざっと雑ぞう巾きんがけして、今回の作業を切り上げることになった。

　今度は僕と銀ぎん兵べ衛えがふたりがかりで、部屋のひとつひとつを磨みがき上げていく。

「…………
 」

「…………
 」

　お互いに無言。

　古い木造家屋特有の、落ち着いたニオイが満ちる中、ガラス窓や床を擦こする音だけが静かに響く。

「──ふふ」

　しばしそんな時間が続いた後。不意に銀兵衛が小さく笑みを漏らした。

「ん？　なに？　どうした？」

「いや、特に何もないよ。ただ何だか急におかしくなってね。僕と君がここでこうしているのがさ」

「そう？　僕にはよく分からないけど」

「少なくとも僕はね、ほんの何ヶ月か前までは、こんな状況になるとはまったく想像していなかったよ。卒業するまで京都で高校生活を送るものだとばかり思ってたし、あの馴な染じみある場所で君が僕の隣にいてくれることをこれっぽちも疑っていなかった。それが今やこうして異郷の地に生活の拠点を置き、馴染みのない学生寮りようで君と一緒に掃そう除じをしているわけだ」

「あーうん。そうだな」

「本来なら君とこうした時間を過ごすのは、京都の高校の教室あたりがふさわしかっただろうに。いやはや、世の中何が起きるか分からないものさ」

「うん、まあ。そうだね。うん」

「いや、恨みごとを言うつもりじゃないんだよ」

　ちょっとキョドってしまった僕に銀兵衛は苦笑して、

「君が僕に何の相談もなくやらかした様々なことについては、さすがにもう決着がついている。現に君と妹くんがふたりで暮らしていた寮に乗り込むという、最大級の報復も果たしていることだしね。恨みっこなしってやつさ」

「はは。確かにそれもそうか」

「……迷めい惑わくではなかったかい？」

　形の整った眉まゆを不安げに下げて、銀兵衛が言う。

「いわば勢いに任せるような形で、この寮に住むことを押し切ってしまったけど。妹くんの態度を見るまでもなく、君たち兄妹きようだいにとっては歓迎すべからざる出来事だったろう。合理的な理由がいくつもあったとはいえ、やはり僕の中では少なからぬ後悔と罪悪感がないわけじゃない。まあ後の祭りというやつで、今さら別の選択肢を採とることはできないのだけど……」

「ま、そりゃ確かにびっくりしたよ」

　バケツに入れた水で雑ぞう巾きんを絞しぼりながら、僕は笑う。

「びっくりしたし、久々に妹とゆっくり過ごせる時間があっという間に終わってしまったのも確かだけど。でも悪いことばかりじゃないさ。たとえばこうして共同生活を送るのもひとつの勉強だろうし。能力の高い人たちとお近づきになれるのは、将来的に得え難がたい財産になるだろうし」

「そうか。君がそう思ってくれてるのなら、僕としても助かるな」

　言って、銀ぎん兵べ衛えはにっこり笑った。

　皮肉屋でちょっと気むずかしいけど、時々こんな風に素直になる──この親友のいいところだ。

「実際問題、いきなりの話で驚きはしたけどさ。銀兵衛がリリアナに転校してきてくれたことを、僕は頼もしく思ってるんだよ」

「へえ。本当かい？」

「もちろん本当だとも」

　六年前に出会って以来、この友人とは事あるごとに行動を共にしたものである。

　委員会も同じだったし、修学旅行も同じグループだったし、運動会やら文化祭やらでも手を取り合ったものだし、同じ相手とケンカしたりもした。

　まあ、僕と銀兵衛との間にケンカがなかったのかといえば、まったくそういうわけじゃないんだけど（むしろ出会った当初は敵対すらしていたのだけど）、それでも僕らは六年間、親友同士としてやってきた。

　親友、いや盟めい友ゆうとさえ言ってもいい。

　そんな彼女とまた同じ学校に通い、生徒会でも席を並べることができた。望むべくもない、素晴らしい環境だ。文句なしに。

「……ま、ひとつ屋根の下で生活を共にすることになるとは、さすがに想像してなかったけどね」

「なんだ。やっぱり迷めい惑わくに思ってるんじゃないか」

　銀兵衛がぷっくりとほっぺたを膨ふくらませる。

「そうならそうと、取り繕わずに言ってくれたまえよ。僕がいっしょに住んでるとやりづらくて仕方がない、妹くんとの甘いひと時を邪魔されるのは不本意だ、ってね」

「いやそこまで言ってないだろ？　というか、何でこのタイミングで妹のことが出てくるんだよ」

「そもそも秋あき人とは水臭いんだ。僕のことを親友だとか何とか言ってくれるけど、実際には大して頼りにしてくれるわけでもないし」

「そんなことないよ、めちゃくちゃ頼ってるよ。僕が鷹たかノの宮みやの家から独立するにあたっても、君から散々アドバイスをもらったじゃないか。おまけに仕事の口だって君から紹介してもらってるんだぜ？」

「引っ越しと転校のことも、ぎりぎりまで僕に黙っていた」

「事が事なんだから仕方ないじゃないか。それに黙ってはいたけど、事の次第が確定したあとは真っ先に報告しただろ？」

「とにかく、親友と嘯うそぶく割には秋人の態度はよそよそしすぎるよ。そもそも君の秘密主義は、それが有効であることを差し引いても度が過ぎる。何事につけても僕に相談してくれれば、おそらくはより上う手まく事が運ぶんだ。有あり栖す川がわから妹くんを取り戻すにしたって、僕が手を貸せばもっとスマートに済ませられたろうに」

「そこまでいったら単なる甘えになっちゃうじゃないか。そもそも僕の個人的な事情に君を巻き込めないよ」

「それが水臭いと言うのさ」

「ていうか君、恨みっこなしだ、ってさっき言ったばかりじゃないか」

「細かいなあ君は。そういう性格が災わざわいしているからこそ、親友と呼ぶ人間に対しても妙に壁を作りたがるんだ。猛烈な反省と速やかな改善を要求する」

「僕の性格まで持ち出してくるなよ」

　掃そう除じの手を止とめ、お互いに睨にらみ合う。

　がしかしそれも数秒。

　どちらからともなく「ぷっ」と噴き出し、声に出して笑うのだった。

　そう。

　これこそが僕と彼女とのあるべき姿。

　すぐ拗すねる上にけっこう根に持つタイプの銀ぎん兵べ衛えと、そういう彼女をスルーする器うつわがない僕──一見あまり相性は良くなさそうだし、実際ケンカも多いのだけど、何だかんだでこうして上手くやってきた。

　願わくば、こんな関係がこの先もずっと続けばいいと思う。

　思うし、そのための努力を僕は惜おしまないつもりだ。

「いやほんと、これからも僕の親友でいてくれよギン。君のことはほんとに頼りにしてるし、末永く友達づきあいしていきたいと思ってるんだから」

「……それでまあ、お約束のこういう流れになるわけだ」

　心からの感謝を込めたセリフに、しかし銀ぎん兵べ衛えはたちまち表情を曇らせる。

「君に対してはたくさんの不満があるけど、これだけはどうにも度どし難がたいね。それでも距離の近さだけは誰だれにも負けないと自負していたんだけど、その有利も今じゃすっかり消し飛んだ……いやはや、後の祭りとはまさにこのことだ」

「ん？　何の話？」

「まして秋あき人とがまさか、ここまで度を越したシスコンだとは思わなかったし。転校した先でこんなにたくさんライバルが現れるとも思わなかったし……」

「というか銀兵衛、もうちょっと大きな声で話してくれないか？　よく聞こえない」

「いいんだよ聞こえなくて。聞かせるつもりもないんだから」

　ついっ、と顔を背けてくちびるを尖とがらせる銀兵衛。

　やれやれ。

『お約束のこういう流れ』とか言ってた彼女だけど、それはこっちのセリフだと言ってやりたい。ぶつくさ独りごとを言っては機き嫌げんを悪くする、というパターンを、これまで何度経験してきたことか。

「ほんと、ひどいよな銀兵衛は」

「何がだい」

「そうやっていつも思わせぶりにしては僕を煙けむに巻くことさ。被害を受けるこっちの身にもなってほしいもんだよ」

「ふん、秋人には言われたくないセリフだね。というか世界で唯一、君にだけは言われたくないセリフだ。君の方こそ不用意な発言で僕をいかに右往左往させてるか……その苦労の百分の一でいいから味わわせてやりたいよ」

「何だよ不用意な発言って。僕がいつそんなことを言ったんだ？　具体的に教えてくれよ、なるべく気をつけるから」

「ああもう煩うるさいな、いいからもう黙っていてくれたまえ。今この瞬間は君の口にするすべてが、いや君の存在そのものが、僕を際限なく不ふ愉ゆ快かいにさせるんだから」

「なんだよそれ。めちゃくちゃじゃないか」

　銀兵衛の感情が感染したみたいに、僕もちょっとむかっ腹が立ってきた。

　そりゃ彼女とのケンカには慣れてるけど、何をされても何を言われても感情を損そこねない、というわけじゃない。

「お節介と分かってて言うんだけどさ。銀ぎん兵べ衛え、君はもう少しその性格を何とかした方がいいと思うよ」

「何をどうしろっていうんだい」

「自分の意志を相手にろくに伝えてないくせに、ひとりで勝手に機き嫌げんを悪くするところだよ。ちゃんと話してくれないと、こっちだってどうにもならないじゃないか」

「……僕がこういう態度を取る相手と場合は限られる、ということに、いい加減気づいてくれてもいいと思うんだけどね」

「え？　何だって？」

「何でもないよ。ただの独りごとだ」

「ほらまたそれだ。だからそれじゃ分からないんだって」

「いいんだよ別に。今ここで分かってもらいたいとは思ってないんだから」

「それっておかしくない？　自分のことを分かってもらえないから怒ってるのに、僕が君のことを理解しようとしてもやっぱり怒るなんて」

「ああもう、君は本当、細かい上にしつこい男だな。いいからもう口を閉じていてくれたまえよ」

　と言い捨てて、あからさまに顔を背ける銀兵衛だった。

　やれやれ。

　これさえなければ文句なしで最高の友人なのに。

「……ほんと怒りっぽいよな。しかも普段は理り路ろ整せい然ぜんとしてるくせに、こういう時ばかり妙に感情的になるんだから。せっかくの可愛かわいい顔もこれじゃ台無しだよ」

「今なんて言った？」

　勢いよく振り向く銀兵衛。

　その目つきは険しく、真剣そのもの。しまった、これはいよいよ本気で怒らせちゃったかな？

「いや別に。特に大したことは言ってないよ」

「もういちど言ってくれたまえ」

「いや、ほんと悪かったよ。黙っていろ、と言われたのにまたしつこく言っちゃったよな。ごめんごめん」

「そんなことはどうでもいいから。もういちどさっきのセリフを」

「ああうん。……ええと『ほんと怒りっぽいよな、普段は理路整然としてるくせに』みたいなことを言ったかな」

「それじゃなくて。もう少し後の」

「『こういう時ばかり妙に感情的になる』ってところ？」

「ちがう。それじゃなくて」

「ええと、だからつまり、怒るなら怒るでもっとちゃんと理由を話してほしいな、みたいなことを言いたかったんだよ」

「君の発言の裏に隠された意図を聞きたいわけじゃない。君、僕のことを可愛かわいい顔してると言ったよね？」

「ああうん。言った……っけ？」

「まさか、たったいま口にしたばかりの発言を忘れたとでもいうのかい？」

「ああいや。言ったねそういえば。うん言った言った」

「……そうか」

　小さい身体を目いっぱいこちらへ寄せてきて、緑色の瞳ひとみで真まっ直すぐ見上げてくるものだから、てっきり怒らせちゃったのかと思ったけど。どうやらそうではなかったらしい。

「そうか。可愛いのか」

　例によって僕には聞こえない小さな声で、何やらぶつくさ言っている。

「……秋あき人と」

「ん？　なに？」

「僕は可愛いのかい？」

「ああうん？　可愛いと思うけど？」

「それは男として？　女として？」

「？　変なことを言うやつだな。男として可愛いわけないだろ、君はれっきとした女なんだから。そりゃ昔は女だって知らなかったけど……」

「そ、そうか。うんそうだとも。いやでも……あれ？」

　ハトが豆鉄砲を食ったみたいな顔をして、妙にうろたえている銀ぎん兵べ衛え。

「なんだ、僕はちゃんと女として見られていたのか？　それは嬉うれしい誤算というか寝耳に水というか──いやしかしそれはそれで腹の立つ話じゃないか。女として認識していたにしては、これまでの扱あつかいがあまりに──いや、それでもこれは素晴らしい収しゆう穫かくと言うべきだ。いや本当、こんな展開は想像してなかった──うわ、なんだこれ。この男から可愛いと言われることは、こんなに嬉しいものなのか。心臓がばくばく鳴ってるし、油断すると顔が弛ゆるみっぱなしに──」

「……おーい。ギン？」

「な、なんだね」

「大丈夫か？　顔が真っ赤になってるけど」

「うっ……いや大丈夫、問題ない。ちょっと風か邪ぜ気味なだけだから」

「いやいや。それにしたっていきなり赤くなりすぎだろ。ついさっきまではぜんぜん普通だったのに」

「相変わらず細かいな君は。いいんだよ風邪なんだよ、ご覧の通り僕は肌が白いから、ちょっとした体調の変化がすぐ表に出てしまうんだよ」

「確かに肌の白い人はそうかもしれないけど……いやでも、どっちにしたって風邪をひいてるなら最初からそう言ってくれよ。そうだと知ってれば君に掃そう除じなんかやらせたりしないのに」

「ああもう煩うるさいな、いいから掃除の続きをしよう。こんな無む駄だ話をしていては、予定どおりに終わらなくなってしまう」

「いやいや駄だ目めだって。調子が悪いなら休んでなきゃ」

「休む必要なんてないよ。さあ早く続きを」

「だから駄目だっつのに」

　妙にガンコな親友に呆あきれつつ、僕は彼女の腕を掴つかむ。

　忠告を無視して作業を再開しようとするから、ちょっと無理にでも止とめようと思ったんだけど、

「きゃっ!?
 」

　掴んだ手を思いっきり振りほどかれてしまった。

　ったく、ほんと頑かたくななヤツだな。基本的にクレバーな性格で、普段は小憎らしいほど落ち着いてるのに、時々こんな風にキャラから外れたことするんだから。

　ん？　ていうか……。

「銀ぎん兵べ衛え」

「な、なんだい？」

「いま君『きゃっ!?
 』とか言わなかった？」

「……あ」

　途端、見る間に彼女の顔が真っ赤に染まる。さっきよりもいっそう赤く。

「き、気のせいだろう。いわゆる幻げん聴ちようというやつだよ。あるいは空耳と言い換えてもいい。もしくはありもしないでっち上げだ」

「なんで僕がわざわざそんなことしなきゃいけないんだ……いや、別にいいんだよ、ただびっくりしただけだから。ああいう悲鳴みたいな声を上げるなんて、銀兵衛の普段のしゃべり方からは想像つかなかったし」

「わ、悪かったね。これでも僕はいちおう女なんだ。どれだけ身長が低くて体つきが貧弱でもね」

「いや、そんな拗すねたみたいな顔するなよ……別に悪いとはひとことも言ってないんだからさ。いいと思うよ、さっきみたいな声も。ぜんぜん可愛かわいいじゃんか」

「うぐっ」

　これ以上はないと思っていた銀ぎん兵べ衛えの赤い顔が、さらにもう一段赤くなって、

「この男は……ほんとピンポイントでこういう天然を……」

「？　何？　何か言った？」

「べ、別に何も言ってないよ！　それよりやっぱりここは秋あき人とに任せた！　作業の半分以上は終わってるし、あとは君ひとりでも平気だろう!?
 　僕はちょっと自分の部屋で休んでくるから！」

「あ、ちょっとギン──」

　僕の返事を待たず、脱だつ兎とのごとく部屋を駆け出て行ってしまった。

「…………
 」

　ひとり取り残され、手持ち無ぶ沙さ汰たになる僕。

「……続き、やるか」

　とはいえこうなっては如何いかんともしがたい。
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　友人から託された仕事を、その後は孤立無援に黙々と終わらせた僕なのだった。





同日（ＡＭ10
 ：30
 ）（学生寮りよう・中庭）









　けっこうな時間をかけて残業を終わらせた僕が次に向かうのは、学生寮の敷地に広がる庭である。

　ちょっとした運動会ぐらいなら開けそうなこの庭には、バラやツツジをはじめ、樫かしやブナといった大型の樹木など、様々な種類の庭木が植えられている。ほんの十年前までは芝しば生ふやお花畑なども整備されていたそうで、季節になるとご近所さんをこぞって招き、園遊会みたいなものを開いたりしていた、とか何とか。

　むろん、すべては過去の話。

　今となっては雑草が伸び放題の、庭とは名ばかりな単なる荒れ地になってしまっている。自然の底力にはホント感服するけど、できればもう少し空気を読んで繁はん茂もしてほしかった。雑草の侵食力があまりに強くて、この寮に引っ越してきた当初は洗濯物を乾かす場所の確保にも苦労したものである。

　さて。

　そんな難所を担当しているのは、生徒会副会長の那な須す原はらアナスタシア。

　大おお掃そう除じを始めてからけっこうな時間が経たつけれど、進しん捗ちよく状況はどんな感じだろうか？

　正直なところ、ここの担当はかなり大変なはず。もう最初から庭木屋を呼んでしまった方がいいレベルだと思うけど、『寮りよう生せいは可能な限り、自みずからのことは自らで賄まかなうべし』というのがこの寮のルールなわけで。

　まあでも那な須す原はらさんって、『庭はわたくしに任せて頂ちよう戴だい』とか自分から言い出してたし。それなりに自信があるというか勝算があるんだろうから、そのお手並みを拝見させてもらうとしようか──

　なんてことを考えつつ庭に出てみると。

　那須原さんは枯れ草の上に横たわり、思いっきり寝こけていた。

「めっちゃサボってるやん！」

　つい地の言葉が出てしまう僕。

　というかざっと庭を見渡す限り、作業は何も進んでないに等しい。この数時間というもの、彼女はいったい何をしていたのか。

「ちょっと那須原さん！　那須原さん!?
 」

「……ぐう、ぐう」

「うわ、イビキまでかいてるしこの子……ちょっとこら！　起きなさい！　女の子がこんなところで寝るもんじゃありません！　風か邪ぜひくよ!?
 」

「……ううん……もうこれ以上食べられないわ……」

「イビキだけじゃ飽あきたらず寝言まで!?
 」

　しかも恐ろしいほどベタな寝言だった。

　学園のミスコンで優勝した才さい媛えんとはとても思えない、投票したひとたちに土下座しろレベルのがっかり具合だ。

「こら那須原アナスタシア！　起きろ！」

「……むにゃむにゃ……」

「君ってけっこういいところのお嬢さんで、しかもウチの生徒会の副会長だろ!?
 　もうちょっとその辺をよく考えなさい！」

「むにゃ……。はっ？」

　まぶたをパッチリ開けて、ようやく反応する那須原さん。

　そのままバネ仕掛けみたいに勢いよく上半身を起こし、左右を何度か見回してから、

「……ああ。いつの間にかウトウトしていたのね」

「いやいや。ウトウトとかいう可愛かわいいものじゃなかったから。思いっきり全力で熟睡してたから」

「そんなはずはないわ。わたくしはあくまでも一時的な休息を取っていただけ。言いがかりはやめて頂ちよう戴だい」

「言いがかりじゃないって。思いっきりイビキかいてたって」

「ふふ、面白い冗談ね。わたくしのような絶世の美少女がイビキだなんて……そのシチュエーションを思い浮かべただけでも笑いがこみ上げてくる、絶妙の取り合わせよ。あなたの想像力って思いのほか豊かなのね」

「いやいや。僕の想像じゃなくて。ただの事実だから」

「いいわ、その才能を高く買わせていただきましょう。上かみ方がた漫才協会のえらい人に紹介状を書いてあげるから、一度アポイントメントを取ってみるといいわ」

「……君って時々、お笑い方面にコネがあるかのような発言をするよね」

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんでいつも無表情。

　そして毒舌ばっかのくせに、タイミングよくボケをかましてくる。

　あれ？

　なんか意外とありそうな話に思えてくるぞ？

「とにかく僕は、冗談を言ったつもりないから。君、ほんとにイビキをかいてたから」

「ふふ、まだそんな荒こう唐とう無む稽けいな主張を押し通そうとするなんて。でもその押しの強さこそ、今のお笑い界には必要とされているのかもしれないわ」

「そのネタ、まだ引っ張るの……？」

「あなたが拾ってくれる限りは」

「僕の律りち儀ぎさが裏目に出てるのか……ええいとにかく、君がイビキをかいてたのは事実だから。しかもそれだけじゃなくて寝言も言ってたからね？」

「まあひどい侮ぶ辱じよくだわ。わたくしと法廷で争った末に莫ばく大だいな慰い謝しや料りようを支払わされる羽目になりたくなければ、今すぐ不用意な発言を撤てつ回かいすることね」

「いやいや侮辱とかじゃなくて。ホントに言ってたんだって」

「だったら証拠はあるのかしら」

「証拠？」

「そこまで頑がん固こに言い張るからには、それを証明する根こん拠きよが何かしらあるのでしょう？」

　もちろんそんなものはない。この場にいたのは僕と那な須す原はらさんだけなんだし。

「そう。証拠はないのね」

「確かに証拠はないけどさ。でも事実は事実──」

「だったらその事実とやらを、誰だれにでもいいわ、話して聞かせて信じさせてご覧なさいな。リリアナ学園始まって以来の美少女と呼ばれ、ありとあらゆる英才教育を受けてきたわたくしが、寮りようの庭でだらしなく寝こけた挙げ句、イビキをかいたり寝言を言ったりしていた……とね」

「むうっ？」

　そう言われると口ごもってしまう僕である。

　転校してきたばかりだから正確なことは分からないけど、聖せいリリアナ学園における那な須す原はらアナスタシアの評価が極めて高いことは疑いようがない。普段は『ミステリアスで知的な美人』ってことで通ってるらしいし、今日の出来事を誰だれかに伝えたところで鼻で笑われるのがオチだ。

「ふ。どうやら自分の立場を理解できたようね。わたくしとあなたとの間にある信用の違い、あるいはヒエラルキーの差に愕がく然ぜんとしつつ、己おのれの至らなさと恵まれない境きよう遇ぐうにむせび泣くといいわ」

「なんでそんな上から目線なんだ……つーか君、『あくまでも一時的な休息を取っていただけ』とか言ってたよね？」

「ええ。言ったわね」

「それってだいたい何時ぐらいの話？」

「そうね。たしか八時ぐらいだった気がするわ」

「もう十時半だよ？　今」

　どうみても熟睡の範はん疇ちゆうだった。取り繕いようがないくらいに。

「十時半？　面白い冗談ね」

「冗談じゃないって。ほら見てよ僕の腕時計」

「ふふ。時計の時間をずらしてまでウケを取りにくるなんて、なかなか見上げた根性だわ。上かみ方がた漫才協会のえらい人に紹介状を書いてあげるから、一度アポイントメントを取って──」

「いやいいから。それはもう」

「あらそう。残念ね」

「とにかく君がここで横になったのは八時ぐらいで、今はもう十時半を過ぎてるんだ。そのことは認めてくれるよね？」

「まあよくあることよね。時計が狂うなんてことは」

「僕の腕時計って、いわゆる電波時計ってやつなんだけど。十万年に一秒しか狂わないって話だぜ？」

「あらそう。じゃあ電波が狂ってるのね。もしくは宇宙の真理が」

「壮大な責せき任にん転てん嫁かだなあ」

　どこまでも自分の非を認めようとしない那な須す原はらさんだった。

　というか、どれだけ言い張ったところで、ちょっと調べればすぐに正確な時間は分かってしまうだろうに。

「……まあいいや。もうこの話題は終わりにしよう」

「あなたがそこまで言うのならそうしてあげてもいいわ。わたくしはまだ何時間でもこの話題についてフリートークを続けることが可能だけど、あなたの実力でそこまで高いレベルを求めるのは酷こくというものでしょうし」

「上から目線に加えて何でそんなに恩着せがましいんだ……えーっと、とりあえず状況を教えてもらえるかな？　庭の片付けとか掃そう除じとかはどこまで進んでるの？」

「見ての通りね。何も進んでいないに等しいわ」

「それは胸を張って言うセリフじゃないよ。……ええと、でも君にこの場所を任せてから、もう何時間も経たつわけだよね」

「そうね。そうなるわね」

「半分ぐらい寝てたにしても、作業をするだけの時間は十分にあったはずだよね？」

「ええそうね。確かに十分な時間があったわ」

「その間なにをしてたわけ？」

「作業をしていたわ。わたくしに任された、庭の掃除と片付けの作業を」

「……にしては、ぜんぜん進んでないわけだよね？」

「枯れ草をたくさん集める作業をしたわ」

「……それは掃除とか片付けとかじゃなくて、君が寝転ぶためのベッドを作った、ってだけの話じゃないの？」

「失礼ね。警察を呼ぶわよ」

「そんなことで公共機関の手を煩わずらわせるんじゃありません」

　君みたいなやつがいるから、日本の警察に過度なストレスが掛って検挙率が落ちたりするんだ。

「とにかく何でそんなに作業が進まなかったのか、理由を聞かせてくれる？」

「そうね。おそらくはすべてを手作業で、それも素手でやろうとしたところに理由があると思うわ」

「道具を使いなさいよ道具を」

「どんな道具を使って作業をしたらいいか分からないわ」

「そりゃあれだよ、たとえば軍手を使ったりとか、草刈り用の鎌かまを使ったりとか。いろいろあるじゃん」

「どこに道具があるのか分からないわ」

「庭の隅っこにちょっとした倉庫があるでしょ？　そこに仕し舞まってあるよ」

「あらそうなの。勉強になったわ」

「…………
 」

　なんだろ？

　なんか噛かみ合あわないというか、違和感があるというか。

　那な須す原はらアナスタシアに関する重大なことに、それもちょっと手を伸ばせば気づいてもよさそうなことに、まだ気づけていない気がするというか。

「とにかく庭にわ掃そう除じは君に任せてるんだし、君だって『庭はわたくしに任せて頂ちよう戴だい』とか自分で言ってたんだから。もうちょっとしっかりしてくれよ。秋あき子こも会長さんも銀ぎん兵べ衛えも、ちゃんと自分たちの担当はこなしてくれてるんだし」

「……ふう。仕方ないわね」

　小さく吐息して首を振る那須原さん。

　その長いまつげに翳かげりが落ち、彼女は憂ゆう鬱うつげに言葉を吐き出す。

「こうなったからには明らかにしておいた方がいいでしょうね。少なくともあなたにはそうされる権利があるわ」

「えっ？」

　なんだ？

　彼女のこういう顔って初めて見るんだけど。

　まるで何か、この世の終わりでも告げるかのような重苦しさ──那須原アナスタシアをしてここまで暗あん鬱うつとさせるなんて、いったい何の話をしようとしてるんだ？

「心して聞いて頂戴。何があっても気を確かに持つように」

「な、なんだよ。何を言おうとしてるわけ？　あまり脅おどかさないでくれよ、僕はそういうのに弱いんだから」

「もはや避さけて通れぬ道よ。あなたもこの寮りようの責任者であるからには、その程度の覚悟はできていたのでしょう？」

「いやだから、そう脅かさないで──」

「実はわたくし、家事とか掃除とかがまったくできない女なのよ」

「…………
 」

　思わずキョトンとしてしまった。

「え？　何？　何だって？」

「実はわたくし、家事とか掃除とかがまったくできない女なのよ」

「え。まじで？」

「ええ。まじで」

　いつも通りの無表情で頷うなずく那な須す原はらさん。

　確かに衝撃的な話であった。想像していたものとはまったく違うけど。

　那須原アナスタシアは家事も掃そう除じもまったくできない──いや、でもよくよく考えればそれほど不思議な話でもないのか。彼女は名だたる大企業である那須原重工のご令れい嬢じようで、どこか浮世離れした雰囲気があるし。彼女の実家を訪問した時も、お手伝いさんやらガードマンやらが当然のようにいたし。その他もろもろ、いかにも箱入り娘っぽい感じは確かにあった。

　いやでも、なんせ生徒会の面々はスペックが高いから。妹も会長さんも銀ぎん兵べ衛えも普通に家事をこなしてたし、てっきり那須原さんもそうだと思い込んでいた。

「わたくしは家事も掃除もまったくできない──ぶっちゃけ学生寮りようで生活するなんて、とてもできるような女ではないのよ。えっへん」

「いや、胸を張って言うようなことじゃないよ……つーかそれならそうと言ってくれればいいじゃないか。自信満々に仕事を引き受けたりせずに」

「どうせひとりで終わらせられるような作業じゃないし、最終的にはぜんぶ業者に任せることになると思ったのよ」
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「そりゃまあ、確かに広い庭ではあるけど」

「とにかくそんなこんなで、わたくしは掃そう除じの分担を決めるにあたって全力で見み栄えを張ることにした、というわけよ。その甲か斐いあってわたくしが生活能力のまったくない、お嬢さま育ちで脆ぜい弱じやくで応用の利かない、仮に今すぐ社会に放ほうり出だされようものなら途方に暮れて野垂れ死にするしかない、救いようのない女であることを、他ほかのみんなに隠し通すことができたわ。ふ、笑うなら笑ってくれていいのよ」

「いや、別に笑ったりはしないけどさ」

「何なら靴を舐なめてもいいわ」

「いや、卑屈になりすぎだろそれは」

　さっきまでひどい上から目線だったのに、切り替わりの早い人だった。

　まあ無表情で平へい淡たんな口調は一緒だから、上から目線だろうと下から目線だろうと印象はあまり変わらないんだけど。

「というかさ、学校でも掃除の時間はあるわけだし。君がどれだけお嬢さま育ちでも、まったく掃除の経験がない、ってわけじゃないでしょ？」

　聖せいリリアナ学園は自主自律を重んじる校風。

　あり余る運営資金にものを言わせて清掃業者に一切を任せる、なんてことはしないから、那な須す原はらさんも掃除の技術を学ぶ機会はあったはずなんだけど。

「ところがわたくしは、クラスメイトから神様のように扱あつかわれているから。わたくしの分の掃除は、すべて信者の人たちがやってくれるのよ」

「あーなるほど。確かに君ってそういう雰囲気あるよね。口さえ開かなければ」

「むしろ掃除などの雑用を、わたくしは一切やらせてもらえないくらいよ。那須原さんの手を掃除なんかで汚すのは冒ぼう涜とくだ、とかなんとか言って」

「ほんとに崇すう拝はいされてるんだなあ……その人たちって、君に何の見返りも求めたりしないわけ？」

「そうね、お礼としてちょっと笑いかけてあげれば、彼らはそれで満足してくれるみたいよ？　一ヶ月に一回ぐらいとか」

　少なっ。

　たったそれだけで報われるなんて、無欲の塊みたいな人たちだな……まあ信者とか崇拝者ってのはそういうものなんだろうけど。

「事情はおおむね分かってもらえたかしら」

「うんまあ、大体のところは。特別あつかいされすぎるのも、それはそれで大変そうではあるよね」

「その通り。わたくしはいわば、歪いびつなこの現代社会の被害者というわけね」

「……君にしたり顔で言われると、なんか素直には納得しがたいものがあるけど」

「そういうわけで、あなたにひとつお願いがあるわ」

「む？　お願いって？」

「わたくしが掃そう除じとか家事をできないことについて、いろいろ便べん宜ぎを図ってもらいたいと思うのよ」

「ふむ。便宜というと、具体的には？」

「そうね。たとえばわたくしの担当するべき仕事を、あなたにぜんぶやってもらうとか」

「いや、僕は君の信者じゃないんで。あと忙しいし」

「それってひどいと思うわ。わたくしの秘密を暴くだけ暴いておいて、あとは好きにしろだなんて」

「いや、別に僕が暴いたわけじゃ……むしろ君が自分の口から話したことでしょ？」

「なるほど分かったわ。出すものも出さずに交渉しようなんておこがましい、と言いたいわけね」

「別にそんなつもりはないんだけど」

「それじゃ、お礼はわたくしの身体でどうかしら」

「遠えん慮りよしときます」

「なぜ遠慮するのかしら。わたくしの身体には魅力がないとでも？」

「いや、そういうわけじゃないけど」

「分かったわ。わたくしの身体と心もすべて、一度きりではなくこの先もずっと捧ささげ続けろと言うのね。苦く渋じゆうの決断ではあるけど……いいでしょう、その要求を受け入れるわ」

「いやだからそうじゃなくて」

　苦渋の決断とか言いながら、迷う素振りもない那な須す原はらさんだった。

　うーん、女の子はそういうことを軽々しく口にするべきじゃないと思うんだけどなあ、僕は。たとえ冗談であってもさ。

「まあいいよ、分かったよ。具体的にどうするかはともかくとして、なるべく君に対して便宜を図ることにするよ。元々そのつもりだったし」

「そう、ありがとう。あなたの計らいに感謝するわ。じゃあその見返りとしてわたくしの身体を──」

「いやだから。それは要いらないって」

「要らないですって？　このわたくしを好きにできる権利をみすみす放ほう棄きすると？」

「うん」

「ほんとうに好きにできるのに？　このわたくしに対してピ──なこともピ──なこともやりたい放題なのに？」

　くどいほど念を押してくる那な須す原はらさんだった。

　というか彼女、『ピ──』の部分を自分で発音してたんだけど、妙に真に迫った感じだなあ。声せい帯たい模も写しやが得意なんだろうか？　変なところで芸達者な子だ。

「まあとにかく要いらないから。ほんとうに」

「後悔はしないのかしら」

「うん。しないと思うよ」

「あとで気が変わったりはしないかしら」

「しないしない」

「ふうん。そうなの」

　と言って、じっとこちらを見つめてくる那須原さん。

　表情は動かないし、瞳ひとみの色にも変化はないから、例によって何を考えてるのか分かりづらいけど、

「……こういうやり方では駄だ目めなのね。ひとつ勉強になったわ」

「ん？　なんだって？」

「何でもないわ。それじゃあなたは、何の見返りもなくわたくしに便べん宜ぎを図ってくれる、と。そういうことでいいのね」

「うんそれでいいよ。君の仕事をぜんぶ僕がやる、なんてことはできないけど、なるべくアシストできるようにはする」

「具体的にはどんな形で？」

「そうだなあ……とりあえず君の秘密がなるべくバレないようにする、ってのは確定として。でもいっしょに住んでるからには、ずっと隠し通すのも無理なわけで」

「まあそうでしょうね」

「となると方法はひとつだよね。秘密がバレないうちに、君が掃そう除じとか家事とかのスキルを身につける」

「人間には向き不向きというものがあるのだけど」

「そりゃあるだろうけど、君にできないことはないと思うよ。こんなのは単なる経験の問題なんだから」

「わたくしにできるとは思えないわ」

「いやいや。そんなことないって」

　妙に不安がる那な須す原はらさんだった。

「君ってさ、勉強も運動もできて、おまけにミスコンで優勝できるぐらいの美人なんだろ？　てことは要するにエリートなんでしょ？　それに何をやってもウチの妹より上う手まくやれるんでしょ？　だったらやれるって。たとえ苦手であっても、死ぬ気で覚えれば使い物にはなるって」

「それはつまり、どれだけわたくしの物覚えが悪くても決してさじを投げ出さず、ちゃんと使い物になるまで面倒を見てくれる、ということかしら」

「えっ？　ああまあ……そうね、そういうことになるかな」

「あなたが面倒を見てくれるのね？　わたくしの」

「まあ……そうせざるを得ないかな。会長さんとか銀ぎん兵べ衛えとか秋あき子こに教えてもらう方が、ぜんぜんいいとは思うけど。君は嫌がるだろうし」

「そう。分かったわ」

　と言って。

　那須原さんは一瞬だけ、うっすらと微笑ほほえんだ。

　……おおーう。

　けっこう久々に見たな、彼女の笑ってる顔って。

　うん、やっぱいいじゃんか。こういう顔もすごく。

「あのさ。前から思ってたんだけど」

「何かしら」

「那須原さんって、そっちの顔の方がぜんぜん良いんじゃない？」

「？　そっちの顔とは何のことかしら」

「いやだから。そういう無ぶ愛あい想そうな顔じゃなくてさ。さっきみたいに笑ってる顔の方が、ぜったいに魅力的だと思うんだけど」

「…………
 」

　しばらく黙った後、那須原さんはくるりと背中を向けて、

「無む駄だ話で時間を食ってしまったわ。さあ掃そう除じの続きを始めましょう。さっそくやり方を教えてもらっていいかしら」

「え？　ああうん。それはいいけど」

「ある程度までは片付く目め処どをつけておかないと、わたくしの無能さがバレてしまうわ。さあ早くしなさい」





　そんなこんなで、あわただしく作業を再開した僕たちだけど。その間中ずっと、那須原さんのほっぺたはうっすらと赤いままだった。

　肌寒い中ずっと身体を動かしていたから──という理由だけなのかどうかは、みなさんのご想像にお任せする次第である。





同日（ＰＭ０：15
 ）（学生寮りよう・食堂）









「名前の呼び方を決めようや」

　寮をあげての大おお掃そう除じに一段落がつき、寮生みんながそろって昼食を採とっている最中。

　生徒会長・二に階かい堂どう嵐あらしがそんなことを言い出した。

「名前の呼び方？」

「おうよ。あたしらお互いのな」

　首を傾かしげた僕に、会長さんは大きく頷うなずいて、

「名前の呼び方ってのはよ、人間同士が付き合っていく上で大きな意味を持ってる。個々人を識別する記号であり、時には個々人そのものでもあるパーソナルネームを、いかなる形で口にするか。たったそれだけのことによって、人生ってのは思いのほか変わっちまうもんだ」

「はあ。つまりあれですか？　お互いのニックネームを決めようってことですか？」

「ニックネームじゃなくてもいいけどな。『さん』付けで呼んでもいいし、いっそ呼び捨てでも構わねえし」

「ふむふむ」

「要するにだな、あたしと那な須す原はら、それに姫ひめの小路こうじ妹は前々から面識があったからいいとして、お前さんと銀ぎん兵べ衛えは今年から生徒会に加わった新顔だ。正直なところまだ付き合いは浅いし、お互いをどういうポジションで扱あつかえばいいのか、計りかねてるところはあると思うわけよ」

「なるほど確かに」

「ましてあたしらはこうしてひとつ屋根の下で暮らすことになった。どうしたって赤の他人にはなりようがねえわけだ」

「ふむ。つまりはお互いの顔色を微妙に窺うかがいながら距離感を探っていくより、ここで手っ取り早くそのあたりを済ませてしまいたい、と？」

「ま、そういうこったな」

　なるほど、言わんとするところは理解できる。

　僕ら五人は良かれ悪あしかれ、物理的な距離も精神的な距離も一気に縮まってしまったわけで。普通なら順を追って経ていくべき過程を、ぜんぶすっ飛ばしてしまった感がある。

　まあそのうち時間が解決してくれる問題とは思うけど……何かしら機会を設けてババッと解決してしまう方が、手っ取り早いし気も楽かもしれないよな。まして会長さんみたいな性格をしてる人から見ればなおさらなんだろう。

「なるほど分かりました。確かにちょうどいい機会かもしれませんね」

「おうよ。寮りよう長ちようであるお前さんが話の分かる男で助かるぜ」

「いやいや、僕なんかは全然です。会長さんが提案してくれなければ気づきもしなかったことだし。さすがは聖せいリリアナ学園の生徒会長ですね」

「そうかい？　いやいや照れるねえ、そんなに褒ほめられると」

「謙けん遜そんしないでくださいよ。ちゃんとみんなのことを考えてるあたりは、お世辞抜きで大したものだと思うし。さすがです本当に」

「いやー。実はあたしってさ、愛人を作った時は、必ずその相手をあたしだけの特別な呼び方で呼んでたからさー。お互いの呼び方がよそよそしい今の状態ってのは、何だか落ち着かないわけよ」

「うん。やっぱ止やめましょうか、今回の企画」

　下心丸出しにも程があるだろ。

「たまに褒めてあげたと思ったらこの有様ですよ。僕の感心を返してください」

「まあそんなわけで」

　会長さんは僕の抗議をスルーして、

「さっそく進めていくとしようや。いやいやそんなに身構えなくていい、昼飯時の余よ興きようぐらいに考えてくれりゃいいさ。この場で出された案がぜんぶ採用される、ってわけでもねえし。それでいいかい寮りよう長ちようさん？」

「……まあ、そういうことでしたら」

「よっしゃ決まりだ。さてそれじゃ手始めに、寮長である姫ひめの小路こうじ秋あき人との呼び方を──」

「ちょっといいかな？」

　と言って銀ぎん兵べ衛えが手を挙げる。

「どうせなら各人それぞれが、何かしら別々の呼び方を考える、というのはどうだろう？　ただなんとなく考えるだけじゃ芸がないし、その方がみんなの個性が出て面白いと思うんだけど」

「ほほう。そいつァ楽しそうな趣しゆ向こうだねェ」

「ちなみに僕は、秋人のことをそのまま『秋人』と呼ばせてもらうよ。彼とは長い付き合いだし、ずっとそうやって呼んできたからね、それが自然な流れというものだ。別に無理にニックネームをつけなくてもいい、と会長さんも言っていたし」

「おうよ。お前さんがそれでいいなら問題ないんじゃねえか？」

「それでは僕以外の皆さんに、秋人の呼び方を考えてもらうとしよう。まずは言い出しっぺの会長さんからどうぞ」

「ふむ、そうだねェ……」

　会長さんはあごを撫なでてニヤニヤ笑いつつ、

「よし決めた。あたしは姫小路秋人のことを、これからは『ターゲット』と呼ぶことにするぜ」

「嫌です」

　即座に拒絶する僕。

「何でぇ。いいじゃねえか別に」

「ぜんぜんよくありません。標的ターゲツトなんて、ひとつ屋根の下に暮らす仲間を指す言葉としては不適切すぎるでしょ？　常識で考えてくださいよ常識で」

　それに会長さんの『標的ターゲツト』には『性的なセクシヤル』という前置きがつくに決まってるし。僕は呼ばれるたびにビクビクしなきゃいけなくなる。

「だったらどんな呼び方だったらいいんでぇ」

「普通に『姫小路秋人』でいいじゃないですか。会長さんって、僕を呼ぶ時は大抵いつもフルネームで呼んでますよね？」

「ええ～？　でもそれだと面倒くせえんだよ。確かに何となくフルネームで呼ぶクセがあたしにはあるけど、長なげえから舌噛かみそうになるし」

「それはご自分の責任ということで諦あきらめてください。というか会長さんのクセが出てるならむしろいいじゃないですか。個性的な呼び方であることが、今回のテーマのひとつなんでしょ？」

「でもあれだ、いざ緊急事態になった時に困るじゃねえか」

「緊急事態ってどんな事態ですか」

「たとえばよ、お前さんがどっかの山で迷子になったとして、その場合はお前さんの名前を何度も呼んで捜さなきゃいけないわけだ。そういうピンチの時に『姫ひめの小路こうじ秋あき人と～！　姫小路秋人～！』っていちいち叫んでたら効率悪いだろ？」

「そんなレアケースまで想定しなくて結構です。さあ次いきましょう次」

　強引に先へ進む僕。

　基本いつも強引に進めるのは会長さんだから、これでおあいこだろう。寮りよう長ちようとして異論は認めない。

「ええとじゃあ那な須す原はらさん」

「なにかしら」

「僕の名前の呼び方。君はどうするの？」

「そうね──」

　金髪の副会長は食後のお茶をすすりながら、

「じゃあこうしましょう。わたくしはあなたのことを『ダーリン』と呼ぶわ」

「却きやつ下か」

「どうしてかしら」

「いや、いくらなんでもちょっと近すぎない？　距離感が」

「おかしなことを言うのね。そもそもわたくしたち寮生の間にある距離を縮めるというのが、今回の催もよおしのテーマだったんじゃないかしら」

「そりゃそうだけどさ……いや、でもやっぱ極端すぎるよ。もうちょっと別の呼び方を考えてみてくれ」

「わたくしと結婚してくれるなら考えてあげなくもないわ」

「いやいや。結婚したらほんとにダーリンになっちゃうだろ？　ニックネームとか関係なしに」

　相も変わらずの無む茶ちやぶりだった。

　まあこれらの発言は、例によっていつもの無表情から繰り出されるものだから。こっちとしてはあしらいやすくて助かるけど。いちいち本気にしてたら身がもたないしね。

「とにかく却きやつ下かするから、別の呼び方をよろしく」

「だったら具体的に聞かせて頂ちよう戴だい。どんな呼び方だったらあなたは納得するのか」

「うーんそうだなあ……なんというか、もっと普通のがいいよ」

「分かったわ。じゃあこれからはあなたのことを『あなた』と呼びましょう」

「いやちょっと待って。確かにある意味普通だけど、それは何かがおかしい」

「どこがおかしいのかしら」

「だってそれ、二人称の『あなたyou』じゃなくて『夫あなた』的なニュアンスを含んでない？」

「ごちゃごちゃうるさいわね。わたくしの渾こん身しんのアイデアに対してそう次から次へとクレームをつけるようだと、わたくしの下着を毎日手洗いで洗濯させるわよ」

「そこまで献けん身しん的な男に僕はなれそうもないよ」

「もちろんアイロンも掛けてもらうわ」

「ブラウスとかカッターシャツじゃないんだから、あまり意味ないと思うんだけど」

「文句の多い男ね。あまりごたごた言うようだと、おしおきとして対角線式のトペ・コン・ヒーロをお見舞いするわよ」

「君、プロレスにも詳しいの……？」

　ほんと意外性のカタマリみたいな子だな。

　ちなみに難易度の高い大技なので、良い子のみんなは真ま似ねしないように。

「とにかくそれも却下で。もっと本当の意味で普通な呼び方にしてよ。意味深なやつじゃなくてさ」

「仕方ないわね」

　と言って、那な須す原はらさんはしばらく考えてから、

「それじゃ、これからわたくしはあなたのことを『あっきー』と呼ぶわ」

「一気にベタな呼び方になったなあ！」

　ほんと、どこに飛ぶか分からない子である。

　まるでねずみ花火か爆ばく竹ちくみたいだ。もしくはラグビーボールとか。

「何かしらその反応は。まさかこれでもまだクレームをつけるつもり？」

「ああいや、確かに注文どおりだし、何の文句もないはずなんだけど。……いや、でももうちょっと考え直さない？」

「注文どおりで何の文句もないのに、どうして考え直さなければいけないのかしら」

「いやー……そりゃだって、ねえ？」

「ふ。あなたがそうやって嫌そうな顔をするのを見て、いよいよわたくしの決意は固まったわ。やはり今後は断固として、頑かたくななまでに、あなたを『あっきー』と呼ぶことにしましょう」

「……ええー？　ほんとにそれで決まりなの？」

「これまで二度にわたってわたくしは譲歩してきたし、譲歩の末にあなたのオーダーどおりのニックネームを用意したわ。これ以上のものをわたくしに求めるのは横暴が過ぎるでしょう」

「いや、確かにそうなんだけどさ……」

「それじゃよろしくお願いするわね？　あっきー」

　うわ気色悪っ！

　言っちゃ悪いけど、ほんと申し訳ないけど、めっちゃ気色悪っ！

　無表情で声も平へい淡たんな子から、字面だけは親しげに呼ばれるこの感覚……砂糖と間違えて塩を舐なめてしまったみたいな、冷ひや奴やつこにしょうゆじゃなくてソースをかけてしまったみたいな。うわー。やだなー。

　まあ……今回の件はちょっとしたイベントであるし。そのうち那な須す原はらさんの気が変わってくれることを祈るしかないか。

「……ええとじゃあ、僕の名前の呼び方はこれで一通り出そろったかな？」

「ちょっと待ってください。肝心なこのわたし、お兄ちゃんの愛する妹である秋あき子この存在を忘れてもらっては困ります」

「いや、忘れるも何も」

　出番を待ちかねた、という顔で手を挙げた妹に、僕は首をひねって、

「お前は僕の妹なんだし。別にわざわざ呼び方とか考える必要ないだろ？」

「呼び方を考える必要がない。それはなぜですか？」

「なぜってそりゃ、そもそも僕とお前は兄妹きようだいだし」

「どうして兄妹だと呼び方を考える必要がないんでしょう？」

「？　いや、だってそもそも呼び方なんて決まってるだろ？」

　そりゃまあ、ちょっと前に僕の呼び方をいろいろ考えてみる、みたいなお遊びをやったこともあるけど。あれは例外中の例外だろうし。

「お前が僕を呼ぶ時は『お兄ちゃん』以外にないじゃないか。他ほかに何か呼び方があったっけ？」

「そう。わたしがお兄ちゃんを呼ぶ時は、そのままズバリ『お兄ちゃん』と呼ぶわけですよね」

「……回りくどいなあ。何か言いたいことがあるならハッキリ言いなさい」

「ふふ、つまりですね」

　妹は小鼻を膨ふくらませつつ、

「お兄ちゃんのことをわたしは『お兄ちゃん』と呼ぶ。それは自明の理であり、誰だれもそこに異論を差し挟む余地はないわけです。わたし以外のみなさんがお兄ちゃんの呼び方を考えてる最中、わたしひとりだけはそんな煩わずらわしいことに頭を使う必要がなかった、ということを、ここで改めてアピールしたいと思います」

「……で、つまり何が言いたいわけ？」

「つまりですね、わたしとお兄ちゃんとの間には絶対的な絆きずなが存在している、ということを言いたかったわけですよ！　生まれてこのかた十六年、血の繋つながった兄妹きようだいであり続けたわたしたちの結びつきは、決して誰にも邪魔できない、神しん聖せい不ふ可か侵しんなものなんです！」

「はあ」

「そしてお兄ちゃんのことをお兄ちゃんと呼べるのは、世界にわたしひとりだけというこの優越感！　お兄ちゃんにとって唯一無二の、特別の存在であるわたしを、みなさんはもっと羨うらやましがっていいんですよっ!?
 」

　なんてことを言いつつ、かなり強引に自分の優位を主張する妹だった。

　さんざん回りくどいことを言いながら、要するに結論はいつも通りだったようで。

「普段は『血の繋がりなんて些さ細さいな問題です！』とか何とか言ってるくせに……こういう時だけ都合のいいやつだなあ」

「何と言われようと結構です。わたしは自分に与えられた状況を最大限に活用して、お兄ちゃんの正妻としてのポジションを死守しなくちゃいけないんですから」

「正妻も何も、僕は特定の恋人すら持ったことがないんだけど」

「世はまさに戦国時代なんです」

　僕の控ひかえめな抗議を聞き流して、妹はなおも力説する。

「わたしとお兄ちゃんのためだけに存在していたこの寮りようが、今となっては不ふ埒らちな侵入者のみなさんが跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする悪魔の城と化してしまいました。もはやふたりきりで暮らすことが叶かなわない今となっては、事あるごとにわたしとお兄ちゃんの絆をアピールしておく必要があります」

「相変わらず大げさなやつだなあ」

「甘い、甘すぎます！　これはわたしにとって生きるか死ぬかの戦いであることを、お兄ちゃんは分かってないんです！」

「いや、そう言われてもねえ」

「……姫ひめの小路こうじ秋あき人と。それ以上はもう止やめてやりな」

　そこで会長さんが割って入った。

　まるでお通夜に参列してるみたいな、沈痛な表情で首を振りつつ、

「お前さんの妹のことを、あたしはこれまで大いに可愛かわいがってきた。生徒会の書記として忠実に働いてくれたし、いつも笑顔を絶やさない明るさで生徒会の雰囲気を盛り立ててくれた。だが今にして思えば、あたしはそのことに甘えていたんだな。すまん、生徒会長たるあたしのミスだ。兄貴であるお前さんには申し開きの仕様がねえ」

「な、なんですか会長さん。そんないきなり畏かしこまって」

「姫ひめの小路こうじ秋あき子こ」

　うろたえる僕には構わず、会長さんは席を立つ。

　そのまま秋子の背後に回り、やさしく微笑ほほえみつつ肩に手を置いて、

「すまなかったな。お前さんが出していたはずのサインに、あたしは気づいてやれなかった。これからは好きなだけ、お前さんの兄貴とイチャイチャしてくれていい」

「な、何です急に。会長がそんなこと言い出すなんて……何か変ですよ？　どうしたんですか？」

「ああすまねえ、変に怯おびえさせちまったかな？　いや別に他意はねえんだ。あたしゃ単に心からそう思ってるだけだから、言葉どおりそのまま受け取ってくれていいんだぜ？　な？」

「生徒会長」

　と、そこで那な須す原はらさんが口を挟む。

「何なら生徒会書記の仕事はわたくしが兼任しましょう。その代かわり、彼女にはしばらく生徒会の仕事を休んでもらってはどうかしら」

「おう、そいつは名案だな。頼んでいいかい副会長？」

「ちょ、ちょっと待ってくださいふたりとも！　それってつまり、わたしをクビにするってことですか!?
 　はっ……さてはわたしを生徒会から追い出そうという魂こん胆たんですね!?
 　そうなんですね!?
 」

「ああごめんなさい、そんなつもりじゃないの。ただ、今のあなたは何かと大変だろうと思って、それで親切のつもりで言ったのだけど……本当にごめんなさいね。むしろあなたの精神に負担を掛ける結果になってしまったみたいで。だけどお願い、ひとつだけわたくしの言うことを聞いてほしいの」

「な、何ですか？」

「困ったことがあったらわたくしに言って。悩みがあればわたくしに相談して。そして決して無理はしないで。わたくしはあなたと痛みを分かち合うことはできないけれど、あなたの力になってあげることはできるのだから」

「なっ……何ですか急に、気持ち悪い。那な須す原はらさんがわたしに笑いかけてきた上に、妙に親切なことを……こ、これはいったい何の前触れですか？　天てん変ぺん地ち異い？　それともハルマゲドン？」

「及およばずながら僕も協力させてもらうよ」

　と、今度は銀ぎん兵べ衛えまで手を挙げて、

「出会ってからまだ日も浅いが、君は僕の親友の妹であり、そして同じ釜かまの飯を食う間柄でもある。君のためにできることは可能なかぎりしてあげたい」

「ぎ、銀兵衛さんまで……？」

「とっておきのレシピを教えてあげてもいいし、家事のコツを教えてあげてもいい。あるいは君と秋あき人とが離れ離れになっていた六年間の間にどんなことがあったか、事こと細こまかに伝えてあげることもできる。君の知らない秋人の姿──興味はあるだろう？」

「それはもちろんありますけど……でもどうしていきなりそんな話を？」

「なあに、単なる親切心さ。他ほかには何の理由もないよ、うん決して」

「うう……」

　会長さんと那須原さんと銀兵衛。

　三人から急に親身にされて、妹はあからさまに警けい戒かいしている様子だ。

「……あの、お兄ちゃん？」

「ん？　何だい？」

「みなさんがあんなこと言ってるんですけど……な、何だかおかしいですよね？　ぜったい何か企たくらんでますよね？」

「んー？　いやまあ、みんながああ言ってくれてるわけだし。お言葉に甘えさせてもらったら？」

「そうだぜ姫ひめの小路こうじ？　こういう時ぐらいは先輩を頼ってくれや」

「わたくしだって鬼ではないわ。確かにこれまでは、何かとあなたと意見が対立したこともあったけれど、それももう過去の話よ。そんなことより、あなたの身体と心の方がずっと大切だわ」

「まったくだね。人間にとって『健康』ほど重要で、それでいて軽く見られがちなものはない。君はまだ将来のある身だ、自みずからをもっと大切にしてくれたまえ」

「……うう、やっぱり変だし……どうしていきなりこんなやさしい言葉を？　これじゃまるで……はっ!?
 」

　何かに気づいたらしい妹が目を丸くして、

「あの、まさかとは思うんですがお兄ちゃん」

「うん。何だい？」

「みなさんひょっとして、わたしのこと病気か何かだと思ってません……？」

「ば、馬ば鹿かだなあお前さん。何を言ってるんでぇ？」

　少し口ごもりながら、会長さんが困り笑いをする。

「あたしらちっともそんなこと思ってないぜ？　生徒会の同僚であり、同じ寮りようで暮らす仲間であるお前さんに対してそんな……なあ副会長？」

「そ、そうね、気にしすぎだと思うわ。姫ひめの小路こうじさん、あなたちょっと疲れてるのよ。きちんと休めばきっと良くなるから」

「そうそう、僕もまったくの同感だね。妹くん、君はとても繊せん細さいで傷つきやすい子だから、だから僕たちはちょっと心配しているだけなのさ。無理をしないで、落ち着いて、決して感情を高ぶらせてはいけないよ。君の身体に毒だから。ね？」

「や、やっぱりわたしをそういう風に扱あつかってるじゃないですか！　確かにわたしは血の繋つながったお兄ちゃんが大好きだし、お兄ちゃんと兄妹きようだいの一線を越えたいとも思ってますけど、でもそれだけのことなんです！　それ以外は普通なんです！」

「おう勿もち論ろんだとも、お前さんは異常でも何でもない。二に階かい堂どう嵐あらしの名にかけて保証してやるさ。なあ副会長？」

「ええそうよ、もちろんよ。もしもあなたを変態呼ばわりして不当に侮ぶ辱じよくするような輩やからがいたら、遠えん慮りよなくわたくしに言って頂ちよう戴だい。必ずそいつを社会的に抹殺して、今まで生きてきたことを後悔させてみせるから」

「みんなの言うとおりだよ妹くん。周りの雑音に耳を傾ける必要なんかない、君は君の思うとおりに、伸び伸びと生きてくれればいい。それで仮に君が何か仕出かしたとしても、ちゃんと僕たちがフォローしてあげる。たとえそういう事態になったとしても、決して君に悪気があったわけじゃないって、僕らは知ってるんだから」

「……あの。まさかとは思いますけど」

　異様なほどやさしく扱われた妹が、ちょっと不安げに、

「そんなことはありえないと思うんですけど……わたし、ほんとに病気だったりとかしませんよね？」

「…………
 」

「…………
 」

「…………
 」

　ついっ、と。

　一斉に目を逸そらす会長さん＆那な須す原はらさん＆銀ぎん兵べ衛え。

「えっ？　じょ、冗談ですよね？　またまたそんな、みなさん意地悪なんだから～」

「…………
 」

「…………
 」

「…………
 」

「や、やめてくださいよそんな、ちゃんとわたしと目を合わせてくださいよ。ね？　ほら、わたし怖くないですよ？　とっても普通ですよ？」

「──あ、安心しなよ姫ひめの小路こうじ」

　堪たまりかねた、とばかりに会長さんが強こわ張ばった笑顔を作り、

「気にするこたぁない、何も心配はいらねえ。たとえお前さんが入院させられちまったとしても、あたしらがちゃんと毎日お見舞いに行って──」

「会長！　言葉は慎つつしんで頂ちよう戴だい！」

「す、すまねえ副会長。あたしゃついうっかり……」

「彼女は今とてもデリケートな状態なんだから、ちゃんと気をつけてあげないと。──ごめんなさいね姫小路さん、だいじょうぶよそんなに怯おびえなくても。わたくしたちにすべて任せてくれれば悪いようにはしないわ」

「そうとも。僕たちに任せてくれれば、何もかも上う手まくいくように取り計らうと約束しよう。だから妹くん、今だけは我慢してほしい。君に何があったって僕らは仲間であり、友人でありつづけるんだから。ね？」

「ううううううう[image: ]
 [image: ]
 [image: ]
 [image: ]
 [image: ]
 [image: ]
 [image: ]

 っっっ！」

　妹は唸うなり声ごえを上げ、涙目で席を立ち、

「わたし病気じゃないもん！　普通だもん！　うわあああん！」

　そのまま食堂を走り去ってしまった。

「……さて」

　お茶をすすりつつ、何食わぬ顔で会長さん。

「そんじゃま、話の続きをしようや。次は誰だれのニックネームを考えるんだっけ？」

「……会長さん。それに那な須す原はらさんと銀ぎん兵べ衛えも」

　さすがにノーリアクション、ってわけにはいかないだろう。

「ほどほどにしておいてくださいよ？　確かにウチの妹は、からかってると楽しいヤツですけど」

「かかか。いやいやすまんすまん、アイツの反応が可愛かわいいからつい、やりすぎちまうんだよなあ。しかし姫小路秋あき人と、お前さんも人のこたァ言えねえだろ？　ん？」

　まあ確かに。

　ころころ変わる妹の表情が面白くて、最後まで放ほうっておいたのは事実である。

　ま、底抜けに明るくて前向きで、立ち直りの早いヤツだし。みんなそれを知っててやってるんだろうから、ちょっと釘くぎを刺しておけばそれで足りるとは思うけど。

「そんなことよりニックネーム決めの続きをしようぜ。あたしゃ個人的に、銀ぎん兵べ衛えのことは『ぎんぎん』って呼びたいんだけど、どうよ？」

「……できれば遠えん慮りよしてもらいたいかな。いくらなんでも軽すぎるというか、可愛かわいすぎやしないかい？」

「わたくしはいいと思うけれど。実際にあなたは体重も軽いのでしょうし、とても可愛らしいのだから」

　しかしまあ、みんな次第に妹の扱あつかい方を覚えてきたようだ。

　加えてさっきはまるで、事前に打ち合わせでもしたみたいに息が合ってたし。おまけにそろいもそろって演技派なんだよな、どこかの劇団からスカウトが来てもおかしくないくらいに。こんな連中から集中砲火を浴びる秋あき子こはたまったものじゃないだろう。

「だったら僕は、那な須す原はらくんのことを『あなあな』と呼ぼうじゃないか」

「あら、ミス・リリアナ学園たるわたくしには似合わないわ、その呼び方は」

「そうだな、あたしゃむしろ副会長のことを『子猫ちゃんプツシー・キヤツト』って呼びたいんだが」

「会長のそれは、明らかに性的な意味合いが含まれているでしょう？　十年に一度くらいはそっち方面から離れてみたらどうかしら」

　ともあれ。

　半なかばお遊びで始まった今回の余よ興きようは、思いのほか白熱したまま、その後もしばらく続いたのであった。ひとりだけ割を食った形の妹はご愁しゆう傷しようさま、ということで。





同日（ＰＭ７：15
 ）（学生寮りよう・食堂）









「みんなでお風ふ呂ろに入ろうぜ」

　と会長さんが言い出したのは、食堂に一同が会して夕食を取っている最中だった。

「古来より、裸はだかの付き合いこそが親しん睦ぼくを深め合うための最高の方法だ、ってのは相場が決まってる。ここはひとつ、あたしらもそれに倣ならうとしようや。なあ寮長？」

「いやー。どうなんでしょうね？　それって」

　話を振られた僕は、鰆さわらの西さい京きよう漬づけに箸はしを伸ばしつつ首をひねる。

「確かにここのお風呂場って、もともと大人数で入れるように造られてますから。みんなで一度に入ることはできますけど」

「おうよ。その通りだな」

「それにみんながそれぞれバラバラに入ると、いちいちお湯を沸かし直したりしなきゃいけないから、お世辞にも効率はよくないですよね」

「そうそう、効率がよくねえんだよな」

「この寮の運営記録を見ても、基本的にはお風呂場を開放する時間をかなり短くして、大人数でまとめて入るようにしてたみたいだし」

「うんうん。確かにそうだ」

「だからまあ、僕としては基本的に会長さんの提案に賛成なんですが」

「おう。さすがは寮長だ、話が分かる」

「ただしですね」

　僕はジト目で会長さんを見ながら、

「他ほかのみんながそれでもよければ、の話です。『捕食者プレデター』とか呼ばれてる会長さんといっしょにお風呂に入りたがる人がいるとは思えないんですけど」

「ふむ。でもまあ、とりあえずお前さんは賛成してくれるのかい？」

「そうですね。特に反対する理由はありません」

　寮の運営については、なるべく先人に倣うということになってるし。まとまった人数で入った方がメリットもありそうだし。

「じゃ、他の連中にも意見を聞いてみよう。副会長、お前さんはどう思う？」

「わたくしは別に構わないわ」

　と、那な須す原はらさんは意外にも賛成のようだ。

「二に階かい堂どう嵐あらしという人は、確かにケダモノには違いないけれど、でも思いのほか空気は読むわ。こういう流れで無む茶ちやはしないでしょうね」

　相変わらず表情に乏とぼしい顔で、しかし品よくハマグリのお吸い物をすすりつつ、生徒会長の肩を持つ那な須す原はらさん。

　確かにまあ、会長さんにはそういう面があるように思える。危険な捕食者プレデターには違いないが、ルールとかマナーはしっかり心得ているというか。実際問題、かつては数十人からの愛人を囲っていたにもかかわらず、二に階かい堂どう嵐あらしの悪い評判は一度も耳にしたことがなかったりするわけで。

「僕も別に問題ないかな」

　夕食の給仕をしながら、銀ぎん兵べ衛えもそんなことを言う。

「ここのメンバーが親しん睦ぼくを深めるいい機会だろうしね。強しいて反対するほどの理由が僕には見あたらないよ。……妹くんはどう思うかな？」

「……わたしは正直、あまり気が進まないですけど……」

「おや。それはどうしてだい？」

「だって、二階堂先輩がその状況で何もしないなんて、ちょっと信じられないし。それにやっぱりお風ふ呂ろって、ひとりでゆっくり入りたいじゃないですか」

「二階堂嵐という人は、あれでも名門学園の生徒会長だ。彼女が口にする言葉は決して軽くはあるまいよ。それに何も、毎日いっしょにお風呂に入ろうと言ってるわけじゃない。今日一日ぐらいはそういう機会があってもいいと思わないかな？」

「彼女には何を言っても無む駄だよ、ぎんぎん。何だかんだ理由をつけてはいるけど、結局のところは自分の身体に自信がないだけなのだから。そうでしょう姫ひめの小路こうじさん？」

「むうっ!?
 　それはどういう意味ですか那須原さん！」

「言葉どおりの意味よ。スリーサイズも身長も足の長さもわたくしに劣おとるあなたは、一糸まとわぬ姿でわたくしと並び立ちたくないのでしょう？　服さえ着ていればどうとでもごまかしは利くでしょうけど、お風呂場ではそうもいかないものね。……まあつまりそういうことよ、ぎんぎん」

「なるほど。スタイルに自信がないから入りたくないとはね、これは恐れ入った。下へ手たをすれば小学生と間違われる僕ですら、みんなに裸はだかを晒さらすことにためらいはないというのに。なんとも情けない話があったものだ」

「そんな、わたしは別にそんなつもりじゃ──」

「だったらひとつ、その言葉を行動で示してくれたまえよ。仮にも生徒会書記という立場にあるからには、妹くんにはぜひ協調性のあるところを見せてほしいものだ。……ところで『ぎんぎん』というニックネームは本当に定着してしまうのかい？」

「ま、とにかくそういうこった」

　と言って、意地悪げに笑ってみせる会長さん。

「お前さんは気に食わねえかもしれんが、今日ぐらいは付き合いな姫ひめの小路こうじ。服を脱ぬぐのが嫌ならいっそ着たままでも構わねえし、ひとりでゆっくり入りたいならあたしらが風ふ呂ろから出た後でまた入りゃいい」

「うう～……分かりました、分かりましたよ。わたしもいっしょに入ります。それでいいですね？」

「おうよ。それでこそあたしの可愛かわいい部下ってもんだ」

　ニンマリと満足げな会長さんである。

　しかしアレだ、女の子四人がお風呂場でキャッキャウフフか。

　日本全国の男子諸兄にとって、これほど心湧わき躍るシチュエーションはそうそうあるまい。もちろん他ほかならぬ僕にとってもそうだ。だって男の子だもん。

　とはいえ残念ながらそれは、女の子たちだけに許された憩いの一時。男の身である僕としては、ひとつ屋根の下でそういうパラダイス的なイベントが開かれてることを神に感謝するのみで、まあ満足するとしよう。

「さて。そんじゃまあ、晩飯を食い終わったらさっそく風呂にしようや。三十分もあれば湯ゆ船ぶねにお湯は溜たまるんだったよな、確か」

「あ、じゃあその辺は僕がやっておきますんで、みんなはお風呂に入る準備とかしててください。女の子のそういう準備はけっこう時間が掛るもんでしょうし。ああそうそう、みんながお風呂に入ってる間に、食事の片付けとかもしておきますよ」

　男には男同士の楽しみがあるように、女の子にも女の子だけの世界がある。ここはひとつ僕が裏方に回って、女の子たちにゆっくりお風呂タイムを楽しんでもらおう──みたいな感じで気を利かせたつもりだったんだけど。

「ん？　なに言ってんでえ」

　会長さんは怪け訝げんそうな顔をしてこう宣のたまった。

「あたしゃ『みんなで入ろう』って言ったんだぜ？　お前さんひとりだけ仲間はずれにするわけにゃいかねえだろ？　ん？」






　　　　＊







　というわけで、僕もお風呂にご相しよう伴ばんさせて頂くこととなった。





　……と、こう書いてても我ながら何を言ってるのか分からないというか、明らかにいろいろおかしいと思うのだけど、しかしいかに無む茶ちやで信じがたいとはいえ、目の前で起きている事実は事実として受け止とめねばならない。

　ゆえに僕は、あるがままをあるがままに、そして僭せん越えつながら小説家を生業なりわいにしているというプライドでもってして、事実をひたすら文字に連ねていく義務感に突き動かされているというか何というか。

「ふひゅーう。いやーいいお湯だねえ」

「不思議なものよね。別に温泉でも何でもないのだけど、確かにとてもいいお湯だと感じられるわ。古いけれどいい造りのお風ふ呂ろだから、余計にそう感じるのかもね」

「……というか、本当に秋あき人とまでいっしょに入ってくるとはね。場の空気とか流れとかいうものは、時として奇妙な結果を招くものだよ……」

「お兄ちゃんとお風呂……お兄ちゃんとお風呂……」

　ちゃぷちゃぷ。

　ぴしゃぴしゃ。

　湯ゆ船ぶねに立つ波の音の合間を縫ぬって、聖せいリリアナ学園の誇る生徒会の面々のおしゃべりが耳に届いてくる。
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「いや、しかしそれにしても、この寮りようを取り壊そうとしてた連中はアホとしか言いようがねえな。こんな立派なお風ふ呂ろ場ばは、ちゃんと手入れして使ってやらねえとバチが当たるってもんだぜ」

「会長もたまには真っ当なことを言うわね。このお風呂場の使い込まれた、それでいて清せい潔けつ感かんを保った雰囲気……そしてレトロでありながらどこかモダンなデザイン。どちらも素す敵てきだわ。元々は女子寮として使われていたと聞いたけど、それも納得ね。建物全体がそうだけど、このお風呂も歴代の寮生たちによって丁寧に扱あつかわれてきた形跡が、そこかしこに感じられるもの」

「……この状況で暢気のんきにお風呂場の感想を言い合ってる君たちは、なるほど大した大物だと思わざるを得ないね。いや、何だかんだで話に乗ってしまった僕が言うことじゃないかもしれないが……」

「お兄ちゃんとお風呂……お兄ちゃんとお風呂……」

「よう姫ひめの小路こうじ秋あき人と。お前さん、さっきからひとことも口を利いてねえが、ちゃんと楽しんでるかい？　いいお湯だろ？」

「は、はあ。ええまあそうですね」

　とは答えたものの、お湯を楽しんでる余裕なんぞあるわけない。一いつ糸し纏まとわぬ女の子たちと一緒に湯ゆ船ぶねに浸つかるというトンデモシチュエーションで、顔色ひとつ変えずに『ほんといいお湯ですねえ』と答えられる男がいたら、そいつは男であって男ではない。少なくともこの僕は、そういう人とは一生友達になれないし、分かりあうこともないと思う。それはもう確信をもって断言できる。

「かっかっか、なーに硬くなってんだよお前さん。いっしょに風呂に入るつったって、お前さんは目隠ししてる上に水着もちゃんと着てるんだからよ。別にどうってことはねえだろ？　ん？」

「いやいやいやいや」

　無む茶ちやを言ってくれるものだ。

　そりゃあね？　正直言って異性に対する興味については、平均よりちょっとだけ淡白な方かもなあ、と自覚してないわけじゃないけど。女の子四人がお風呂に入ってる中で男ひとり、という状況で何も思わないほどには人生悟りきっていないのだ、僕は。

　当然ながら、目隠ししてるから問題ない、なんてことは考えられないし。むしろ視力が奪われてしまっている分だけ、聴覚やら嗅きゆう覚かくやら想像力やらはよりいっそう刺激されてしまうとも言えるわけで。

「ま、それでもこんなアウェーの状況に乗り込んできたことについては、きちんと評価しなきゃいけねえな。いくらおいしいシチュエーションとは言っても、普通の男なら尻尾しつぽ巻いて逃げ出してるところだろうしよ」

「頑がん固こなくせに流されやすいところもあるという、妙な男だからね秋あき人とは。……まあ今回に限っては、僕もあまり人のことは言えないだろうけど……いやもう本当、今すぐにでもお風ふ呂ろから出てしまいたいよ……」

「なんでえなんでえ。ぎんぎんよ、お前さんまでそんな軟なん弱じやくなことを言い出すのかい？　素すっ裸ぱだかつっても、どうせ寮りよう長ちようさんの目にはあたしらの姿は映ってねえんだから。置物か何かだと思っておきゃいいんだよ」

「会長の言うとおりだわ。こうなった以上は堂々とお風呂を楽しむべきよ」

「会長はともかくとして、那な須す原はらくんまでそんなことを。まったく理解に苦しむよ」

「あら。だったら本当にお風呂を出てもいいのよぎんぎん？　わたくしとしてはライバルが減ってくれるのは大歓迎なのだから。もっとも、あなたがお風呂を出た後にどんな美お味いしいイベントが発生したとしても、あなたひとりだけ蚊か帳やの外そと、ということになってしまうでしょうけど」

「そんなことを言われて僕だけがリタイアできるわけないだろう？　君たちと秋人だけを残したら何が起きるか分からないし。毒を食らわば皿まで、ってことぐらいは僕にだって分かってるさ。……ところで話は変わるけど、本当にその呼び方は定着してしまうのかい？」

「お兄ちゃんとお風呂……お兄ちゃんとお風呂……」

「つーかよ。さっきから姫ひめの小路こうじ妹の様子がおかしくねえか？」

「彼女がおかしいのはいつものことよ」

「恍こう惚こつとした表情のまま、ずっとひとりでうわごとを呟つぶやいているね。大方あれだ、秋人といっしょにお風呂に入っているという事実だけで、幸せを感じる神経が限界を迎えてしまったんだろうさ」

「目がイっちまってるもんなあ……ほんと骨の髄ずいからブラコンだねェ、こいつは」

「ここまでくると本当に病気よね」

「うむ。やはり妹くんは、秋人との関係をこの際きっちり見直すべきだろうね。それが彼女のためでもある」

　いやはや。

　視界を奪われてるから細かい状況までは分からないけど。何やらずっとうわごとっぽいのを呟いている秋あき子こを除けば、意外なほどみんなこの状況に馴な染じんでいるようだ。最初は渋っていた銀ぎん兵べ衛えも、だんだん状況に慣れつつあるみたいだし。

　ちなみに今回の暴挙は、会長さんがテンポよく推し進め、那な須す原はらさんが飄ひよう々ひようと後押しし、秋あき子こが口車に乗って、僕と銀ぎん兵べ衛えが流された、という感じなのだけど。転入してきたばかりの僕たちふたりが同じ側に立ったのは、たぶん偶然の一致ではないと思う。こういう無む茶ちやが意外なほど自然にまかり通ってしまうのも、聖せいリリアナ学園の気風なのではないだろうか。いやはや恐るべき名門校だ、いろんな意味で。

「ところでお前さんたち」

　と言って会長さんが話題を変える。

「こうしてわざわざ裸はだかの付き合いをしてるのは他ほかでもねえ、あたしらの間で親しん睦ぼくを深め合うためだ。そのためにひとつ、ちょっとしたイベントをやってみねえかい？」

「はあ。イベントですか」

　相変わらずの居心地の悪さを引きずったまま、姿の見えない会長さんに問う僕。

「それ自体には反対しませんけど、なるべく穏やかなものでお願いしますよ？　ただでさえ今の状況ってのは、学園側から見たらかなりアウトな感じだろうし。一応この寮りようの責任者をやってる身としては、あまり無茶なのは勘弁してもらいたいというか」

「安心しねェ。単に背中の流しっこをするだけさ」

「流しっこ？　背中の？」

　確かにまあ、我が国の由緒正しいお風ふ呂ろイベントではある。

　無難かつ目的にも適かなっていて、しかも基本的には健全だ──男女混浴の状況が健全かどうかはともかくとして。

「でもなあ……会長さんの言い出したことだしなあ……」

「不安がるこたァねえよ。あたしゃ伊だ達てと酔すい狂きようを愛する女なんでな、粋いきじゃねえことと興きよう醒ざめなことは大嫌いなんだ。妙なことは企たくらんでねえし、小細工するつもりもねえ。そいつは保証する」

　ふむ。

　確かに二に階かい堂どう嵐あらしの言葉は決して軽くはあるまい。彼女がここまで言うからには素直に信じていいだろう。仮に悪巧みをするとしても、もっと別な機会に、別のやり方でやりそうだしな、この人なら。

「ひとつ屋根の下で暮らすあたしらが、裸で風呂に入り、お互いに背中を流す。ここまでやりゃあ嫌でも絆きずなは深まるってもんだぜ」

「まあそうなんですけどね。でもよくよく考えるとこのイベントって、性的に二刀流な会長さんが一方的に得をする感じじゃないですか？　今ここにはあなたの愛人候補が勢せい揃ぞろいしてるわけだし」

「あたしが参加するのが不安だってんなら、別にお前さんたちだけでやってくれて構わねえぜ？　繰り返し言ってる通り、こいつは親しん睦ぼくを深め合うのが目的だ。あたしの私利私欲で提案してるわけじゃねえ。……ま、つってもあたしひとりだけ指をくわえて見てるだけってのも、さすがに寂しいもんがあらァな。できることならあたしも参加させてもらいたいところだけどよ？」

「いやまあ、会長さんがそこまで言うなら、さすがに信用しますから。ぜんぜん参加してもらっていいと思いますけど」

「おうよ。助かるぜ」

「まあ僕はそれでいいとして。他ほかの人はどうなの？　那な須す原はらさんとかは？」

「わたくしは別に構わないわ」

　と、副会長からの返答。

「普段の言動はともかく、この場に限っては会長の言うことはもっともだし。特に反対する理由は見つからないわね」

「ふむ、そっか」

「そんなことよりわたくしのことはアナと呼んでほしいと、以前から繰り返し言ってるのに、いつになったらあなたのトリ頭は覚えてくれるのかしら？　あまりしつこくわたくしの要求を無視し続けると、脱衣場に脱ぬぎ捨ててあるあなたの下着をふんどしに取り替えるわよ」

「ここでそのお気に入りネタを持ち出すのか……」

　さっきニックネームを考え合ってた時には何も言わなかったのに、ほんとよくわからない子だな。

「ちなみにふんどしの股こ間かんの部分にはメンソレータムをたっぷり塗っておいてあげるから、期待していて頂ちよう戴だい」

「いや、それはホントにやめてよ？」

　僕が妙な性せい癖へきに目覚めたらどうしてくれるんだ。

「ええとじゃあ銀ぎん兵べ衛えは？　君もこの企画に賛成？」

「気は進まないけどね」

　親友の声はため息混じりである。

「今さら後に引くのも癪しやくに障さわる話だし、できる限りは付き合わせてもらうよ。郷に入りては郷に従え、という格言もあるしね」

「君まで乗ってくるのか……」

　長い付き合いになるこの友人は、基本的には真面目まじめで堅物で勤勉の部類に入る。最近はそうでもなくなったけど、かつてはグータラな傾向のあった僕に対して苦く言げんを呈ていすることしばしばだった。

　つまりまあ、北欧系の血統で男の子みたいなしゃべり方をするというキャラは強烈だけど、たぶんこの寮りように住んでる人間の中では一番まともなわけで……その彼女までが聖せいリリアナ学園の気風に毒され始めてるとなると、ちょっとした戦せん慄りつを禁じ得ない。

「やむを得ないさ」

　僕の内心を読み取ったのか、銀ぎん兵べ衛えは苦笑まじりの声で、

「僕だって一応は、自分のことを常識人の部類に入れていたんだよ。しかしながらこの生徒会の連中といっしょにいると、『常識』の枠組みが瞬く間に破壊されていくのを自覚させられるね」

　それについてはまったくの同感。

　こっちに転校してきてこの方、勝手の違いに戸惑うこと一度や二度ではない。名門中の名門とされてるリリアナのトップが、まさかこんな変人ぞろいとは。その中に我が妹が含まれているのも、ご愛あい敬きようでは済まないアレさであるし。

　まあどちらにしても後の祭り。

　僕と銀兵衛はよそ者同士、親友同士、これからも助け合って上う手まくやっていきたいところである。少数派は常に身を寄せ合って、外の脅きよう威いに抵抗していかなきゃ生き延びられないのだから。

「ええとじゃあ秋あき子こ、お前はどうするんだ？　背中の洗いっこに参加する？」

「お兄ちゃんとお風ふ呂ろ……お兄ちゃんとお風呂……」

　妹に話を振ってみるも、相変わらず何かぶつくさ言ってるだけで反応がない。

　長年の経験からしてこの声はアレだ、完全に自分の世界に入っちゃってるな。ぽや～んとした顔でほっこりしてる姿が目に浮かぶようだ。

　うん、まあ妹は放ほうっておくとしよう。下へ手たに正気に戻られると、それはそれで話がややこしくなりそうだし。

「ええとそれじゃ、秋子は不参加ということで、残りのみんなで背中の洗いっこをしようと思うんですが」

「おうよ。待ちかねたぜ」

「でもその前にひとつ確認しておきたいことが」

「ん？　何でえ？」

「今回のイベントって、僕も参加するんですか？」

「そりゃ当然だろ？　むしろお前さんが参加しなきゃ始まらねえ、ってくらいだぜ」

「いやでも僕、いちおう男なんで。目隠しして女の子とお風ふ呂ろに入るまではかろうじてアリだとしても、女性の肌にまで触っちゃうのはちょっと……」

「今さら細かいこと気にしてんじゃねーよ。背中の流しっこなんざ、タオルの上からごしごしやるだけだろ？　んなもん触ったうちに入らねえって」

「いやでも、目隠ししたままで手を動かすと、どんな風に手元が狂うか分からないんじゃないですか？」

「なんだ、それってむしろ美お味いしいシチュエーションじゃねえか。そういうどさくさに紛れておっぱいのひとつも揉もんでこそ、一人前の男ってもんだろ？」

「会長さんがどう考えようと勝手ですが、僕にまでその価値観を押しつけないでくださいよ」

「お堅いヤツだねえ……分かった、そんじゃこうしようぜ。お前さんは洗う側には参加しないで、洗われる側にだけ参加する。それなら問題ねえだろ」

「いやまあ、それでも普通に問題ありますけどね？」

　ハダカの女の子に背中を流してもらうなんて、そんなサービスは風営法の基準を満たした大人の店でしか受けられないはずだ。

　とはいえ、そんなことまで言い出したら話が進まない。銀ぎん兵べ衛えも言っていたとおり『毒を食らわば皿まで』の精神で、ここはひとつ──

「僕も問題あると思うね」

　と思ったら、その銀兵衛からクレームがついた。

「僕が今回の催もよおしに曲がりなりにも賛成したのは、あくまでも女同士の行為であることを前提としているからであって、秋あき人とまで参加するなら話は違ってくる。そもそもこの場に彼がいるというだけでもいろいろ間違ってるんだ。そういうことであれば僕は遠えん慮りよさせてもらうよ」

　ごもっともな意見である。

　というかむしろ、銀兵衛の主張は僕の方こそ強硬に主張したいのだが、

「ぎんぎんよ。ここまできてそいつァねえぜ」

　僕と同じ心情を、会長さんが呆あきれ声で代弁する。

「せっかく話が纏まとまりかけてるところで腰を折るのは頂けねえな。協調性ってやつをもう少し考えてくんなよ、協調性ってやつを」

「会長さんの仰おつしやりようはもっともだけど、それでも限度というものがあるはずさ。良識と常識に照らし合わせて、僕はとても賛成できないね」

「ははあ。お前さんって口は達者だし頭も切れそうなのに、その辺は意外に融ゆう通づうが利かねえのな。往おう生じよう際ぎわが悪いっつーか何つーか……」

「ぎんぎんは純情なのよ」

　と、今度は那な須す原はらさんまで口を出してくる。

「京都を飛び出して単身こちらまで乗り込んできたというから、もっとガツガツした肉食系かと思っていたけれど。どうやらこちらの思いこみだったみたいね。だけど考えてみればそれも納得だわ。なにしろ六年もの長きにわたって、あっきーと親友同士の関係なままだったんだもの」

「……何が言いたいのかな？　那須原くん」

「別に何も。ただ率直な感想を述べているだけよ」

「そうかい？　僕の耳には、君の言葉が侮ぶ辱じよくのそれに聞こえるのだけどね？」

「あらそれは誤解よ。むしろまったくの逆だわ。なぜならわたくし、何だかあなたのことが可愛かわいく思えてきたもの」

「可愛いだって？　やっぱり僕を見下しているんじゃないか。その評価はまったくもって不本意だよ」

「不本意だろうと何だろうと、可愛いものは可愛いのだから仕方ないわ。健けな気げで奥手で一いち途ずで──体つきこそ幼いけど、手足がすらりと長くて、腰だってとっても細くって。お目々だってぱっちり大きいし、睫まつ毛げもびっくりするくらい長いし、髪の毛は銀色でさらさらで……嗚あ呼あ、わたくしどうして今まで気づかなかったのかしら。ぎんぎんって、本当にとてつもなく可愛らしい女の子よね。きれいに着飾ってわたくしの部屋に置いておきたいくらいに」

「……那須原くん。なんだか君、キャラが変わってきてないかい？」

「それにお肌だって赤ちゃんみたいにすべすべで──ねえぎんぎん、ちょっと触ってみてもいいかしら」

「なっ──やめてくれたまえそんな、気色の悪い」

「やんっ、ちょっと引き気味になってる顔もとっても可愛らしいわ。ねね、ちょっと抱っこさせてもらってもいいかしら」

「ば、馬ば鹿かなことを言うのはやめたまえ。まさかと思うが君、会長さんと同じ趣味の持ち主なのかい？」

「あら誤解よ。わたくしはただ可愛いものが大好きなだけ」

　……何やら妙な流れになってるようだけど、目隠しされてて状況のよく分からない僕としては、口を出すタイミングを見つけづらい。

　とりあえず理解できるのは、那須原さんと銀ぎん兵べ衛えの間に、一風変わった関係が構築されつつある、ということだけだ。

「まあその辺にしときな副会長」

　と、そこで会長さんが止とめに入る。

「ぎんぎんも本気で引いてるし、話の本筋から離れすぎだわな。これじゃいつまでたっても先に進めねえ」

「あら失礼。わたくしとしたことが」

「とりあえずだな、ぎんぎん。ひとつだけ確かに言えることがあるぜ。この事実を前にしちゃ、お前さんの迷いなんざ一瞬で消し飛ぶと思うんだが、聞いてみねえかい？」

「……拝はい聴ちようしよう」

「なあにシンプルな話さ。お前さん、自分以外の女が姫ひめの小路こうじ秋あき人との背中を流してるのを、黙って指をくわえて見ていられるのかい？」

「…………
 」

　沈黙。

　しばしの間、お湯の流れる音だけがお風ふ呂ろ場ばに響いて、

「……今回だけだよ？」

　搾り出すように、ほとんど唸うなるように。銀ぎん兵べ衛えは言った。
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「おうよ、それでこそあたしの可愛かわいい部下ってもんだ。肩を怒らせてわずかに震えながら、しかしそれでも苦く渋じゆうの決断を下すお前さんの姿は、正直かなりそそられるものがあるぜ。これでお前さんは『あたしの愛人にしたいやつランキング』で一いち躍やくトップに躍り出た、ってわけだな」

「たわ言はそのくらいにしてさっさと始めよう。順番とやり方はどうするんだい？」

「やり方は適当でいいさ。こいつはコンテストじゃなくて親しん睦ぼくを深めるためのイベントなんだしよ。順番は……そうだな、ぎんぎんが最初でいいだろう」

「なっ、僕が最初に？」

「おうよ、お前さんの苦渋の決断に敬意を表してな。姫ひめの小路こうじ秋あき人ともそのうち刺激に慣れちまうだろうし、こういうのはいちばん最初がいちばん美お味いしい」

「ぼ、僕は君たちと違って、こういう状況に慣れてないんだから。先陣を切ってやるのはちょっと……」

「何でえ、ここまで来て怖おじ気けづくのかい？　お前さんも女なら一発度胸を見せてみなよ。こんなところで腰が引けてるようじゃ、レースからあっという間に脱落しちまうぜ？　せっかく京都くんだりからここまでやってきてさ」

「く……」

　何やらずいぶんと葛かつ藤とうしている雰囲気の銀ぎん兵べ衛えだったけど、やがて小さく吐息する音が聞こえて、

「秋人。洗い場に座りたまえ」

「あ、うん」

　言われて湯ゆ船ぶねから立ち上がり、記憶を頼りに手探りで洗い場を探り当て、お風ふ呂ろ用の椅い子すに腰かける。

　お湯にずっと浸つかりっぱなしだったから、ちょっと足もとが覚おぼ束つかない。これは湯あたりしちゃったかな？

「コホン。ええとそれじゃ、始めさせてもらうよ」

「ああうん。よろしく銀兵衛」

「言うまでもないことだが、僕はこういう状況を経験するのが初めてだ。至らぬところも多々あるだろうが、大目に見てほしい」

「うん。わかったよ」

「さて、それでは君の背中を流すに際して、何かリクエストはあるかい？　できる限りご要望にはお応こたえしたいと思うのだけど」

「いやー。つっても僕だって、こういうことされるのは初めてだし。床とこ屋やとか美容院に行く時みたいには、すぐにリクエストが出てこないというか」

「そ、そうか。まあ馴な染じみのない状況なのはお互い様ということで、ともかく始めさせてもらうとしよう」

　言って、銀ぎん兵べ衛えは準備を始める。

　風ふ呂ろ桶おけに湯を入れる音。

　タオルをお湯に浸し、石せつ鹸けんだかボディソープだかを泡立てる音。

　そして無む闇やみに高まってくる緊張感。

「ええとじゃあ……いくよ？　秋あき人と」

「う、うん。あ、でも銀兵衛、だいぶ長いこと湯ゆ船ぶねに入ってたけどだいじょうぶ？　のぼせてない？」

「ああ、確かにちょっとね、頭がくらくらしてはいる。でも問題ない、背中を流すくらいなら差し障さわりはないさ」

「そっか。うん、それじゃよろしく」

　そして僕の背中に、タオル越しの親友の手が触れた。

「……思いのほか広いんだね。背中」

「そ、そう？」

「うん。サボってばかりだったけど、それでも鷹たかノの宮みやで鍛えられていたからね、秋人は。その成果が出てるんだろう」

「まあ、ここ何年かはそれなりにやってたさ。鷹ノ宮に引き取られた最初のころは確かに真面目まじめではなかったけど……というか銀兵衛」

「なんだい？」

「君、ちょっと手が震えてない？」

「ぜんぜん震えてないよ言いがかりはやめてくれたまえ。そんなことより、おしゃべりをしていると気が散って集中できない。ちょっと黙って──」

「あ痛」

「ご、ごめん！　つい手に力が入って……もう少しやさしくするから……」

「いや、強めにやってくれていいよ。ちょっと痛いぐらいなら……むしろちょうど気持ちいい感じだし……」

「そ、そうかい？　それじゃ……こんな感じかな？」

「あ、そこ。気持ちいいかも」

「そうか。じゃ、こんなのはどうかな」

「ああ……うん、それもいいな」

「じゃ、こんなのはどうだろう？」

「あっ──そう、そこいい。そのまま続けて──」

「……ひゅーひゅー」

　と。

　そこで会長さんの茶々が入る。

「いやはや、なんつーかこれは……なあ副会長？」

「ええそうね、なんだかコメントに困る雰囲気ね」

「言い出しっぺのあたしが言うのも何だが、見てるこっちがのぼせちまうよ。風ふ呂ろの熱さとは関係なしにさ」

「まったくだわ。仮にこれがぎんぎんではなく、姫ひめの小路こうじの妹の方であれば、土下座して謝るまで言葉責めにしてあげるところだけど。でもぎんぎんは可愛かわいいから許してあげようかしらね」

「な、なんだい君たちは。持って回ったような言い方をして」

　外野からの野や次じに、銀ぎん兵べ衛えは背中を流す手を止とめて、

「ごちゃごちゃ言われると集中できないよ。少し黙っていてくれたまえ」

「そうかい、そいつは申し訳ねえ。でもよお……なあ副会長？」

「ええそうね、会長の言わんとするところは理解できるわ。同じ立場から状況を見守っている身であれば、誰だれしもが同じ感想を持つでしょうし」

「……言いたいことがあるなら、せめてハッキリ言ってほしいね。でなければ妨害行為もいいところだ」

「そうかい？　だったらリクエストに応こたえて言っちまうが──」

　一瞬の溜ため。

　そしてひどくニヤけた感じの声で、

「ぎんぎんよ。お前さん、嫌がってた割にはけっこうノリノリでやってるじゃねえか。でもってハダカの女が頬ほおを染めながら男の背中を流してるって構図は、想像以上にエロかった。正直反省している」

「そうね、さすがにわたくしもちょっと引いてしまったわね。それとぎんぎん、あなた自分では気づいてないんでしょうけど、今のあなたたちの雰囲気って、まるっきり新婚初夜を迎えている夫婦みたいよ」

「なっ──!?
 」

　背中に触れている手から伝わる、激しい動揺。

　直後に銀兵衛が立ち上がる気配があって、

「バカなことを言わないでくれたまえ！　僕と秋あき人とはそんな──ひゃあっ!?
 」

　さらに次の瞬間、背中に『どすん』という衝撃が走った。

　後で知ったことだけど……この時の銀ぎん兵べ衛えは、のぼせ気味だったところに勢いよく立ち上がったせいでよろめき、僕の背中に倒れこんできたのである。むろん目隠しされてるから避さけようもなく、予測もできないから心の準備もできず、結果として僕は、

「のわっ!?
 」

　と声を上げて、タイルの床へ倒れこむことになった。

　言うまでもなく、倒れこんできた銀兵衛といっしょに、である。

「痛ててて……あ」

　そして痛みに顔をしかめながら目を開けると。

「……あ」

　銀兵衛が目の前にいた。

　何が起きたのかまだ把握できてないのか、きょとんとした顔で僕を見下ろしている彼女は、お風ふ呂ろに入る際の正しいスタイルである、一糸まとわぬ姿であって。

　でもってこの時の僕は何の因果か、床に倒れこんだ拍子に目隠しのタオルが外れてしまっていて。

「…………
 」

「…………
 」

　お互いに視線を合わせたまま、きれいに固まってしまう僕と銀兵衛。

　──親友同士であり、長い付き合いである。

　それでも男と女であることには変わりないわけで、体育の更衣室は別だったし、身体測定も別々だったし、つまりは男の親友同士であれば普通にやってるはずの『裸はだかの付き合い』ってやつを、当たり前だけど彼女とはやってこなかったわけで。

　だからもちろん、こういう機会は初めてなわけで。

　そして銀兵衛は本当にきれいだった。

　なるほど確かに背は低いし、身体の凹凸はひかえめだけど。でも顔は小さくて手足は長くて、ひどく均整の取れたプロポーションをしていて。北欧系の白い肌はやたらと張りがあってばっしばっしと水滴を弾はじいてるし、いやこれってほんとすごいんじゃないかな。

　……などと冷静に考えてる僕も、たいがい頭の感覚がどこかおかしくなってるわけで、

「──ひぅ」

　次の瞬間。

　銀兵衛の喉のどの奥から押しつぶしたような声が漏れ、大きな瞳ひとみに涙が浮かび、表情が紙を丸めたみたいに歪ゆがみ、そして──

[image: ]


　　　＊





　さて。

　長年の付き合いである僕でさえ初めて耳にする、銀ぎん兵べ衛えの可愛かわいらしい悲鳴と共に幕を閉じた今回の催もよおしだけど。『同じ悲劇を繰り返さぬためにも』という銀兵衛の強硬な主張により、今後は自じ粛しゆくされる方向と相成った。

　まあ当然である。

　というかむしろ、実現してしまったことが不可解な催しであった。この先はこういうことがないよう、自覚と自重を促していこう。うん。





　でもってひとつ、今回のイベントの副産物として特筆しておくべきことがある。

　僕といっしょにお風ふ呂ろに入るというシチュエーションだけで満たされてしまい、お風呂イベントではまったく出番のなかった妹だけど。ブラコンの極きよく致ちとも言えるその有様が決定打となり、ひとつの提案を突きつけられることになったのだ。

『姫ひめの小路こうじ秋あき人とと姫小路秋あき子こは、お互い別々の部屋で暮らすべきではないか』

　という、彼女にとっては驚天動地の、到底受け入れがたい提案を。





同日（ＰＭ９：00
 ）（学生寮りよう・食堂）









「わたしとお兄ちゃんが？　別々の部屋で？」

　お風ふ呂ろ上がりの休憩タイム、寮の食堂にて。

　会長さんと那な須す原はらさんと銀ぎん兵べ衛え、三人から提案を受けた秋子は、まったく知らない国の言葉で話しかけられたみたいに目をぱちくりさせた。

「えーとすいません、みなさんの仰おつしやってることがよく分からないんですが」

「むしろこれまでが不自然だったわけよ、よくよく考えればさ」

　提案者たちを代表し、会長さんが理由を述べる。

「どこのご家庭を見たってそうさ。どんだけ仲が良くたって、年とし頃ごろの兄貴と妹が同じ部屋で暮らしてる、なんてことは基本的にありゃしねえ。もちろん例外がないとは言わねえが、それだって何かしらの事情があってのことだろうさ。家が狭くて十分な部屋を用意できない、とか」

「はあ」

　いまいち話が呑のみ込めない、という顔で妹。

「ええとでも、わたしとお兄ちゃんはふたりきりの兄妹きようだいで、ふたりきりの家族だし」

「この寮りようが事実上の『姫ひめの小路こうじ家』だった時はな、そんなに不自然でもなかったさ。お前さんたちが住んでた部屋が、いわばひとつの『家』だったんだから。一部屋しか借り手のいないアパート、なんてのも、珍めずらしくはあっても有りえなくはないわけだしな」

「はあ、まあ」

「いずれにしても、今となっちゃ昔の話だ。今この建物はれっきとした学生寮であって、兄妹しか借り手のない閑古鳥の鳴くアパートじゃねえ。学園の管理で学生が運営する、ちゃんとしたルールのある共同生活の場だ」

「ええと……」

「寮規寮則にはこう書かれてる。『寮生は各個に部屋を持ち、各々が責任をもって管理すべし』ってな。ウチの学園は自主自律を重んじるところだからよ、学生寮もその例外じゃねえ。寮生は小なりといえども一国一城の主、誰だれにも頼らず自分のケツは自分で拭ふけ、ってことなんだろな」

「…………
 」

「百歩譲ってお前さんがごく普通の妹だったら、まあ見逃してやらんでもないさ。んでもよ、水着を着て目隠しもしてる兄貴と風ふ呂ろに入ってるってだけで、あっさり天国に行っちまう妹じゃなあ。おまけにお前さん、兄貴をひとりの男として愛してるって開けっぴろげに嘯うそぶいてやがるし。この状況でお前さんたちを同じ部屋で住まわせるとか、どうみても有りえねえ。何か起こった時も学園側に言い訳できねえし、そん時は同じ寮に住んでるあたしらも一定の責任を問われるだろうな」

「…………
 」

「以上の理由から、お前さんと姫小路秋あき人とは別々の部屋で暮らすべきだ。いや、そうせにゃなるめえよ。今日から今すぐ、とは言わねえが、なるべく早くお前さんたちには別々の部屋で暮らしてもらう。いいな？」

「……あの。ええと」

　ようやく事態が呑のみ込めてきたのだろうか。

　笑顔で話を聞いていた秋あき子この顔が、だんだん神妙なそれになってきたと思うや、急におろおろとうろたえ始めて、

「えっ？　え、でもわたしとお兄ちゃんは、六年ぶりにやっといっしょに暮らせるようになって、それで──」

「あなたがごく普通の妹であれば、六年間の空白を好きなように埋めてくれて構わないのだけど」

　反論する秋あき子こに、那な須す原はらさんがあくまで冷徹に指摘する。

「そうではない以上、これは極めて真っ当かつ妥だ当とうな判断だわ。わたくしはあなたのことが嫌いだけど、そんな個人的な事情とは何の関係もなく、世間の誰だれしもが納得する処置でしょうね、これは」

「それでもどうしても、というのであれば」

　と、今度は銀ぎん兵べ衛えが進み出て、

「あとは君たち兄妹きようだいがこの寮りようを出るぐらいしか手立てがない。もちろん根本的な解決にはならないし、せっかくこうしてひとつ屋根の下に暮らす仲間になったんだから、名な残ごり惜おしくはあるけどね」

　四し面めん楚そ歌か、孤立無援。

　圧倒的で隙すきのない、論破のしようもない正論を、怒ど涛とうのごとく突きつけられて。さしもの秋子も万事休すかと思われたけど、

「──ふ、ふーんだ！　そんな風にもっともらしいことを言っても、ぜんぜんダメダメなんですよっ！」

　劣勢から一転。

　いつもみたいに根こん拠きよ不明の、しかし自信満々の笑みを作って胸を張り、

「誰が何と言おうと、わたしとお兄ちゃんの愛は絶対なんですから。その証拠にお兄ちゃんはいろんな苦労をして──具体的にどんな苦労かは教えてくれないですけど、とにかくたくさんの苦労をして、こうしてまた兄妹ふたりで暮らせるようにしてくれたし。兄妹ふたりが暮らしていくだけのお金も──どんな仕事をしてるのかは教えてくれないけど、でもちゃんと稼かせいできてくれるし。それにわたしのしつこいぐらいのアプローチも、何だかんだ言って最後には笑って許してくれるし」

「……しつこいという自覚はあったんだな」

「とにかくその他もろもろの状況証拠から言っても、わたしとお兄ちゃんが相思相愛であることは明らかなんです！」

　思わず口を挟んだ僕のことは見て見ぬフリをして、妹は熱弁を続ける。

「確かにお兄ちゃんは、わたしのことをひとりの女として見てくれる気配はちっともないですけど！　でもわたしのことをとても大事にしてくれてることも確かですから！　わたしと別々の部屋で暮らすなんて、そんな無慈悲で不条理なことを認めるわけがありません！　ええ絶対に！」

「……ま、何もあたしらから強制するつもりはねえさ」

　と、最後に会長さんが話をまとめにかかる。

「この寮りようの責任者であり、姫ひめの小路こうじ家の家長でもある男の意見を、まずは聞かなきゃなるめえ。最終的な決定もまあ、コイツに一任するとしようや。たぶんそれが、一番どこからも苦情の出ないやり方だろうよ。なあ姫小路秋あき人と？」






　　　　＊







　とまあ、そういうわけで。

　生徒会の面々が一堂に会し、様々なことが立て続けに起きた寮生活初日の、その最後の最後で。僕と妹にとって根本的とも言える問題の解決を、突如として迫られる事態に陥おちいってしまったわけである。

　当然といえば当然だ。いやむしろ、これまで誰だれにも突っ込まれなかったことが不思議ですらある。

　妹が僕に向けてくる、兄妹きようだいの親愛の情を軽く超えた好意の表現。

　有あり栖す川がわや鷹たかノの宮みやが知ったら、鬼の首を取ったような顔で責め立ててきそうな──そうしたところで返り討ちにしてやるつもりだけど──秋あき子この倫理観の欠如に対して、いかに対処していくのか、という問題について。いよいよここに至り、何かしらの回答を出さねばならない機会が訪れてしまったらしい。





　さて。

　ここでひとつ、これまで触れてこなかったとある事柄について語ろうと思う。

　姫小路家についての話だ。





　これまでのエピソードで何度か触れてきた通り、僕と妹はこの六年間、それぞれ別の家で育てられてきた。

　僕は鷹ノ宮家に。

　妹は有栖川家に。

　でもってネーミングの大おお仰ぎようさからも想像できるとおり、この両家は古くから続くけっこうな名門で、今でも政財界に隠然たる影響力を持っている。

　もちろんこういった名門名跡はこのふたつだけでなく、僕が把握しておらず、あまり表立たない家名は他ほかにいくつもある。那な須す原はらさんのところは近年になって勢力を伸ばした家だろうから除外するとして、銀ぎん兵べ衛えのところの猿渡さわたり家もそうだし、会長さんの二に階かい堂どう家もどうやらそうらしいし──そして憚はばかりながら、我が姫小路家もそれらの末席に連なる一族だったりする。

　もっともウチの場合は、家格こそけっこうなものらしいけど、直系の人間がほとんど残っていない、いわば絶滅寸前の希少種だ。

　ではそもそも何な故ぜ、そんなお家断絶のピンチを迎えることになったのか──というところで、その主な原因たる父と母がようやく登場する。

　結論から言えば、父も母も実に困った人だった。

　困った人、という以外にちょっと表現の仕方が見つからない。

　もちろん悪い人たちだったわけじゃない。生命力に満みち溢あふれ、大いに仕事に打ち込み、明るく能天気な人柄は多くの人に愛されていた。他ほかならぬこの僕もまた、彼らを好きだった人間のひとりである。悪人どころか教科書に載ってもいいくらいの善人だった、とさえ言っていい。

　だがしかし、善人というのはこの世の中、必ずしも美徳になるわけじゃないし、プラスの作用ばかりもたらすわけでもない。父と母はその典型で──家庭人としてはかなり失格であり、罪作りな人たちだった。

　彼らをそういう、いわば『迷めい惑わく人』たらしめていた要素は主にふたつ。

　ひとつは自己保身への関心のなさ。

　もうひとつは他者を過信し、ゲタを預けすぎてしまう悪あく癖へきである。

　前者に関しては、名門であるはずの姫ひめの小路こうじ家に財産らしい財産が何ひとつなく、僕と秋あき子こが他家の世話にならざるを得なかった、という一点だけをみてもお分かりいただけるだろう。

　仕事大好き人間で、しかも有能だった父と母は、さまざまな事業を通して相当な額を荒あら稼かせぎしていたはずだけど。それらの収入をすべて寄付に回してしまったり、あるいは仕事仲間に気前よく分配することできれいさっぱり使い切ってしまう、そういう人たちだったのだ。

　まあ好きな食べ物はレトルト食品全般で、ほぼ毎食それらで済ませていたから、生きていくのに必要なお金がひどく少なく済む人たちだったとは思うけど。あとあんな生き方してたら、どのみち先は長くなかったんじゃないか、という気もするけど。

　後者については、家のことを年端もいかない僕に任せっきりにしてたことからも、容易に想像してもらえるのではないだろうか。十分な収入はあるんだから、家令なりお手伝いさんを雇うなりすればいいのに、いっそ潔いさぎよいほど、掛け値なしの純度百パーセント、僕に任せっきりだった。家事も家計も、妹の教育さえも、である。

　おかげでまあ、いろいろ勉強にはなったし、その経験があるから今の僕があるとも言えるのだけど、あくまでもそれは結果論。せめてゲタを預ける先は選んでくれと……いやでも、何だかんだで僕は家の運営をそれなりにこなせていたのだから、やはり両親にはちゃんと見る目があったのかもしれない。事実、そういう彼らが携わっていた事業の数々は順調に回っていたようだし。

　ともあれ。

　ひとつ確かに言えるのは、父も母も大変な変わり者であり、また異端者でもあった、ということである。

　あるいは風ふう雲うん児じ、と言ってもいい。

　伝統と格式を重んじる、旧態依然とした名門名跡の出身としては、まったくの突然変異であり、度を越えた天てん衣い無む縫ほうさは時に、ガン細胞あつかいされる原因となることもしばしばだったようだ。

　おまけにそのガン細胞ふたりはびっくりするくらい似たもの同士で、パズルのピースがぴったりはまるみたいに仲が良く、息も合っていた。それゆえふたりがまき散らす迷めい惑わくも、生み出す利益も、周囲への影響力も、尋常なものではなかったようである。それが当人たちにとって幸運だったのか不運だったのかは、評価の分かれるところだろうけど。





　……と、ここまで来たところでようやく本題。

　両親が健在だったころの、とある日の話だ。

「ねえ父さん。ちょっと訊きいていい？」

　その日は珍めずらしいことに（本当に珍しいことに）、父と母がそろって家でくつろいでいて。

　それで僕は、そのころずっと疑問に思っていたあることを問いただす機会に恵まれた、というわけなのだけど。

「うん？　なんだい秋あき人と？」

「僕と秋あき子こってさ。ひょっとしてホントの兄妹きようだいじゃなかったりする？」

「ほお」

　読んでいた小説から目を離し、父は僕に笑いかけて、

「どうしてそう思ったんだ？」

「どうして、っていうか。まあ何となく」

「そうか？　そんな風に見えないけどなあ。俺おれにはもっと、お前が確信もって言ってるように見えるんだが」

　突っ込まれた僕は、あっさり白状することにした。

「んーと実はね、友達と話しててさ」

「ほう」

「で、そこで女きょうだいの話になって」

「うんうん」

「みんなはね、言うんだよ。『姉ちゃんとか妹とか、まじうざい』とか、『ていうかきもい』とか、『そもそも女として見ることがありえない』とか。そんな風に言うからさ、すごくきょうだいの仲が悪いのか、と思ったらそうでもなくてさ。みんなけっこうちゃんときょうだいしてるというか」

「なるほど、なるほど」

「でも僕はさ、秋あき子このこと可愛かわいいと思うし。好き嫌いはともかくとして普通にひとりの女の子として見てるし。少なくとも、きもいとかうざいとかは思わないし。だから何か変だなーって思って。てことはさ、僕の頭がおかしいか、それとも秋子とは血が繋つながってないか、どっちかかな、って」

「そうかー。うんうん」

　と言って腕を組み、父はしばらくしきりに頷うなずいていたけど、

「おーい母さーん。ちょっと来てくれ」

「はいはい。何ですかお父さん」

「うん。なんか秋あき人とにバレちゃったみたい」

「あらあら。まあまあ」

　キッチンでメレンゲを泡立てていた母が、泡立て器とボウルを抱えたままこちらにやってきて、

「バレちゃったの？」

「うん。バレちゃった」

「お父さんがバラしちゃったの？」

「ちがうちがう。秋人が自分で気づいた」

「あらあら。そうなの」

　……そんな父母のやり取りを見ていた僕の感想は、『暢気のんきだなあ』のひとことに尽きる。双子として育てられてきた僕と秋子が実の兄妹きようだいじゃない、という事実は、姫ひめの小路こうじ家を根底から揺るがす大問題であり、余人には秘していたことのはず。それを暴かれた直後にしては、いかにもお気楽がすぎるだろう。

「そりゃあね、そういうケースだって想定してたからね、最初から」

　呆あきれ顔をしている僕を見て、しかし父は笑いながら、

「ましてお前からそんな真剣な目で見られたら、下へ手たにごまかしたりはできないよ。もともといずれ明かすつもりの話でもあったし」

「ああ……そうだったの」

「そもそも秋あき人とだって、衝撃的な事実を知ったにしてはえらく落ち着いてるじゃないか。俺おれや母さんをとやかく言えないだろうに」

「それはまあ、うん」

　実のところ、この件に関して僕はかなり確信していたところがあって。問いただすというよりも確認するつもりで話を切り出した、というのが本当のところだったりする。それに加えて、この両親の風変わりな人格と言動にはとっくに慣れていたし。

「それにしてもよく気づいたわねえ」

　メレンゲを泡立たせる手を止とめないまま、今度は母が感心したように、

「産婦人科の先生にも全面的に協力して頂いたし、戸籍もチョチョイノチョイと弄いじっておいたし。その他もろもろ、根回しはやれるだけやっておいたから、親族一同を含めて誰だれも気づかなかったのに」

　とか何とか気楽に言ってくれたけど、どうみてもかなりの大事である。半歩間違えば両手に縄がかかるし、周囲にまき散らされる迷めい惑わくは甚じん大だいなものになるはずだ。というかそもそも、やろうと思って簡単にできることではない。戸籍を弄るなんて、芸名とかペンネームを変えるのとは訳が違うだろうに。

「いやいや母さん、さすがは秋人と言うべきだよ。俺たちの小細工なんざ、秋人にかかれば子供だましも同然だったわけだ。いや、いずれ気づくかも、とは思ってたけど、まさかこんなに早くだとは思わなかった」

「そうよねえ。秋人は本当、賢くて頼りになるいい子よね。お料理もお掃そう除じも嫌な顔ひとつせずにやってくれるし、秋あき子この面倒もちゃんと見てくれるし。あなたがいなかったら、わたしたちもおちおち働きには出られなかったでしょうね。本当、どれだけ感謝してもしきれないわ」

　……とまあ、こういったセリフを本気で、心の底から口にする人たちなのである。

　それでいて決して嫌いや味みにはならず、褒ほめ殺しにもならないあたりは、呆あきれるほど絶妙なさじ加減というか。一部の人たちからは『人たらしマンイーターの姫ひめの小路こうじ』なんて二つ名で呼ばれていた面めん目もく躍やく如じよというか。

　豚もおだてりゃ木に登る、というけど、父と母にかかれば木どころか天にも昇るとか何とか……とにかく相手の得手不得手を見抜き、スペックを限界まで引き出させるのに長けた人たちだったらしい。僕が曲がりなりにもこの歳としで独立できたのだって、実を言えば父と母の薫くん陶とうによるところが大きいわけだし。

「あ。ちなみに血が繋つながってないのはお前の方な？」

「え」

　これまたあっけらかんと白状した父に、僕は絶句。

「……なんかこう、軽くない？　めちゃくちゃ重い話なんだけど、それ。僕としてはかなりさ」

「そうは言うけど、この期に及およんで隠し立てしても仕方ないし。暗い顔して重々しく伝えても意味ないだろう？」

　まあそれはその通り。

　意味も仕方もないし、何より父のキャラにそぐわない。

「それに血が繋がってなくても、お前は俺おれと母さんの息子なんだしな。それとも何だ？　お前は単に血が繋がってないというだけで、俺たちの息子ではなくなる──なんて馬ば鹿かげたことを考えてたりするのか？」

「……ううん。ぜんぜん」

　僕だってその結論が最初にあったからこそ、こうやって話を切り出せたのだから。

「というか、戸籍をいじったとか何とか言ってたけど」

「うん。言ったな」

「なんでわざわざ？　そのうち僕にはバラすつもりなんだったら、そんなことしなくてもいいじゃん」

「うん。まあその辺はいろいろあってなあ。面倒くさいんだ、姫ひめの小路こうじっていう家は」

　そう言って父は、困った風に頭を掻かいた。

　この頃ころの僕はぜんぜん自覚してなかったけど、姫小路家は実際問題とても面倒くさいところで。そのことは僕と秋あき子こが別々の家に、それも名門と呼ばれる家に、隔かく離り同然の状態に置かれていたことからも察してもらえるとは思うけど、まあその辺を語る機会は別に譲るとして。

「さて秋あき人と。お前は血こそ繋がってないが、確かに俺と母さんの息子だ。そのお前を見込んでいくつか頼みごとがある」

「頼みごと？」

「まず、このことは可能な限り秘密にしておいてほしい」

「うんまあ、それはそのつもりだけどさ」

「秋子にも内緒な？」

「秋子にも？　うーん、それはちょっと……家族の中であいつだけ知らないってのは、やだなあ何か」

「ま、知られると面倒な相手ってのがいるからな。できるだけ秘密にしておいた方がいいんだよ」

　言って、父はひょいっと肩をすくめた。

「この件について知ってる人間の数は、この世に十人もいない。ま、確実に秘密を保っておける上限の数字だろうね、これは。これ以上情報が拡散すると、父さんたちでコントロールしきれる範囲を超えちゃうからな」

「でもさ、どっちにしたってそのうちバレちゃうんじゃない？　僕だって自分で気づいたわけだし」

「そりゃそうだ、何せお前は当事者だからな。お前と秋あき子この関係にどっか違和感を持ってもおかしくない。さっきも言ったけど、それは最初から計算に入れてたことだ」

「だとしても、ＤＮＡ検査とかしたら一発でしょ？」

「うん、一発だな。だから父さんと母さんはそこをごまかせるよう、いろいろ芝しば居いを打ったし、あちこちに根回しなんかもしたわけだ」

　兄妹きようだいの名前に『秋』の字を入れたことをはじめ、『姫ひめの小路こうじ秋あき人とと姫小路秋子は双子の兄妹である』という先入観を周囲に持たせるための小細工を、それはもう微に入り細に入り、ダメ押しにダメを押して仕込んできたのだ──と父は愉ゆ快かいそうに語り、

「おまけにお前と秋子は血液型もいっしょで、顔立ちもけっこう似ている。『あんまり似てない双子だなあ』と思われる程度にはね。これについてはまったくのラッキーだったけど、ここまで条件がそろえば普通は疑わんよ。先入観ってやつは、それだけ強烈で頑がん固こなもんだ」

「……まあ、そのへんは分かったけどさ。それでもやっぱ、秋子にはちゃんと言った方がいいんじゃない？」

「そこ、こだわるなあ」

「だって嫌じゃんそういうの。それに僕だって気づいたんだから、そのうち秋子も自分で気づくんじゃないの？　だったら今のうちにバラしちゃった方が、あいつにとってもいいんじゃないかって思うんだけど」

「いやー、あんまり傷つかない気はするな。むしろ小躍りして喜びかねん」

「？　そうなの？」

「まあそれはそれとして、だ」

　父はお茶を濁にごしつつ、

「秋子はだいじょうぶだよ。誰だれかが教えない限り、まずあいつは気づかない」

「何で？」

「そりゃあれだ、いま言った先入観ってやつを、秋あき子こにはたっぷり植えつけておいたからだよ。赤ん坊のころからずっとつきっきりで、それはもう念入りにな。もしあいつが自分で気づくようなら、その頃ころには世界中の誰だれもが気づいてるだろう、ってくらいだ。まあ可能性がまったくのゼロ、とまでは言わんが、無視していい程度には低いだろうよ」

「……父さんがそういう風に言うってことは、あれだよね。たぶん、気づかれたとしてもどうにでもなる、って思ってるんだよね？」

「ま、そういうことだ」

　言って、父は母と目配せし合う。

　何やらとても嬉うれしそうに。

「……何？　ふたりでニヤニヤして」

「そんなの決まってるじゃないか。息子の成長が嬉しいんだよ」

　父はいっそうニヤニヤして、

「こういう状況になってもお前はぜんぜん動じてない。動じてるのかもしれんが、つとめて表に出さないようにしてる。これは中々できることじゃないよ。それにお前は自分のことよりも、俺おれや母さんのこと、そして秋子のことを第一に考えてくれてるよな？　そういう優しさも、父さんは嬉しい」

「そんなこと言ってもダメだよ？　父さんがそうやって褒ほめまくる時は、ぜったい何か変なこと考えてるんだから」

「こらこら、そうやって人を疑うもんじゃない。確かに俺はお前をベタ褒ぼめして、これからふたつ目の頼みごとをしようとしてるけど、その前後には何もやましいことはないんだ。本当だぞ？」

「はいはい……それで？　ふたつ目の頼みごとって？」

「うん。秋子のことを守ってやってほしいんだ」

「うん。分かった」

　即答する僕。

「秋子は僕が守る。あいつは僕の大事な妹だし、父さんに頼まれなくても守るよ。あいつに何が起きても、誰が敵になっても、僕が守る。血が繋つながってるかどうかも関係ない。あいつは僕が守る。絶対」

「……頼もしいなあ」

　父は目を細めた。

　まるで僕の背中から、まばゆい朝日でも昇ってくるのを見るみたいに。

「誇りに思うよ秋あき人と。お前を育てられた、っていうそれだけで、俺と母さんの人生にはちゃんと意味があったんだ、って胸を張れる。お前が俺おれたちの息子になってくれてよかった、本当に」

「うん。うん」

「それとこれだけは忘れるな？　お前は生まれてこの方、今日この日に至るまで、一秒も欠かすことなく、俺と母さんの息子だ。もちろんこれから先もずっとな。それだけは何があっても忘れないでくれよ」






　　　　＊







　──とまあ。

　以上、妹との間に血の繋つながりがないことが僕にバレてしまった時の、父と母のエピソードでした。

　その後に父と母がどうなったか、なぜ僕と秋あき子こが別々の家に預けられることになったのか、といった件については、これまたそのうち語る機会を作るとして。

　さて問題は、今この場における対応である。

　聖せいリリアナ学園学生寮りようの、夜も更けつつある食堂にて。

　僕と秋子が別々の部屋で暮らすことを提案され、その採決が僕に一任されているこの状況で、一体どんな答えを出すべきなのか。

「うう……お兄ちゃん？」

　妹が縋すがるような目で僕を見つめてくる。

　会長さんも那な須す原はらさんも銀ぎん兵べ衛えもまた、それぞれの表情で答えを待っていて。

「……ふむ」

　まぶたを閉じて、しばし黙考。

　回想シーンでも述べた通り、かつて僕は誓った。

『何があっても秋子は僕が守る』と。

　何だかんだ言っても大好きだった、誰だれよりも尊敬していた父と母の前で、堂々と、自信満々に。

　もちろんその誓いは今も揺るがない。

　苦労して妹を取り返したこともその証左のひとつだ。彼女を大切に思ってなければ、誓いを果たそうという強い意志がなければ、決して成し遂げられなかった難事業だったと──僕は胸を張って言える。

　そして大して勤勉でもなければ才能もない僕を、それでも突き動かして結果を手にさせてくれた原動力のひとつに、『また妹といっしょに暮らしたい』という願いがあったことも歴然たる事実だ。

　今回の提案は、その願いを踏みにじるものである。

　あるいはまた、僕の六年間の努力を徒労に変えるものでもある。

　加えて当事者のひとりたる彼女を見るがいい。

　まるで天から舞い降りた救世主でも目の当たりにしたかのように、瞳ひとみを潤うるませて僕を一心に見つめてくる妹の姿を。

　その不安に怯おびえた、しかし僕に対して絶対的な信頼を置いている姿を。

（……ま、悩むようなこっちゃないよな）

　僕はこっそり失笑する。

　ひとりの人間として、ひとりの男として。いや、あの父と母の息子として。

　僕が誓いを守るのは当然のことであり、悩むことでも迷うことでもないのだから。





「みなさんのお話はわかりました」

　まぶたを開けて僕は笑う。

　そして迷いも後悔もなく、晴れやかな気分で。

　いやむしろ誇りすらもって、結論を述べた。

「秋あき子ことは別々の部屋で暮らすことにします。今日のうちに引っ越しも済ませちゃいたいので、みなさんちょっと手伝ってもらってもいいですか？」





四月十四日（ＡＭ２：00
 ）（学生寮りよう・管理人室）









　もちろんそう簡単に事は運ばなかった。





『これは一体どういうことですか！』

『お兄ちゃんの裏切り者！　見み損そこないましたよっ!?
 』

『せっかくこうしてまたいっしょに暮らせるようになったのに、それを自みずから手放すなんて信じられません！　お兄ちゃんの考えてることがぜんぜん分かりません！』

『秋あき子こは怒りました！　それはもう、生まれてこの方これ以上はないってくらいに、富士山が大噴火するぐらいに！』

『こうなったらもう一生、口を利いてあげませんから！　お兄ちゃんの好きな料理も作ってあげないし、お兄ちゃんのパンツも洗ってあげないし、とにかくもう何もしてあげないんですから！　兄妹きようだいの縁なんて、むしろこっちから切ってしまいますよっ!?
 　それでもいいんですか!?
 』

『あっ、あっ、すいません嘘うそです、言いすぎました。今のは言葉の綾あやというやつで、本気で言ったわけじゃありません。お兄ちゃんとは一生ずっと仲良くしていたいです。ええもちろん、そうに決まってるじゃないですか』

『……ほんとに別々の部屋で暮らすんですか？　今ならまだ間に合いますよ？　可愛かわいい妹をないがしろにすると、後でぜったい後悔しますよ？』

『うわああああ
 ん！　お兄ちゃんのあほ！　いけず！　もうほんとに知りませんから！　うえええええ
 ん！』





　……とか何とか。

　ダイジェストで言えばそんな感じで、妹は断固として反対した。

　挙げ句の果てには、管理人室に立てこもって徹底抗戦の姿勢まで示したけど、そこはまあ兄の威い厳げんというやつをフルに使い、最後には白旗を揚げさせた次第である。

　そんなわけで今、日付が変わって午前二時。

　秋子を除く寮生全員が協力し合って、突貫工事の引っ越しを終わらせたところ。

　会長さん、那な須す原はらさん、銀ぎん兵べ衛えはそれぞれ自分の部屋に戻り、僕はずいぶん寂しくなった管理人室にひとりでいる。

「……こうしてみるとけっこう広いんだな。この部屋」

　この寮りようにおける専任の管理者が、家族ぐるみで住み込むことも可能なように設計されている部屋だ。兄妹きようだいふたりが居る時は狭いぐらいだったけど、いやはやこうしてみると、なかなか、どうして。

「うん。こりゃ寂しいもんだな。うん」

　春先に引っ越してきてからこの方、ほぼ四六時中ずっと、妹と時間を共有してきたから。靴下を片方だけ穿はいてない時の違和感を百倍ぐらい濃くした感覚が、さっきからずっとつきまとっている。

「ああなるほど。これが喪失感、ってやつか」

　普段はあまり出ないはずのひとりごとと共に、僕は実感をため息として吐き出した。

　厳しいねえ、こいつは。いやほんと。

　六年前、僕と妹が引き離された時に匹ひつ敵てきする──とまでは言わないけど、たぶんそれ以来の精神的な衝撃だ。いやまあ、『大げさだよ』と言われれば反論できないんだけど。なんせ妹は、十メートルだかそのくらい離れた先の部屋にいるわけだし。

「さて。そろそろ寝ておくか」

　休日が明け、あと六時間後には学校が始まる。できれば小説の仕事をしておきたかったけど、さすがにそういうメンタリティでもない。今日はもう眠ってしまうに限るだろう。ひと眠りすれば多少は気分も変わってくるってもんだ。

「そうと決まれば歯を磨みがいて、っと……」

　生あくびをしつつ洗面所へ行き、歯ブラシを手に取ろうとして、

「ありゃ？」

　気づく。

　戸棚に収められたカップの中に、歯ブラシが二本差してある。

　もちろん僕がひとりで使ってるわけじゃない。

『こうしてひとつのカップにふたつの歯ブラシを立てておくと、なんだか付き合い始めたばかりのカップルみたいですね。でへへ』

　とか何とか言って妹がしつらえたものであり、つまりは彼女の忘れ物である。

「かなりバタバタした引っ越しだったからなあ……どっかにやり残しはあると思ってたけど」

　しかし歯ブラシか。使用頻度の低いものなら、あるいは重要度の低いものなら放ほうっておいてもよかったけど、寝る前の歯磨きをサボらせるわけにはいかないな。しょうがない、ちょっくら妹の部屋へ届け物に行くとするか。あいつの機き嫌げんがどんな具合になってるかも確かめておきたいし。

　深夜の廊下を渡って妹の部屋へ。

　年季の入った、だけどまだまだ現役、という感じのドアを、そっとノックする。

「おーい。秋あき子こ～」

　反応なし。

　ふたたびノック。

「忘れ物を届けにきたよ？　歯ブラシ。必要だろ？」

　反応なし。

　……うーん。

　これはいよいよ本気で怒らせてしまったかな？　僕が呼びかければたとえ熟睡していたって、あるいは一キロ先からだって、満面の笑顔で、元気いっぱいの返事をしてくれるのが常なのに──

　と思って何の気なしにドアに手をかけると、ひどくあっさりドアが開いてしまった。

　むう、秋子め。

　戸締まりはしっかりしなさいと、小さいころからあれほど言ってるのに。これはお仕置き確定だな。

「こら秋子。部屋に鍵かぎが掛ってなかったぞ？　会長さんが夜よ這ばいをかけに来たらどうするつもり──」

　そこでセリフを止とめる僕。

　管理人室よりぜんぜん狭いワンルーム。

　質実剛健で、それでいてそこかしこが仄ほのかに小こ洒落じやれた、六畳ほどの部屋で。

　妹は机に突っ伏し、静かに寝息を立てていた。

「……寝る時はちゃんと布団ふとんに入って、ってのも、口を酸っぱくして言い聞かせたはずなんだけどな？」

　ため息と共に苦笑する。

　本来であればネチネチとお説教をした挙げ句、たっぷり弄いじり倒して半べそかくまで許してやらないところだけど。まあ今回は見て見ぬふり、ということになりそうだ。目め尻じりにこびりつく涙の跡を見せられては、さすがにそんな気分にはなれないし。

「ほれ。せめてこれは使え」

　肩に毛布を掛け、そっと頭を撫なでる。

　妹はくすぐったそうに身をよじったけど、目を覚ます気配はない。

（三つ子の魂百まで、なんていうけど。こいつのブラコンも治りそうにないかな）

　繰り返しになるが、こうして妹と別々の部屋で暮らすのも、生徒会の面々をこの寮りように受け入れたのも、彼女のブラコン対策が火急の任であるからだ。

　どこへ出しても恥ずかしくないお嬢さんに育ってた秋あき子こが、僕と暮らし始めた途端に馬脚を現したとなれば、鷹たかノの宮みやと有あり栖す川がわに付け入る隙すきを与えてしまうし。彼女が築き上げてきた地位や名声も、あっという間に水泡と帰してしまう。おまけに頭の痛いことに、彼女はせっかく獲得した地位や名声を、髪留めのピンか何か程度にしか考えておらず、必要とあらば迷いなく捨て去ってしまいそうだし。

　まあそういう真まっ直すぐさ、あるいは愚直さも、彼女の良さであるのは確かで。なるべくなら尊重してやりたいところだけど。

（でも僕らが同じ部屋で暮らすのは、やっぱこのあたりが限界だ）

　当分の間は別々の部屋で暮らした方がいい。僕だってどうせなら同じ部屋で暮らしたいけど、今となってはそうはいかない。

　ああそうさ。

　銀ぎん兵べ衛え、君の言は正しいよ。

　君がかつて指摘し、危き惧ぐしたことは、まったくもってズバリと正しかった。さすがは長年にわたって僕と親友をやってるだけはある。

　ああまったくその通りだ。そんなの決まってるじゃないか。

　六年ぶりに再会した妹は別人みたいにきれいになっていて。

　なおかつ、僕に対してあからさまに好意を表に出していて。

　しかも彼女と血が繋つながっていないことを、僕は知っている。

　オーケー認めよう。

　正直、今の状態がこの先もずっと続くようなら、僕は僕の理性を、自分で律しきる自信がない。

　だから僕は、彼女と一定の距離を取らなくちゃいけない。

　生徒会の面々から進言されたし、妹のブラコン対策のためでもある──そういう理由も当然あるけれど。

　何よりも父と母に誓った『何があっても秋子を守る』という言葉を嘘うそにしないためには、彼女にとっての危険な要素を極力排除していかねばならないのだ。

　たとえその対象が、他ほかならぬ僕であったとしても。

　あるいはそれが、決して妹の望まないことであったとしても。

（……やれやれ。しかし我ながら、苦労の多いポジションに立たされたもんだ）

　六年という時間はやっぱり長すぎたのだ。

　僕にとっても妹にとっても──お互いをひとりの異性として認識してしまう土壌が、その間にすっかり醸じよう成せいされてしまった感がある。僕は確かにかつて、姫ひめの小路こうじ秋あき子こをひとりの異性として認識していたけど、それでもあくまで彼女は僕の妹であり、それ以上の存在ではなかったはずなのに。

　ゆえに僕は、妹と血が繋つながってないことを、当の妹に話すつもりはない。

　仮にその事実が明らかになれば、妹はたちまち狂喜乱舞し、僕へのアプローチをさらに強めてくるだろう。実の兄妹きようだいであるという認識は、世界チャンピオン級のブラコンであるあいつにとっても、一応はブレーキとして機能してるはずで、その障害が取り除かれたら一体どんなことになるか、火を見るより明らかなわけで。

　いやまあぶっちゃけ、あいつはあれで口だけなところもあるし（今日の風ふ呂ろ掃そう除じの時もそうだった）、実際には大したことにはならないかもしれないけど。でもこれ以上派手に迫られると、僕の方が自信をなくすというか……いやもうすいません、ほんと。

　とにかく僕の方針は変わらない。

　兄としてしてやれる当然のことを、そして最良と信じることを、秋子に対してずっとやり続ける。これから先も変わることなく。

　──そんな決意をあらためて胸に刻みつつ、もう一度妹の頭をそっと撫なでる。

　これをやるとすぐ調子に乗りそうだから、いつもはどれだけおねだりされても絶対やらないんだけど……まあ寝てる時ぐらいは特別だ。

　今日はたくさん泣かせてしまったし、このくらいのサービスはしてあげてもいいだろう。

　さわさわ。

　さわさわ。

　目を覚まさないようにそっと、それでいて念入りに。妹の髪の感触を確かめるように、何度も何度も撫でてやる。

　艶っ艶でさらっさらの黒髪は、陳腐な表現ながらホントに絹きぬみたいで。シャンプーとかリンスのモデルになるだけでも一生食っていけるだろうな、と思わせるほど。

　シミどころかホクロすら見あたらない顔の肌は、赤ちゃんのまま大きく育ったみたいにきめ細かいし。

　整った目鼻立ちは言うに及およばず、閉じられたまぶたを彩る睫まつ毛げは驚くほど長くて、マスカラの存在を無意味にしてしまいそうだし。

　いやもうほんと。

　これで妹でさえなけりゃなあ、とボヤかざるを得ない。

　もちろん僕の妹でない秋子というのは想像つかないし、兄と妹という関係で育ってきたからこそ、今の感情もあるのだという気もするけど。

　いや惜おしい。

　ホント、歯ぎしりしたくなるぐらいに、惜しい。

　……。

　…………
 。

　……………………
 。

　まあこんな風にボヤいていても仕方ない。あまり構いすぎると目を覚ましてしまいそうだし、人生は引き際ってやつが肝心だ。

「さて。それじゃ僕も寝るとしようかな」

　声に出してひとりごち、妹のそばを離れる。

　そのまま足音を忍ばせ、そっと部屋を出ようとして、





「あり得ず──────────────────────────っっっっっっ
 ！」





　寝ていたはずの妹がいきなり立ち上がった。

「あり得ないあり得ない、ぜったいあり得ないです！　ここまで来て何もせず立ち去ろうとするなんて、１＋１が０になるくらいあり得ないです！　お兄ちゃんは男として恥ずかしくないんですか!?
 」

[image: ]


「……おま、起きて……？」

「六年ぶりに再会して、ようやく頭を撫なでてくれて！　よーしこのまま行くところまで行っちゃうに違いない、きゃーどうしようわたしまだ心の準備が、だけどカラダの準備はいつでもオッケーです、とか思いながら、わくわくドキドキして待ってたのに！　なのにまさかの敵前逃亡なんて！」

　目を丸くする僕にはお構いなく、妹は一気にまくし立てる。

「据すえ膳ぜんですよ据え膳！　食べ放題で、手を出し放題なんですよっ!?
 　こんな可愛かわいい妹がこれだけ隙すきだらけで寝てるのに、どうしてお兄ちゃんはキスのひとつもしてくれないんですか！　何か宗教上の理由でもあるんですか!?
 」

「いや、僕は普通に無宗教だよ……というか秋あき子こ。お前、寝たフリして僕を騙だまそうとしてたのか？」

「はい！」

　悪びれもせず大きく頷うなずく妹。

「心ないお兄ちゃんの仕打ちによって、今日のわたしはたくさん泣かされたので！　きっとお兄ちゃんが慰なぐさめに来てくれると信じて、ずっとスタンバイしてました！　机に突っ伏したまま！」

「……そういう努力をさ、もっと他ほかの方面に回せないわけ？」

「わたしの努力はすべて、お兄ちゃんに可愛がってもらうためのものですから！」

「迷いなく断言するところじゃないよ、そこは普通」

「いいえ迷いなく断言します！　わたしの人生はすべて、お兄ちゃんを中心に回ってるんですから！　それに普通かどうかなんて気にすることはありません！　人は皆、自分のあるがままに生きるのがいちばん幸せなんです！」

「何かちょっといいこと言ってる風な感じだけど、シチュエーションがシチュエーションだからなあ……」

「そんなことはどうでもいいんです！」

　妹は僕にぐいぐい迫りながら、

「ようやく頭を撫でてもらって、今にも踊り出したいくらい嬉うれしいのを必死にガマンして、せっかくがんばって寝たふりをしてたのに！　歯ブラシもわざと置き忘れて、お兄ちゃんがわたしの部屋に来やすいように小細工もしておいたのに！　それらをすべて無む駄だにしようとするお兄ちゃんに対して、秋子は断固として抗議します！」

「わざとだったのかあの歯ブラシ……」

　まさしく小細工だなあ。

　見事に引っかかった僕が言うこっちゃないかもだけど。

「まあいいじゃん別に。お前の小細工が功を奏して、ちゃんと僕はお前の頭を撫なでたんだし。それもかなりじっくり撫でてやっただろ？」

「いいえダメです！　そんなのじゃぜんぜん足りません！　今日はたくさんお兄ちゃんからひどいことをされてるし、このチャンスを逃さずにきっちり謝罪と賠ばい償しようを要求する所存です！」

「じゃあどうしてほしいんだ、具体的に」

「決まってます！　今日という今日こそは、万難を排して、わたしと初夜を迎えていただきます！」

「あはは、面白い冗談だね。上かみ方がた漫才協会に紹介状を書いてあげようか？」

「わたしは限りなく本気で言っています！　ほらご覧の通り、お布団ふとんの用意もちゃんとできてますし！」

「あはは、いいねいいね。そういう荒こう唐とう無む稽けいなことを本気で主張するのって、お笑いのひとつの形だよね」

「だからお笑いじゃないんですってば！」

「いやー、ほんと面白かった。寝る前にたくさん笑わせてもらったから、今日はよく眠れそうだよ。ありがとう秋あき子こ、じゃあおやすみ」

「待って！　待ってください！　せめておやすみのキスだけでも！」

「だめだめ」

「くちびるとは言いません、おでこでいいですから！」

「だめなものはだめ」

「じゃ、じゃあもう一度だけ！　もう一度だけ頭を撫でてください！」

「さっきたっぷり撫でてあげたでしょ。これ以上やると頭が禿はげちゃうよ」

「うううう
 ～っ！　じゃあわかりました、せめて部屋を出て行く前に、可愛かわいい妹に対して何かひとこと！」

「うん。世界でいちばんお前を愛してるよ。秋子、お前ひとりだけをね」

「うひぃ！　どうしてそういうタイミングではサービス精神が旺おう盛せいなんですか！　そういう不意打ちには弱いって、いつも言ってるのに！」

「あっはっは」





　……とまあ、そんなわけで。

　血が繋つながっていようと、いなかろうと、関係なく。

　今日も僕と妹は元気いっぱいで、けっこう幸せでありました、ということで、ひとつ。





四月十四日（ＡＭ６：00
 ）（学生寮りよう・管理人室）









　さて翌朝のことである。

　妹とは別々の部屋で暮らすようになったけど、それでも姫ひめの小路こうじ家の朝は早い。深夜まで起きていたし、今日ぐらいはゆっくり寝ていたかったんだけど、身体の方が勝手に目を覚ましてしまった。

「うーん……まだ眠いんだけどなー」

　あくびをして布団ふとんから身を起こし、朝の準備を始める。今日は学校もあることだし、ゆっくり寝るといってもあと一時間ぐらいがせいぜいだ。食事当番を任された秋あき子こや銀ぎん兵べ衛えは、きっともう起き出して仕事をしてるだろうし、僕だけがいつまでも寝こけているわけにはいかない。

　そうだな、朝食の用意ができるまでの間、原稿を少しでも書き進めておこうか。それなら有意義に時間を使えたと胸を張れるだろうし。

　というわけでざっと身支度を済まし、温かいお茶を淹いれて机に向かおうとしたところで。

　部屋の窓から、庭にいる人影が見えた。

　赤髪のポニーテールに黒い眼帯。みなさんご存じの色ボケ生徒会長、二に階かい堂どう嵐あらしその人である。

「へえ。朝の稽けい古こかな？」

　いつもの日本刀の代かわりに木刀を握り、見慣れない袴はかま姿すがたで構えを取っている。

　僕の位置からはその表情までは窺うかがえないけど……思いのほか線の細いその背中は、ほどよく脱力しつつも真剣味を帯び、嵐の前の静けさを思わせる様相を呈ていしている。

　……うん。

　予定変更。

　せっかくの機会だし、会長さんのお手並みを拝見させてもらうとしよう。

　気配をなるべく悟らせないよう注意しつつ、待つことしばし。

　ゆったりとしたテンポで会長さんの稽古が始まった。

　正眼から正面、小手、胴、突き。

　続いて小手からの面、払い面、引き胴。

　徹底して基礎に則した、手順通りの稽古である。

　……ふむ。

　これはちょっと意外だな。

　二階堂嵐という人はとにかく豪放で磊らい落らく。細かいことは気に掛けず、多少のことはあっけらかんと笑い飛ばす、そんな人である。であればその剣筋もまた、彼女の性格に見合ったものだろうと想像していたのだけど、まるで当てが外れた。

　会長さんの剣筋はひどく繊せん細さいかつ合理的。徹底して虚きよ飾しよくや非合理を排し、あくまでも実戦を見据えたもの、のように見える。

　いやまあ、剣のことなんてほとんど素人な僕が言っても説得力はないけど。でも素人目に見たって、その足運びと身体さばきは只ただ事ごとじゃない。さすがは聖せいリリアナ学園の生徒会長、ファッションセンスも言動も大概ながら、きっちり中身は伴ともなっているようだ。

（でもまあ……正直なところ退屈ではあるかな）

　基本に忠実であることは大いに結構だし、基礎鍛たん錬れんを見ているだけでも腕の冴さえは窺えるけど。わざわざ時間を割いてまで見物するほどのものじゃない。立ち会い稽げい古こであればいくらでも見所はあるだろうけど、こういうのは──

　と思った瞬間だった。

　不意に、まったくもって唐突に。会長さんの気配が変わった。

　細身の背中が一気に何倍も膨ふくらんだかと思うや、利き足を引き、腰を巻き、軸足で土を抉えぐり込むようにして反転。

　その勢いのまま、木刀の胴払いが激烈な殺気を帯びて一いつ閃せんする。

　僕を狙ねらって。

「────
 ッ!?
 」

　死んだ、と思った。

　真っ二つにされたかと思った。

　もちろん錯覚である。僕と会長さんとの間には寮りようの外壁があり、古めかしいだけにぶ厚いガラス窓があり、何より十メートルを超える物理的な距離がある。会長さんの得物が物もの干ほし竿ざおみたいに長いか、あるいは何か魔法でも使わない限り、僕が斬きられることはない。そもそも会長さんが手にしてるのは木刀だし。

　でもそんなことは百も承知で、それでも。僕は本気で死んだと思った。それほどに鋭い太刀筋であり、何より凄すさまじい殺気だった。

「よう。おはようあたしの愛人四号」

　胴払いを放った体勢のまま、会長さんがこちらを見てニヤリと笑う。

「レディのたしなみを覗のぞき見みするのは感心しねえな。稽けい古こを見せるのは一向に構わんが、ひとこと断ことわりがあってもいいんじゃないのかい？」

「……すいません。そういうつもりはなかったんですが」

「どうせ覗くなら、あたしの着替えにしてくれりゃいいのに。そうすりゃお前さんをそのまま押し倒して、名実ともにあたしの愛人四号にしてやれるんだけどなあ」

「そうですか、そりゃどうも。ご忠告に従って今日からこの先、会長さんの部屋には一切近づかないことにします」

「かっかっか。相変わらずつれないねえ」

　一笑し、ようやく会長さんは構えを解いて、

「んで、どうだった？　あたしの稽古は」

「それについては掛け値なしですよ。見事のひとことでした。伊だ達てにいつもだんびらを持ち歩いてるわけじゃないんですね」

「そうかい？　でもそれにしちゃ退屈してたみたいじゃねえか。今にもお前さんが生あくびをしそうだったから、ちょいとからかってやったんだけど」

「……からかい半分で殺気を放たないでくださいよ」

　眠気覚ましのコーヒーがわりにしては、ちょいと刺激が強すぎる。

　というか会長さん、さっきは僕に背中を向けてたはずなんだけどなあ。いや、それ以前にいつから僕の存在に気づいてたんだろ？　こっちだってけっこう気を使って気配を消してたつもりなのに。

「いや、でも本当にお見事でしたよ。ちょっと会長さんを見直しました」

「へえ。そいつァ嬉うれしいねえ」

「お世辞抜きですごかったです。さっきの払い胴なんて、ほんとに斬きられたかと思いましたもん」

「そうかいそうかい、そりゃ重ちよう畳じようだ。どうせなら見直すついでに愛の告白もしてくれりゃ、あたしも朝から青あお姦かんとしゃれ込めるんだけどねェ」

「そういう発言が出るたびにあなたの評価が下がっていくってことを、そろそろ自覚してくださいよ」

「かかか、まあ仕様のないこった。あたしから性欲を取ったら、あとには何も残らなくなっちまう」

　じつに悲しいことをあっけらかんと言いつつ、会長さんはこちらに歩み寄ってきて、

「ま、でもそう心配すんねェ」

「？　何がです？」

「お前さんの妹のことだよ」

　額の汗をぬぐいながら会長さんは片目を閉じる。

「兄妹きようだいふたりで暮らすはずだった寮りようにあたしらが入り込んできて、おまけに兄貴のお前さんとも部屋を別々にされて。ま、本来なら寝込んじまっても不思議じゃないくらいショックだろうさ。あいつのブラコンっぷりは底抜けに半端ねえからな」

「ですね、確かに」

「でもよ、ここが姫ひめの小路こうじ秋あき子この一番いいところなんだが。あいつはとにかく前向きで底抜けに明るいからよ、もうあっさりと立ち直ってるわけだ。あいつにしてみりゃまさに泣きっ面に蜂はち、財布を落とした上に空あき巣にまで入られたような状況だろうけど、それでもまだニコニコと笑顔でいられるんだな。いやほんと、意外にしたたかというか何というか……とにかく大したもんだよ」

「そうですね。僕もそう思います」

　まったくもって同意だ。

　あいつは何があっても決して笑顔を忘れない。たぶん、この世でいちばん泣き顔の似合わない女の子だろう。

「知ってのとおり、あいつは学園のミスコンでもトップを争う人気者だが、頭の良さとか見み栄ばえの良さで選ばれてるわけじゃねえ。何よりあの性格によるところがいちばんデカいんだ。なんせあいつがひとりいるだけで、よほど殺さつ伐ばつとした場でも妙に空気が和なごんじまうもんな」

「ですね。秋あき子こが笑ってると、ケンカとか戦争とかどうでもよくなりますもんね」

「おうよ。たぶんあいつの天職は、国連所属の調停役あたりだろうな。どこの紛争地帯に派遣したって仕事を果たしてくれるだろうぜ、きっと」

　その光景を想像したのか、会長さんは喉のどの奥で「くくく」と笑い、

「あたしがあいつを生徒会に入れてるのもそういう理由さ。ウチの学園の生徒は優秀には優秀だが、とにかくあくの強いやつが多い。そういうやつらをまとめていくには、姫ひめの小路こうじ秋子みたいな潤じゆん滑かつ油ゆが必要なんだ。いや、重宝してるぜほんと」

　……ふむ。

　妹の優秀さについては、これまでいささかも疑ったことはなかったけど。こうして会長さんから太鼓判を押されると、兄として素直にうれしい。

　まあ秋子が学園において、具体的にどういうポジションに立っているのか、僕はまだほとんど知る機会がないのだけど……そのあたりも追い追い見えてくるだろう。兄として、保護者として、そういうのは押さえておかなきゃならないだろうし。

「しかしまあ、姫小路秋子ってやつはほんと変わった人材だわな。あの天てん真しん爛らん漫まんさはいっそ始末に悪いくらいさ。あたしゃ正直うらやましいね、あいつのああいうところは」

「へえ？　会長さんでもそんな風に思うことがあるんですね」

「意外かい？」

「ええまあ。少し」

「人間誰だれだって、自分にないものを持ってるやつは眩まぶしく映るもんだろよ。あたしも大抵のことは余人に劣おとらぬつもりだが、『人たらしマンイーター』の技術に関しちゃ姫小路秋子にまったく及およばねえ。あいつ、こっちがどんだけ警けい戒かいしてても、いつの間にか懐ふところに入り込んでくるからなあ。それも百パーセント天然でやってやがるから始末に負えねえよ」

　と、奇くしくも会長さんは馴な染じみのある言い回しを使った。

　人たらしマンイーター。

　僕の両親を評する際によく使われたフレーズである。

　なるほど、言い得て妙かもしれない。

　確かに秋子は父と母によく似ている。僕と違って血が繋つながってるんだから、当たり前といえば当たり前だけど……顔つきは当たり前としても、活動的な雰囲気とか、自分以外の他者との距離が妙に近いところとか、信頼した他者に対する開けっぴろげな態度とか。そういうところが妙にデジャブするのである。

「お前さんの親父おやじさんとお袋さんも、似たようなところがあったらしいじゃねえか」

　僕の内心を察したわけじゃないだろうけど、会長さんは肩をすくめて微苦笑し、

「話には聞いてるよ。姫ひめの小路こうじの鬼っ子当代──いわゆる『御ご十とう家け』と呼ばれる名門名跡の中でも筆頭に近い家格にありながら、家名の存続にまったく頓とん着ちやくしなかったらしいじゃねえか。そのおかげで今現在、姫小路を名乗る資格があるのはお前さんたち兄妹きようだいだけ、なんだってな？」

「ええまあ。そんな感じで」

　ま、そのくらいの情報は知ってて当然か。

　会長さんの二に階かい堂どう家はおそらく、御十家のいずれかに連なる家系だろうし。姫小路に関する話をいろいろ耳にしててもおかしくはない。

　とはいえ僕にとって、できれば触れられたくない話題ではある。これ以上踏み込まれるようなら適当にはぐらかして──

「いやなに、詮せん索さくする気はねえよ」

　と、会長さんは明るく笑って首を振る。

「さして興味のある話でもねえし、何よりこれ以上は野や暮ぼってもんだ。そもそもあたしゃどっちかっつーと、お前さんのご両親のやり方に共感を覚えるクチなんでな」

「はあ。そうなんですか」

「そりゃそうさ。あたしの性格みりゃわかんだろ？」

「なるほど、確かにそうですね。会長さんが興味もってることって、人間の生殖に関することだけですもんね」

「そうそう、なんせあたしのあだ名は捕食者プレデターだからな。夜も昼も、寝ても覚めても考えることといえば男女の営みのことだけ──って、ンなこたねえよ。ちゃんと他ほかにもいろんなことに興味もってるっつーのに」

　そう言って『びしっ』と右手を突っ込みの形にする会長さんだった。

　さすがは名門・聖せいリリアナ学園の生徒会長。意外とこういう時のノリがいい。

「ま、とにかく名門同士のアレコレってのは、どうにも肩かた肘ひじ張はりすぎてていけねえ。めんどくせえしきたりも多いし、正直つきあってらんねーや」

「ですね。僕もそう思います」

「そもそも御十家なんつー枠組みも、ずいぶん前に名前だけのもんになっちまってるしな。権力も財力も全盛期からしたら見る影もねえし、かろうじて枠組みだけが残されてる、ってな程度のもんだ。その枠組みにしがみついてる連中も時代おくれの化石ばかりだし、まあ遠くない将来に空中分解するだろうさ」

　……ふむ。

　この会長さん、やはり見た目の印象どおりの人だ。

　以前聞いたところによると、二に階かい堂どうという家は鷹たかノの宮みやに対しても有あり栖す川がわに対しても立場が弱いっぽいし、場合によっては僕や秋あき子この敵に回ることもあるかな、と心配してたけど。どうやら杞き憂ゆうに終わりそうな予感。

　いや、実にありがたいことである。

　何度か触れてきたことだけど、僕と鷹ノ宮・有栖川の両家との関係は現在、けっこう微妙な状態にある。形式上はともかく、事実上はかなり強引に秋子を連れ出してきたわけだし。面子めんつを潰つぶされた格好の両家としては、このまま黙っているとも思えない。

　そういう状況において、両家と縁があり、また生徒会の同僚であり、おまけにひとつ屋根の下に暮らしてる身内を敵に回すなんて、そりゃもう論外なわけで。

　うん、よかったよかった。

　生徒会メンバーの中で、ある意味もっとも掴つかみ所どころのない会長さんだけど。どうやらいい関係を築いていけそうである。

「おっと、立ち話が長くなっちまったな。そろそろ朝飯の準備も整う頃ころだろうし、ぼちぼち稽けい古こは切り上げるか」

「あ、ほんとですね。もうそんな時間か」

「けっこう汗かいちまったし、シャワーでも浴びてから食堂に行くとしよう。ちと遅れるかもしれんから、姫ひめの小路こうじ秋子とぎんぎんにはそう伝えといてくれや」

「了解です。伝えときます」

「何ならお前さんもいっしょにシャワーを浴びるかい？」

「お断ことわりします」

「そうかい？　そいつはもったいねえなあ。あたしゃ大概のプレイには自信があるけどよ、お風ふ呂ろプレイはその中でも一、二を争うんだ。五分もあれば必ず天国に行かせてやると約束できるぜ？」

「僕はまだ現世に未練があるので、天国にも地獄にも行く気はありません」

「よしわかった、じゃあ三分、いや二分でいい。それだけ時間をくれればなんとかしてみせる。それだけ短いとさすがにフルコースってわけにゃいかねえが、なあに安心してくれ。ぜったいに後悔はさせねえからよ」

「二分どころか二秒だけあなたに身体を預けたとしても、僕はぜったいに後悔する自信がありますから」

「かかか、相変わらずつれないねェ。まあでもしょうがねえか、あたしといっしょにシャワーを浴びたら、汗を流すつもりが別の汗をかいちまうからなあ」

　などと嘯うそぶきつつ、上じよう機き嫌げんに踵きびすを返す会長さんだった。

　やれやれ、ほんとこの人は相変わらずだな。四六時中ところ構わず発情してるんだから始末に負えない。

　ま、それでも会長さんは意外に紳士というか、無理やり相手をどうこうするつもりはまったくないようだし。それに九割がたウンザリさせられつつも、残りの一割では思いのほか、こういう会話を楽しんでる僕がいたりするのだけど。

　うん。

　大概な人には違いないけど、僕はけっこう好きだな、この会長さん。

　彼女が聖せいリリアナ学園の生徒会長であり、僕の上司であることを、今では結構な幸運だと思えるようになっている。

　願わくば、これから先も二に階かい堂どう嵐あらしという人物と上う手まくやっていけますように。

「ああそうそう」

　と、そんなことを思ってた僕の方を、会長さんが振り返って。

「ちと小耳に挟んだんだけどよ。訊きいてもいいかい？」

「？　何をです？」

　まだまだ僕も甘いな──というのは後になって思ったことだけど。災さい厄やくというやつは忘れたころに、あるいは油断してる時に限ってやってくるものである。

　会長さんがニヤリとくちびるの端を上げて言った言葉は、無む警けい戒かいで隙すきだらけの僕の脳天に、それはもうぐっさりと突き刺さることになるのだった。





「お前さんとお前さんの妹だけどよ。実は血が繋つながってないんだって？」






あとがき







　こんにちは、鈴すず木き大だい輔すけです。『お兄ちゃんだけど愛さえあれば関係ないよねっ』の三巻をお届けいたします。

　早いもので、当シリーズもすでに三巻を数えるまでになりました。おかげさまで多くの読者様から支持をいただき、この先もしばらくはシリーズを続けていけそうです。今後ともよろしくお願い致します。





　さて。紙幅も余っていることですし、たまには私事なんぞを書いてみます。





　ご存じの方もいらっしゃるかもしれませんが、僕は現在、数人の作家仲間と仕事用のスペースを間借りし、主にそこで執筆を進めています（今まさにこのあとがきを書いているのも、その仕事用スペースです）。

　この部屋にはいくつもの机が並んでいて、六十センチ間隔ぐらいで板の仕切りがしてあります。板で仕切られたわずかなスペースが、作家の個人席として割り当てられていて、僕たちは日々そこでキーボードを叩たたいているわけです。

　割り当てられた机は基本自由に使っていいので、それぞれの机は作家の個性が色濃く出た仕様となっています。読書家の某ぼう作家の机には所狭しと書籍が並び、きれい好きの某作家の机には爪切りがひとつ置いてあるだけ──といった具合です。こういうのは性格とか生活習慣とかがよくにじみ出るので、見ていてたいへん興味深いものです。

　時に作家・鈴木大輔の机は一体どうなっているのか？

　試しにいま目の前にあるものを、以下に書き連ねてみます。






　・ノンアルコールビール

　・タバスコ

　・ザーサイ

　・箸はし

　・爪つま楊よう枝じ

　・シーチキンの缶かん詰づめ

　・サバの味み噌そ煮にの缶詰

　・食塩

　・しょうゆ

　・マヨネーズ







　……ものの見事に食料品系に偏っています。

　というかこれ、どこかのご家庭の食卓か台所ですよね、ほとんど。

　もちろん他ほかにも書籍だとか、文房具だとか、もろもろの日用品だとか、そういうのも置いてあるのですが。食料品関係の充実っぷりはその比じゃありません。執筆の合間にガムを噛かんだりアメを舐なめたりする作家さんは大勢いますが、ラインナップ的にそういう感じでもない……。

　では何な故ぜ、僕の机はこんな有様になっているのか？

　その答えは次回、『おにあい』四巻のあとがきにて明らかにしたいと思います。

（……ぶっちゃけ、こんな風に引っ張るほど面白いネタでもないんですが）

（……世の中には、小説を書くよりもあとがきを書く方が苦手な作家がいるのです。お察しください）






　　　　＊







　なお毎度のことながら、本作の制作にあたりましては担当の岩いわ浅あささん、イラストの閏うるう月げつ戈かさんを初め、多くの方々にご尽力いただきました。心より御礼申し上げます。

　それと『おにあい』二巻のあとがきにて告知いたしました、『ニート吸血鬼だけど、愛さえあれば関係ないよねっ』キャンペーンですが。この三巻が出る六月下旬は、まだギリギリながら開催中です。

　富ふ士じ見み書しよ房ぼうさまより刊行中の拙作『ニート吸血鬼、江え藤とうさん』との書き下ろしコラボ小説を読めたり、スペシャルFlash待ち受けがもらえたりする素す敵てきキャンペーンですので、このラストチャンスによろしければ是非。





　尚なお、順調にいけば『おにあい』四巻は秋ごろにお届けできそうです。





　それではまた、近いうちにお目にかかれることを祈りつつ。






２０１１年５月吉日　鈴すず木き大だい輔すけ
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